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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最近、悪夢を見るようになった──

　原作を改編し、運命を乗り越え幸福となれたはずのロザリンド様が、原作以上に凄惨な結末を辿たどられてしまうという特大の悪夢だ。

　夢の始まりはいつも私とニシャが、人の形をしているが明らかに人ではない【黒い[image: もや]のかかった化物】としか形容できない異質な存在に殺されるところから始まる。

　家族同然と公言される私たちを失い、一人残されたロザリンド様は心が絶望の底へと落ちてしまう。

　そして原作どおり侍従長の手引きによって、敵国グスタフ王国がこのアルビオン王国に侵略戦争をしかけ、侍従長率いる穏健派貴族の裏切りによりあっけなくアルビオン王国は敗北してしまう。

　そこから先は原作にはない、最低最悪の、言葉にすることどころか、思うことすらも憚はばかられるような陰惨な物語が幕を開ける。

　新たな『薄はっ幸こうのロザリンド』が──

　爵位を剝奪され、投獄されたロザリンド様は【黒い靄もやの化け物】によって散々に凌りょう辱じょくされ、尊厳を踏みにじられ、その美しい深紅の瞳が濁りきってしまうまで蹂じゅう躙りんされ、最後は絞こう首しゅ刑けいとなってしまう。

　処刑台に立つ囚人服のロザリンド様……その瞳は絶望に沈み、そのお身体からだは傷と汚けがれと……そして刑が執行され……首を吊つられ、頸けい椎ついが嫌な音を立てて……首が……光を失った瞳が──

　そこでいつも私は目が覚め、生まれて初めて感じる、言い知れない不安、強迫観念にかられるのだ。




　創そう世せい暦れき一〇一二年・一月一日・王城・客室──

「どうだい、似合うかいラプター？」

　今日で御おん歳とし十二歳となられたロザリンド様は、すくすくと心身共に素晴らしくご成長なされており、背は五センチ伸び、瘦せすぎていた体も健康的に肉付かれた。

　そして今、明日から一月かけて行われる【新年祝賀大祭】に着用なされる白を基調としたドレスに身を包まれ、御お髪ぐしをクラウンブレイドに結われたロザリンド様は、天地が開かい闢びゃくするほどお美しかった。

「お……おおおお……おおおおおお……ッ！」

　私を構成する三十七兆二千億個の細胞の全てがそのお美しさに打ち震え、言葉が出ない。

「ふむ……唸うなりだすとはまさかの反応だ。なんだか初めて会ったときを思い出すね」

「確かに。けどロザリー、逆にこの唯一無二の反応こそマスターって感じじゃない？」

「ふふっ、それもそうだねニシャ」

　十四歳となり、ロザリンド様と同じく背が五センチ伸び、ほどよく肉付き、女性としても魅力的に成長し始めていたニシャが答える。

　二人は私を見ながら仲なか睦むつまじい姉妹のようにクスクスと微笑を浮かべている。その姿もなんと尊いのだろうか。これこそ私が欲ほっしたものだ。これまでも、そしてこれからも守り、欲し続けていくものだ。

「お、お美しゅうございますロザリンド様アアアア──!!」

　感動で動かなかった体を無理矢理動かし床へ五体投地しながらロザリンド様へドレスの感想を申し上げる。

「……おいおい、どうしたラプター？　突然うつ伏せになって……どこかで頭でも打ったのかい？」

「何言ってるのロザリー、マスターは元からこんなでしょ」

「そう言えばそうだね」

「おっしゃるとおりです!!」

　五体投地したままお答えする。

「びっくりするくらいの即答ですね」

「ほら、お前の気持ちは分かったから起き上がってくれ。ヴィラとニノも驚いているだろう」

　ロザリンド様のお言葉に、私の後ろに控えている二人の少女、侍女であるヴィラとニノが応える。

「いえ大丈夫っす！　ラプター様はいつもこうなんで！」

「……なれました」

　ニシャと同い年の十四歳、身長は百六十センチ、青い前髪を眉辺りで切ったツインテールの髪形で、大きな一重の三白眼に青い瞳を持ち、顎の線が細く鋭く尖とがった犬歯が特徴的なヴィラが最初に答え、その隣に立つまだ十一歳の、百三十五センチほどの小柄な身長に、薄い赤黄色の肌と黄緑髪のショートカット、パッチリした二重が特徴的で、年相応に幼く可か愛わいらしい容姿をしているニノが続けた。
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　二人はロザリンド様の侍女であると同時に、私が組織したベルクラント家諜ちょう報ほう部隊【猟犬】の副隊長補佐でもあった。

「ああ……女神……唯一神……ロザリンド様はどのような美称でも表現しきれないほどお美しい──」

「うん、トリップしだしたね。嬉うれしいけれどこれじゃ話ができないじゃないか。ニシャ」

「はいはい……マスター、失礼しますよ……ていっ！」

　ニシャが五体投地している私の後頭部にチョップを放った。痛くはないがその衝撃でトびかけていた意識が戻った。

「はっ!?　失礼いたしましたロザリンド様っ！　ロザリンド様のあまりのお美しさに意識がトびかけていましたっ！」

「うん、トびかけていたというよりトんでたけどね」

「トんでましたよマスター」

　起き上がった私に二人がそう反応する。

「まったく、もう一年以上も毎日一緒に過ごしているんだ、私のことなんていい加減見飽きただろう？」

「滅相もございません！　毎日、いえ、毎分、いえ、毎秒、ロザリンド様は見るごとにお美しくなられておりますれば、見飽きることなど一生ございません！」

「ありがとうラプター。だが、今回はこのドレスの感想を聞きたいんだ。これで祝賀大祭に出てもおかしくはないかい？」

「勿もち論ろんでございますロザリンド様っ！　そのドレスがロザリンド様の魅力をさらに引き立たせております！」

「私よりもモノがいいからね」

　冗談めかしたロザリンド様のお言葉に首を横に振る。

「いえ、ロザリンド様がお召しになるからこそそのドレスには価値があるのであって、ロザリンド様とは比ぶべくもございません。ロザリンド様から離れればそれはただの布切れでしかないのですから。いえ、ロザリンド様がお召しになった時点で、国宝……いえ、この世界の宝となったともいえますが」

「ふふっ、相変わらずだねラプター。そのトびっぷりを見ると安心するよ……。こう思ってしまう時点で、私も大分ラプターに毒されてしまったかな？」

「そうだねロザリー。けど、こうじゃなきゃマスターじゃないって私も思ってるから、ロザリーと同じだよ」

「ははっ！　流石さすがはラプター様！　そのぶっトびっぷり……がっ?!」

　ヴィラの言葉遣いの悪さに、ロザリンド様の横に立っていたニシャが瞬時にヴィラの横へ移動し尻をつねった。

「ヴィラ、言葉遣いが悪い」

「うっ、うす……失礼したっす……」

「……馬鹿ヴィラ」

「ああんっ?!　おいニノ、誰がバ……カっ?!」

　ニノの言葉に反応して怒りかけたヴィラの頰をニシャが引っ張る。

「ヴィ〜ラ〜？」

「ひゃぃ……ひゅみまへん……」

　猟犬の隊長はニシャであるが、ニシャはロザリンド様専属の侍女、それも侍女長であり同時に女中長でもある多忙な身のため、実質的な猟犬の隊長は現在ベルクラント本邸に目付として残してきた副隊長の【レキア】が担になっており、ヴィラとニノはその補佐役だ。

　このようにヴィラは口は悪く品行もガサツだが、戦闘の実力とロザリンド様や私への忠誠心は確かだ。ニノも忠誠心と戦闘能力は確かで、特に暗器の扱いに長たけており、幼いながらその実力は猟犬内でもニシャ、レキア、ヴィラに次ぐほどで、こと隠おん密みつ・暗殺能力に限れば猟犬内でもトップクラスであった。

　そのため今回の大祭中に私が行おうとしている計画のため、こうして王都に同伴させていた。

「ふふっ、ニシャはすっかり皆のお姉さんだな」

「ま、女中長だし侍女長だからね。それに使用人の恥はロザリーの恥になるからしっかりしなきゃ」

「気持ちは嬉しいけど、私は気にしないよ。私の評判なんて勝手に言わせておけばいい。だから、あまり厳しくし過ぎなくてもいいからね？」

　そのお言葉に私は激しく胸を打たれた。ロザリンド様が自分ではなく部下を気遣うそのお心に──

「ああ……なんとお優しいロザリンド様……いいか二人とも、ロザリンド様の寛大さに甘えるな。分かったな──？」

「はっ！」

「はいっ」

　私が本気の視線を送るとヴィラとニノは一瞬、怯おびえた表情を浮かべ姿勢を正した。

「ならばよし」

「さて、ドレスの試着はこれくらいでいいだろう。では私服に着替えたら今回の祝賀大祭の参加者のリストと、各人の対応法をおさらいしよう。ラプター用意しておいてくれ」

「かしこまりましたロザリンド様っ！」

　着替えのためドレスルームへニシャとともに戻られるロザリンド様をお見送りし、ヴィラとニノに振り返る。

「ヴィラ、ニノ、分かっていると思うが気を抜くな」

「「はっ!!」」

「ロザリンド様と私たちがパーティーに出ているあいだは、予定どおりリストアップした重要度の高い者から情報収集を。重要な情報が得られそうな場合は室内への侵入も許可する。裁量はお前たちに一任する」

「「はいマスター！」」

　通常の新年祝賀会は国王が主催し、ベルクラン有力諸侯全てが召集され、一月一日から一週間かけて祝宴を行い、皆でこの世界を創成した唯一神サク゠シャへ感謝を捧ささげるものだ。

　が、今年は八年に一度の新年祝賀「大祭」であるため、一月二日から始まり、一ヶ月もの間、毎日盛大な祝宴が王城・王都・王国内全てで行われるということになっている。

　そのため、『薄幸のロザリンド』設定資料集及びその他に載っていない者のパーソナルデータや、資料集に載っている者でも、私が原作改変を行ったことによる影響がどれほど現れているのか、それを探るには絶好の機会でもあった。

　惜しむらくはそのせいで、今日という、ロザリンド様が御生誕なされた日にロザリンド様とニシャの御生誕祭・誕生会が行えないことだ。

　勿論領内で盛大な前祝いをしたが、できれば今日も言葉だけではなく、王より割り当てられた一月過ごすことになるこの客室で盛大にお祝いをしたかったが、ロザリンド様とニシャの「恥ずかしいからやめて」との強い要望により断腸の思いで取りやめにした。

「ただいま。少し着替えに手間取ってね。待たせたかい？」

　ドレスルームから私服に着替えられたロザリンド様がお戻りになった。

「おかえりなさいませロザリンド様。いえいえ、まったく待っておりません。ですがそのお気遣いは嬉しく思います」

「本音は？」

「ロザリンド様と一秒会えないだけで、私にとっては千年の時間にも感じられるので、何十回か文明が滅びる体感時間でした」

「ははっ、それは壮大だ」

「どんな体感時間してるんですか……」

「勿論ニシャと会えなくてもそう思うぞ」

　微ほほ笑えまれるロザリンド様の横のニシャの頭を優しく撫なでた。

「……まぁ、壮大なことは、悪いことはないですからね」

「さて、じゃあラプター。おさらいを頼むよ」

「はっ！」

　ロザリンド様が着かれた机の上に、今回参加するアルビオン有力貴族たち一人一人のプロフィールと肖像画が書かれた資料の束、実に千枚をお置きする。

「ローワン公爵はその自尊心をくすぐるように、シグヴァルド大公はその容姿を褒める、それも独特な表現法で──」

「そのとおりでございます。ロザリンド様」

　資料を一枚一枚手に取りつつ、ロザリンド様は資料にある貴族たちの顔と名前や性格・嗜し好こうといったプロフィールに加え、さらにはどう接するか、どう立ち振る舞えばいい心証を抱かせられるかの全てをその驚異的な記憶力で覚えられたのだ。それもベルクラント候として、為政者としての勉強や政務を行う傍かたわらに──

　今はロザリンド様がおっしゃったとおり、おさらいをしているに過ぎない。そして夕食の休憩を挟みつつ、全ての資料を読み返す頃には日も沈んでいた。

「お見事でございますロザリンド様。私は最初十大貴族の顔と名前だけでも覚えていただければ……と、思っていたのですが、まさか今回参加される諸侯全員を覚えられるとは、このラプター、驚嘆の至りでございます」

「ふふん、そうだろう？　記憶力には自信があるからね。もっと褒ほめ称たたえてもいいんだよ？」

　ロザリンド様は自信のある表情を浮かべられ、腰に手を当てて胸を張られた。

「はっ！　ロザリンド様はそのお美しさだけではなく、聡そう明めいで賢明で公明正大！　領民を愛し、善政を敷き、貴族の義務を何よりも重んじ、日夜励み研けん鑽さんなされ、それでいて我等ら使用人に対しても平等にお優しく決して間違ったことをなされない！　あらゆる全てにおいて他に並ぶ者なき絶対的な女神でございます!!」

「ふふんっ！　よく分かっているねラプター！　流石は私の従者だ！」

　頰を朱に染めたロザリンド様は反り返るように胸を張り、鼻息を荒くやりきったといったような表情をなされた。

「まったく……マスターもマスターなら、ロザリーもロザリーだよ。でもお疲れ様ロザリー」

　ニシャがロザリンド様にホットミルクを差し出す。

「ありがとうニシャ。これを飲んだら湯浴みして寝ようかな。流石に疲れた」

「本当にお疲れ様でございます。ロザリンド様」

　ホットミルクを飲み干され、ニシャと共に浴場へと向かうロザリンド様をお見送りすると、丁度入れ違うように、この王国の宰相、国王の右腕ともいえるデイビッド・クロムウェルがやって来た。

「おお、ラプターか、丁度よかった。お前に話があったのじゃ」

「ロザリンド様にではなく私に、ですか？」

「ああ、少し内密な話でな」

「……かしこまりました。では中へどうぞ──」

　ヴィラとニノを外に出し、室内に案内しクロムウェルの対面に座る。

「それでお話とは……？」

「うむ、実はな……まだ確実な裏はとれていないのじゃが、ガラハッドの奴やつめ、ロザリンドの罪をでっち上げ、この大祭中に国王にその旨むねを告発するつもりらしい」

「なんと……」

　このアルビオン王国には国政を左右する二大派閥があり、一つが目の前のデイビッド・クロムウェル宰相率いる保守的・愛国的貴族たちで構成されている【強硬派】、もう一つはガラハッド・ウェルズリー侍従長率いる保身的・売国的貴族たちで構成される【穏健派】である。

　ロザリンド様が侯爵を務めるベルクラント家は先代まで穏健派に所属していたが、ロザリンド様の代となってからは強硬派に鞍くら替がえしていた。

　クロムウェルの報告に少なからず私は驚いた。何故なぜなら、この王城には私が放った密偵、さらには穏健派貴族幹部の中にも私の息のかかった者が数多くいるというのに、そのような重大な報告が一切なかったからだ。

「ワシもどれほどの内容かまでは分からんが、少なくともガラハッドのことじゃ、最低でも爵位剝奪、最悪処刑ということもありうる。告発書自体はもう完成しており、後は根回しだけとも聞くが、噂うわさの域を出ぬからなんとも言えん」

「…………」

　自身の能力を過信しているわけではないが、どれほど侍従長が内密にことを進めていたとしても、これほどのことが微み塵じんも私の耳に入らないのは不自然すぎる。

　私はそこで最近よく見るようになった悪夢が頭をよぎった──

「ここか……？　この大祭が悪夢の発端か……？」

　独りごつ、【黒い靄の化物】の正体は侍従長なのか？　そう考え込む私をクロムウェルが心配そうに見つめていた。

「ラプターよ、大丈夫か？」

「……はっ、しっ、失礼しました閣下」

「うむ、ロザリンドを心配する気持ちはよく分かる。ワシもできる限り力になろう。だからそこまで気を病むでないぞ」

「お気遣いありがとうございます閣下。ご心配をおかけして申し訳ありません」

　連日見る悪夢といい、この世界には私が今こうして作中転移していることといい、不可解なことが多い。もしかしたら、世界が原作である正史『薄幸のロザリンド』、つまりロザリンド様が不幸になるように、修正しようとしている。【黒い靄の化物】の正体はその修正しようとしている世界意思の擬人化と考えれば臆測も臆測に過ぎないが少しは合が点てんがいく。

「？　なんと言ったラプター？」

「いえ、なんでもありません」

　思わず呟つぶやいてしまった私に反応したクロムウェルへ首を横に振る。

「閣下、ご忠告ありがとうございました。このラプター、最大限警戒しつつ、侍従長の動向を注視していこうと思います」

「うむ、それがいいじゃろう。証拠もなく動くことはできんからな」

　部屋の外までクロムウェルを見送り、ヴィラとニノを伴い室内に戻る。

　予想外の事態と悪夢、これ以上後手に回ることは避けねばならない。多少のノイズや被害は考慮した上で早く手を打っておくにこしたことはないと判断する。

「話は聞こえていたな？　計画を早める。ヴィラ、今夜ロザリンド様がご就寝なされたらザビに会いに行く。準備をしておけ」

「分かりましたマスター……！」

　ヴィラは一瞬心底嫌そうな表情を浮かべ頷うなずいた。

「ニノは侍従長が隠し持っているであろう告発書を探し出し、盗んでくるのだ」

「……はいマスター」

　ニノはヴィラと対照的に、無表情ながらも私には分かるほどにはホッとした表情でそう答えた。

「ニノ、気を抜くな。むしろお前のほうが重い任務だ。分かっているな？」

「はい。私の命に代えても告発書を手に入れます。万が一見つかり捕まった際は、教わったとおり証拠が残らぬよう自決します」

「よろしい。では二人とも支度をしておけ──」

　この世界に来てから変わらぬものがある。それは、第一がロザリンド様、第二がニシャを幸せにさせ、その笑顔を守ること。そのためならどのような手も用い、受け入れられない運命ならば、たとえ世界や神が相手であろうとねじ伏せること──

　それが私だ──











一　最狂の猟犬・ザビ












　スラム街・最さい奥おう──

　アルビオン王国王都には二大ギャングと呼ばれる【ロゴス】と【サロメ】という非合法組織があった──

　その泣く子も黙る二大ギャングですら寄り付くことを嫌い、誰からも忌いみ嫌きらわれる場所、王国の最下層であるスラム街で、ロゴスとサロメをも脅おびやかす第三勢力となりうるギャング組織が誕生しようとしていた──

「まったく……ドブネズミみたいに往おう生じょう際ぎわの悪いヤツらだったね……ま、それはそれで楽しかったけど、これで終わりだよ──」

　袋ふくろ小路こうじに追い詰められた薄汚い男たちを見つつそう発したのは【猟犬】でありながら、その破綻した人間性のためにラプターに危険視され、一人だけ【王都のスラム街を統一しろ】という無茶な任務を命じられた【最狂の猟犬】である【ザビ】であった。

「くっ……!!　ザビッ!!　てめぇっ……!!」

　百六十センチほどの身長に茶髪のボブカット、目鼻立ちの整った中性的な顔立ちで、華きゃ奢しゃな体格も相まって、美少年にも美少女にも見える、十代前半の子供のような容姿をしている。

　パッチリとした大きな瞳の色はロザリンドと同じく深紅であるが、ロザリンドを美しい紅玉と喩たとえるなら、ザビは血の結晶のような濁りと闇を凝縮したような色といえた。

　その背後には二メートル近い長身に、深夜なのにサングラスをかけた革張りの黒ずくめの服を着た筋骨隆々の男、副官のアズを始めとした、ザビが組織したスラム街ギャング組織【プロフリゲート】の面々が背後に控えていた。

「殺せ。あ、ジャブスコはボクがやるから手を出すなよ」

　ジャブスコはスラム街で最も大きな組織【ブラックタロン】のボスであったが、ザビが組織したプロフリゲートによって散々に壊滅させられ、今や残すところ、この袋小路に追い詰められた六人が総勢となっていた。

「「「「はっ!!!!」」」」

「そんな簡単に俺を殺とれると思うんじゃ……」

　ジャブスコが言い終えるよりも早く、ザビが一瞬で距離を詰めると、得物であるマチェットを用いてその体の左鎖骨から左肺を縦に斬り割いていた。

「?!」

「さて……残りはどうやって殺そうか？」

　肺を切られたことによる出血と激痛にうめくジャブスコを尻目に、一人また一人とブラックタロン残党が拷問じみた殺し方をされているところへ、ローブを身にまとったヴィラがやってきた。

「うぇっ……！　相変わらずえげつねぇなお前……」

「ああん？」

　気配なく現れたヴィラへプロフリゲートの構成員たちが一斉に振り向き得物を向け、ザビが気け怠だるげに反応する。

「なんだヴィラか……何の用？」

「何の用って、アタシがお前に用なんて一つしかねぇだろうが」

「!!　もしかして……マスターっ!?」

　瞬間、今まで闇の広がる虚うつろだったザビの瞳にキラキラと光が差した。

「ああ、あちらでお待ちだ。待たせるんじゃねえぞ」

　ヴィラが背後にある廃屋を親指で指差す。

「当たり前だろ！　アズ！　そいつらの始末は任せる！　あと、絶対にあの中に誰も入れるなよ!!　入ってきたらボクが知る限り一番惨むごい方法で殺すから!!」

「かしこまりましたザビ様」

　喜び勇んだザビが廃屋へ入ると、中はランタンが灯ともされており、淡い光の陰影の中、ヴィラと同じく、顔が見えないほど目ま深ぶかなフードのローブを身に着け、左右の腰に一本ずつ直刀を佩はいたラプターが椅子に座っていた。

　ラプターはザビを見ると立ち上がってフードを外し、ゾッとするほど美しく、完璧と形容できるほど整った顔に柔和な笑みを浮かべると、ザビは迷わずその胸へ飛び込んだ。

「ラプター様ァァァァ────!!」

　抱きついてラプターの胸に顔をぐりぐりと擦なすり付けるザビを、ラプターは無言のまま優しく抱き返す。

「ああっ本物のラプター様だぁ！　ラプター様ラプター様ラプター様ぁ……!!」

「……久しいなザビ。十と月つきぶりか？」

　ラプターの言葉に抗議するようにザビがバッと顔を上げる。

「違うよラプター様！　十ヶ月十二日と十一時間……」

　微笑を浮かべ、ラプターはザビの言葉を遮るように口を開いた。
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「五十七分二十秒ぶりだ──」

「ラプター様!!」

　感激に色白な頰をチークを塗ったように紅潮させたザビは、さらに強くラプターに抱きつきその胸に顔を埋うずめる。

「すーはーすーはーすーはー!!　ラプター様の匂いラプター様の感触だああ……!!　生きててよかったぁ──!!」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべるザビが満足するまで好きにさせていたラプターは、一通り甘え終えて、今は椅子に座る自身の腿ももに頭を乗せ、頰擦りしているザビの頭を撫なでつつ口を開いた。

「任務は順調か？　ザビ」

「うんラプター様っ！　ボクね、たった今スラムを統一し終えたよ!!」

「そうか、偉いぞザビ」

「えへへへへ……」

　蕩とろけた笑みを浮かべるザビ。

　ラプターがザビと出会ったのは本当に偶然だった。

　猟犬の人員募集のため訪れたスラム街で、今にも死にかけていた、設定資料集にも載っていない名無しキャラネームレス。

　だが、ラプターはザビを一目見た瞬間理解した【これは化け物だ】と──

　だから救い、手て懐なずけた。

　ラプターの予想通り、ザビは全てにおいて誰よりも頭抜けていた。強さも、そして狂った倫理観も──

「ザビは私の期待どおりに動いてくれている。いい子だ」

「ラプター様ぁ……」

　頭を撫でつつラプターが言葉を続ける。

「では、次の段階へ移ろう。プロフリゲートの幹部をここへ呼んでくれ」

「はぁいラプター様ぁ」

　そうしてザビが召集をかけると、一時間も経たたぬ内にプロフリゲートの最高幹部たちが集まり、目深にフードを被かぶって顔を隠し椅子に座り、従者のようにザビを横に控えさせているラプターを怪け訝げんな表情で見つめていた。

「お前たち、前から言ってるけど、ボクはただの実行部隊長に過ぎない。プロフリゲートの本当のボスはこのお方、マスターだ」

　ザビがラプターを紹介すると、幹部たちは納得がいかないというような反応をする。

「ちょっと待ってくれザビ、このスラムを統一したのはアンタと俺たちだ！」

　反発するように声を上げたのは、プロフリゲート幹部の中でもアズの次に古参のホテップであった。

「確かに話は聞いていたが、俺らが血で血を洗ってるあいだコイツはなにをしてくれた?!　そもそも、やっとスラムを統一できたと思ったらコイツがそのアガリをかっさ──」

　言い切る前にラプターを指差したホテップの右手首がザビによって斬り飛ばされた。

「えっ……？　あっ、あああああ!!」

　失った手首を眺め、数秒してからホテップが悲鳴を上げる。

「気安くマスターを指差すなよクズがっ!!　ボクの躾しつけがなってないとマスターに思われるだろうが!!　それに、なぁ──っ!!」

「こっ?!」

　ホテップの喉にマチェットが突き刺される。それも、延髄へ達しないよう咽喉内で止める、長時間かけて苦痛を伴い死ぬように浅く。

「資金に武器、それに情報、全部提供してくれたのはマスターなんだよ。いつも言ってるだろう？」

　幹部たちはアズ以外、床に倒れ、左手と、手首が無くなり血が噴き出す右腕で喉を押さえながらパタパタと足を動かし血塗れになりながら窒息に喘あえぐホテップを憐あわれみ、同時に、先ほどまで生死を共にしていた最古参の戦友をなんの躊ちゅう躇ちょもなく殺害するザビの異常性に改めて恐怖した。

「……しかし、納得がいきません！　私はザビ様の強さに憧れて今まで共にしてきたのです！」「そうです！　我々は自分たちより弱い人間には従わない！」「強いものには絶対服従、それがプロフリゲート唯一の掟おきてだったじゃないですか！」「話には聞いていましたが、そのマスターがザビ様より強いとは到底思えません!!」

「お前等ら……」

　それでも命を懸けて抗議してくる部下たちを、何の躊躇ためらいもなく皆殺しにしようとマチェットを構えたザビを、今まで一言も発しなかったラプターが手で制した。

「下がれザビ」

「はぁいマスター」

　初めて発されたラプターの声、それも声色を変えた、腹に響く不気味で底知れなさを持つ低音に、幹部たちの背中にゾクリと冷たいものが走った。

「皆も、私がザビよりも強い。と、口で言われただけでは納得いくまい。では、私がザビより強いと証明できれば皆私に従うのだな？」

　無言のまま首を縦に振る幹部たち。

「いいだろう。ザビ、再会したら遊ぶ約束をしていたな？」

「うんっマスター！」

「遊ぼうか。本気で……な──」

「いいのっ?!」

　パッと笑顔を浮かべ目を輝かせるザビ。

「ああ、ご褒ほう美びだ。外に出よう」

「うんっ!!」

　ラプターとザビ、そしてプロフリゲート幹部たちが外に出ると、ザビがラプターへ向けて嬉き々きとしてマチェットを構えた。

「今日こそボクが勝つよマスター！」

「それは楽しみだ──」

　ラプターは右に佩いた直刀を右手で逆手持ちにして引き抜き、器用に指を動かしクルリと半回転させ順手持ちに構えた。

「ひゃっはぁ──!!」

　瞬間、ザビが一瞬にしてラプターへ間合いを詰め、高く跳躍しながら加減などというものの一切ない、命中すれば必殺となる両手持ちしたマチェットをラプターの脳天へ打ち込み──

「まだまだ甘いな──」

　その一撃をラプターがこともなげに片手持ちした直刀で受け止め、チカりと火花が迸ほとばしる。

　ザビは自分の一撃を受け止めたラプターの直刀へ力を込めてその背後へと宙返りし着地すると、素早く振り向きながら横よこ薙なぎをラプターの背中へ放つが、ラプターは振り向くことすらせず、右腕を上げ背中へ回した直刀の刀身で軽々と受け止める。

「あはっ!!　やっぱりマスターだ!!　背中に目があるのはマスターだけだよっ!!」

「隙だらけだぞ」

　今度は逆袈け裟さを狙ったザビの一撃を身をかがめるようにして振り返りながら躱かわしたラプターが、隙だらけのザビの胴体めがけて横薙ぎを放つ。

「あっぶなっ!!」

　ザビも上半身をかがめるようにしてその一撃を躱し、反撃の切り上げを軽々と受け止められ、二合、三合……十合と互いに牽けん制せい・誘い・必殺の一撃を打ち込みあい、暗いスラム街に剣けん戟げきの火花が幾重も走る──

「「「「────」」」」

　その光景にプロフリゲートの幹部たちは、滅多に動揺しないアズですら呆あっ気けに取られていた。

　自他共に認めるスラム街最強の【あのザビ】がまるで子供のようにあしらわれている。

　最初ラプターが「遊ぶ」と言ったとき、幹部の皆はヤラセの練習試合のようなものでザビがラプターに負けると思っていた。

　ザビから「ボクよりも強くて頭がいい」と、プロフリゲートの本当のボスであるマスターの存在自体は前から聞いていたが、誰も本気にはしていなかった。そして、実際に目まの当あたりにしても、こんな顔も分からない胡う乱ろんな男がザビより強いワケがない。そもそもザビより強い者などいるワケがない。と──

　だがそれはまったくの間違いであった。

　ザビは完全にラプターを殺そうとしており、対するラプターは言葉どおり、そのザビに付き合って遊んでいるのだ。

　本気のザビに対して、ラプターはどこまでも余裕な素振りを崩さない。ザビが放った斬撃がローブを掠かすめるも、あくまで掠めているだけであって、ラプターがザビの攻撃を見切り余裕で躱していることが傍はた目めにも分かるほど、彼我の実力差は離れ過ぎていた。

「ていっ!!」

「狙いが甘い」

「げはっ?!」

　マチェットだけではなく、体術も用いたザビの打撃や蹴襲をラプターは事も無げに躱し、逆にがら空きになったザビの胴へ前蹴りを打ちこむ。

　吹き飛んだザビは即座に立ち上がりながら片手にマチェットを構えラプターに突進する。

「これならどうっ!?」

　ザビは斬撃を放つ寸前、倒れた時左手に握った砂をラプターの顔面に目潰しとして投げた。が──

　ラプターはザビが搦からめ手てを使うときの僅かな癖、少しだけ開く瞳孔を瞬時に確認していた。

「読めている。もっと狙いを悟られないようにすることだな──」

　言いつつ、顔と体を半回転させ目潰しと刺突を躱すと、直刀の柄つかをカウンターの一撃としてザビの鳩尾みぞおちへ叩たたき込んだ。

「かっ……!?　げっ……はっ……!!」

　自身の突進の速度と相まって鳩尾深くめり込んだ一撃に、堪たまらずザビがマチェットを落とし、くの字に折れ曲がった体が地面に倒れる寸前にラプターが左手で抱きかかえた。

「今回はここまでとしよう」

「…………かはっ……流石さすがマスター……全然勝てないや……なんで、最後の一撃が……分かったの……？」

　その言葉にラプターは囁ささやくように優しく、蠱こ惑わく的に答えた。

「多くは言わせるな。私が……お前のことを誰よりもよく知っているから。だよ、ザビ──」

　ザビは感動したように、濁りきった血のような深紅の瞳を見開き、そして潤ませた。

「マスター……っ」

　勝負が決した瞬間、プロフリゲートの幹部たちは皆ラプターの前に跪ひざまずき──

「「「「忠誠を誓いますマスター──」」」」

　そう口を揃そろえた。

「うむ、その忠誠しかと受け取った。安心しろ。私はお前たちの上前をはねにきたのではない。これから忙しくなる。お前たちには大仕事をしてもらうことになるだろう。無論、その分の褒ほう賞しょうは約束する。そのためにここへ来たのだ」

　幹部たちは首こうべを垂れてラプターの言葉を受け入れる。

「ツツ……まったく、お前たちは本当にバカだね。当たり前の話だろ？　ボクが自分より弱い奴やつに仕えるワケないじゃん」

　ダメージが回復したザビがマチェットを納めながら幹部たちに冷笑を浴びせると、幹部たちは自らの不明を恥じるようにより深く頭を下げたのだった──











二　怨敵との邂かい逅こう












　アルビオン王国王都・王城・謁見の間──

「国王陛下、王妃陛下、王女殿下の御お成なり──！」

　近この衛え兵へいの言葉と共に盛大なファンファーレが鳴り響き、アルビオン貴族諸侯の前に近衛兵に守られながら、国王ジョン四世・王妃アビゲイル・王女マチルダが姿を現した。

「楽にせよ」

「「「「ありがとうございます陛下」」」」

　ジョン四世の言葉にアルビオン貴族たちが応える。

「まず初めに、無事に今年を迎えられたことを、皆でサク゠シャ様に感謝を捧ささげよう──」

　背筋を伸ばし指を組み、両親指の第二関節を額に当て少し上半身を反らせるように上を向く、サク゠シャ教における祈りの姿勢をジョン四世が行い、貴族たちもそれに続く。

「この世界を創り、我等人の子等を生みたまいし、いと貴き御おん主しゅよ、その御み名なの下に我等は生を育まん。御主への信仰と感謝を我等は片時も忘れず、個としてではなく、人という種として、終わらぬ存続を連綿と育み続けん。永遠の相の下に──」

「「「永遠の相の下に──」」」

　そして結びの言葉とともに一分ほどの祈りが終わるとジョン四世・王妃・王女が玉座へ座り、その順番のまま新年を祝う口上を長々と述べた。

「さて、堅苦しい挨拶はこれくらいにしよう。其方そなたらも早くパーティーを始めたいであろう？」

　王妃、そしてマチルダ王女の口上が終わると、そうジョン四世が軽口を叩たたき、貴族たちがクスクスと上品ぶった笑みを返す。

「だが、その前に一つ労ねぎらわねばならない者がおる。ロザリンド・ベルクラントよ、余の前へ」

「はい陛下」

　この場の並みいる着飾った令嬢たちでは毫ごうも及ばぬほどお美しいロザリンド様は、一切緊張している素振りも見せず、堂々と、そして優雅にジョン四世の前へと足を進められた。

「おお……美しい……日光病の者は初めて見たが、かくも美しいものなのか……」

　カーテシーをするロザリンド様にジョン四世が感嘆の声を上げ、貴族たちもごく一部は嫌けん悪おするような表情を浮かべている者もいるが、そのほとんどはそのお美しさに見み惚とれていた。

「ありがとうございます陛下。陛下から賜った格別の御計らい、このロザリンド、身命を懸け、陛下、そして王国に尽くす所存でございます」

「うむうむ、其方のような忠臣は二人とおらぬ。余は嬉うれしく思うぞ！」

　ロザリンド様のお言葉に気を良くしたジョン四世は玉座から立ち上がり、貴族たちを見回しながら声を上げた。

「知らぬ者はおらぬであろうが、一応皆に言っておく。この者はロザリンド・ベルクラント侯爵である。昨年、余を裏切り他国と内通した実の兄、ワイアット・ベルクラントを、自身も処刑されることを覚悟の上で、余に上奏をした真の忠臣である」

　ジョン四世はワイアットの乱の一件から、クロムウェル宰相の働きかけも相まって、ロザリンド様のことを非常に高く評価していた。

「ゆえに余はこの者を許し、ベルクラント侯爵とすることに決めた。ロザリンドは見てのとおり歳とし若く、日光病の身ではあるが、この場の誰にも勝るとも劣らぬ高潔な魂、精神を有している者である。ゆえに、余はこの者への不当な侮辱を認めぬ。罰することはせぬが、余の不興を買うということを覚えておくのだ」

「「「かしこまりました陛下──」」」

　貴族たちが一様に声を揃そろえて返事をすると、ジョン四世は満足したように頷うなずいて玉座に腰を下ろした。

「では話はこれで終わりだ。次は祝賀のパーティーを楽しむとしよう。ロザリンドよ、其方も初めてで勝手が分からぬであろうが、先達に手て解ほどきを受け楽しむがよい」

「はい陛下。格別の御計らい、このロザリンド光栄の極みでございます」

　ロザリンド様がまたカーテシーを行い、ジョン四世が謁見の間を後にすると、祝賀大祭の始まりを告げる会場であるダンスホールへ向け皆が移動する。

「流石さすがはロザリンド様、見事な受け答えでございました」

「マスターの言うとおりだよ。流石はロザリーだね」

「ありがとうラプター、ニシャ。でも、私はラプターが用意したとおりのことを言っただけだ、国王と変わらないさ」

　移動しつつ他の貴族たちに聞かれぬよう小声で話す。新年祝賀会及び大祭では招待された貴族は二人までの同伴者を許される。通常はその夫人と嫡男（もしくは長女）、といった構成であるが、信用できる親族衆がおられないロザリンド様は私とニシャを伴われていた。

「いいえ、ロザリンド様とジョン四世では決定的に違う点がいくつもございます」

「へぇ、それはなんだい？」

「お美しさ、優雅さ、気高さ、気品、知性、ジョン四世だけではなく、この場にいる大貴族たちの誰よりも、ロザリンド様がその全てにおいて勝っておいでです」

「ふふっ、よく言うよラプター。世辞が過ぎるんじゃないかい？」

「いいえロザリンド様。私はロザリンド様に世辞を言ったことは今まで一度もございません。全てありのままの事実、思ったことを素直に述べているのです」

「それが本当だからラプターは性質たちが悪いんだよ」

「まったく、いつになってもマスターのロザリー愛は止まりませんね」

「当たり前だ。深まりこそすれ、止まることなどありえん。無論、ニシャへの愛もだぞ」

「っ……！　急にそういうこと言わないでくださいっ……！　っ！　ロザリー、来るよシャンとして」

　ニシャが頰を赤らめつつも、背後から近づく者の気配を感じ取り、ロザリンド様を軽く肘で小突いた。

　私はいつでもロザリンド様のフォローをできるようにしつつ一歩控える。

　いくら入念に予習したとはいえ、練習と本番、訓練と実戦は違うもの。

　ロザリンド様が王都へ来たのも、クロムウェル以外の貴族と話すことも今日が初めて。さらに言えば、このように陰謀渦巻く暗く黒い世界を相手にするのも初めてでいらっしゃるからだ──

「失礼だが、ベルクラント侯、よろしいか？」

　ロザリンド様がニシャの合図に背筋と意識を切り替えられると、若手強硬派貴族三人が声をかけてきた。

　三人とも若く爵位こそ低いが、強硬派の中ではそれなりに名の知れた者たちであった。

　おそらく強硬派に鞍くら替がえしたばかりで知り合いのいないロザリンド様へ便宜を図るよう、クロムウェルが取り計らってくれたのだろう。

「勿もち論ろんですマーロウ伯爵、ご高名はかねがね伺っております。お話しできて光栄です」

「……驚いた、私のことを知っておられたのですか？」

　振り返ったロザリンド様の第一声に先頭にいたマーロウ伯爵は先制攻撃を鼻はな面づらに受けたように、そしてその衝撃が痛みではなく、感動に近いものであるような驚きの表情を浮かべる。

　マーロウが驚き感動するのも無理はない。いくらそれなりに名が知られているとはいえ、マーロウ伯爵は強硬派内の序列でもよく言って中の下、治める領土も爵位も十大貴族の一つであるベルクラント家とは比べ物にならないような中堅貴族であったからだ。

「勿論です。マーロウ伯爵は三年前のグスタフ王国からの挑発的な領土侵犯に対し、後ろのお二方、ポンソンビー男爵にピクトン子爵と共に兵を率い、侵犯兵を撃退しアルビオンの威を示した、まさに国士ではないですか」

　ロザリンド様のお言葉に三人は感激したように目を見開き、改めてロザリンド様を見直したように表情を変えた。

「ベルクラント侯、なにか困ったことがあれば、いつでもご相談ください。微力ながら、必ず私たちがお助けしましょう」

　マーロウの言葉にポンソンビーとピクトンも頷いて同意する。

「とてもありがたく思います。ご存じかと思いますが、私は生まれてからずっと地下牢ろうに監禁されており、地上に出てまだ一年足らずの世間知らずな小娘です。若年ということはいわずもがな、なにもかもが経験不足。伯爵、男爵、子爵たちのような、経験豊富な国士にそのようにおっしゃっていただけることは、このロザリンド大変光栄に思います」

　そう言ってロザリンド様は三人に頭を下げ、私とニシャも続くように深く頭を下げる。

「おっ、おやめくださいベルクラント侯、確かに歳は我等らが上とはいえ、侯爵が伯爵に頭を下げてはなりませぬ」

　マーロウたちが慌てるように頭を下げ続けているロザリンド様を制する。

「いいえ、マーロウ卿きょう。私が兄上の裏切りを奏上したとき、縛につき処刑されることを望んだ私に宰相閣下は頭を下げてまで思いとどまるよう説得してくださいました。このロザリンド、そのお姿に心打たれ、以来宰相閣下を鏡とし、貴族として不足があってはならぬよう修練を重ねて参りました。確かに爵位は私のほうが上ですが、それはあくまで生まれの問題。それを引けば、経験、年齢、実績、全てにおいてマーロウ卿、ポンソンビー卿、ピクトン卿、御三方のほうが私など比べ物にならないほどご立派です。ゆえに、この頭を下げることにいったい何を咎とがめることがありましょう？」

　ロザリンド様の返答に三人は感動したように目を見開かせ、聞き耳を立てていた他の貴族、穏健派は油断できない相手・厄介な相手が出現した、強硬派は素晴らしい同志・国士を得たというような表情を浮かべる。

　そして様子を覗うかがっていた他の強硬派貴族たちも話の輪に加わり始め、ロザリンド様は予習なされていたとおり、その全てに完璧とも言えるような返答、それも私が指示したものではない、ロザリンド様御自身の明めい晰せきな観察力・洞察力と頭脳、アドリブ力、そして社交力をもって皆の心を奪っていったのだ。

（素晴らしい立ち回りでございます。ロザリンド様──）

　黙って見守っていた私はロザリンド様のご返答やお振る舞いに、この場に居合わせた誰よりも感嘆し感激していた。

　なにかあればすぐに割って入ろうと思っていたが、その心配は杞き憂ゆうであった。ロザリンド様は完璧な、これ以上無いほどの人の心を摑つかむ振る舞いをなされたのだから──

　そして皆がホールに着きジョン四世上覧のもとパーティーが始まった。

　生の楽団の演奏に豪華な料理と酒、煌きらびやかなドレスに身を包み、自身の美しさを讃たたえさせるように扇情的な体勢や視線を向ける女たち、それに惹ひき付けられ、またそれを惹き付けようとする男たち、そしてその内外で繰り広げられる数々の権謀術数。

　音楽、色彩、陰謀、まさしく現実世界と同じく、私の知っている社交パーティーそのものであった。

「お見事な受け答えでございましたロザリンド様。このラプター、脱帽でございます」

「流石はロザリー、伊達だてに侯爵やってないね」

　友であると同時に、ロザリンド様のことを妹のように思っているニシャは、ホッと安心したようにそう言った。

「ふふっ、ありがとう二人とも。この大祭が終わるまで気は抜けないけど、その言葉だけで今までの予習が報われる思いだよ」

「マスターはまだしも、私なんて場違いなんてもんじゃないんだけど、ホントにいてもいいのかな？」

「当たり前だろう。むしろニシャがいないと私が寂しい。二人がいるから、私はみっともない姿を見せまいと頑張れるんだ」

「ロザリー……うん。そうだね。ロザリーに恥をかかせないように、私も私の務めをしっかり果たすよ」

「ああ、頼むよ」

　微笑を浮かべ合う二人に私は密ひそかに心打たれていた。

「ああ……なんと麗うるわしき光景なのだろうか……」

　そう話しているとまたファンファーレが鳴り、パーティーを二階席から上覧していたジョン四世に注目が集まると、その後ろからグスタフ王国第一王子、次期国王、カール・ヴォルフ王子が現れ、あえてゆっくりと歩くように歩を進め、その横に立った──

「!!」

　刹那、穏やかな気持ちだった私の意識・全身に、抑えきれないほどの言い難がたい感情が迸ほとばしった──

【殺意】と、簡単に形容できるようなものではない。メアリーにもエドワードにもワイアットに抱いた想おもいよりも勝る、憎ぞう悪おや殺意を超えたもっと上位的な感情である【何か】が私の全身を一瞬で支配する。

「ラプター……顔が怖いよ」

「マスターっ……！」

「はっ、しっ失礼しましたロザリンド様……すまないニシャ」

　今のロザリンド様のお言葉がなければ、ニシャが私の上着の裾を引っ張ってくれなければ、今にも我を忘れて奴やつを殺そうとするところであった。

　二人のおかげで我に返った私は、なんとか殺意以上の感情を堪えつつ、王とカール王子へ視線を向ける。

『薄はっ幸こうのロザリンド』本編では、グスタフ王国に敗北したアルビオン貴族たちは、侍従長含めたグスタフ王国へ味方した者すら悉ことごとくが処刑されるも、ロザリンド様はその不ふ憫びんで不幸な生い立ちから処刑は免まぬがれるも、王都のスラム街に捨てられその境遇を哀れんだニシャが助けた。

　そこへ、好奇心からお忍びで王都内を探索していた、アルビオンの統治を任されていたカール王子の目に留まり、ロザリンド様とニシャは二人とも保護され、王城に住まうことになる。

　ロザリンド様は家族や今まで受けてきた待遇のこともあり人間不信で、ニシャ以外誰も信用できなかったが、カール王子やニシャの優しさと献身的な介護により、徐々に人としての心を取り戻していき、日光病以外は普通の女中と変わりなく働くことができるようになるまで回復する。

　そしてロザリンド様とニシャはカールへ恋心を抱くようになった。

　が、そこへカール王子の政略結婚相手である婚約者、マルタン王国のベルリッカ王女がアルビオン王城へと訪れ、ニシャは身を引くも、ロザリンドは諦められないと、カール王子をめぐる三角関係に発展する──

　そして、カール王子がロザリンド、ベルリッカ、どちらを選ぶか？　どちらも選ぶか？　それが最終巻の内容であり、結果的に、あろうことかカール王子はロザリンド様ではなくベルリッカを選んだ。そうして自らの恋敗れたロザリンド様は「カール王子とニシャとベルリッカ王女の未来が幸福でありますように」という手紙を残して王城を去り「何で私は生まれてきたんだろう？」という言葉を残して崖へ身投げし、物語は終わる──

　それが私がカール王子を怨敵と、誰よりも何よりも怨うらみ敵対視する理由だ。ロザリンド様に希望を見せ恋心を抱かせておきながら、最終的にその純粋な想いを打ち砕き、ロザリンド様を自死へ追いやった。何百万回殺しても殺したりない男なのだ。

「皆、よく聞くのだ。本日の祝賀大祭に、隣国グスタフ王国よりカール王子が来賓として参ってくれた。これこそ、両国友好の証あかしである。中にはグスタフ王国が我が国へ侵略せんと企てている。などと邪推する者もおるであろうが、それならば、第一王位継承者である、大切な次期国王を使者として我が国に遣わすはずがなかろう。ゆえに皆、本日はカール王子も交えて両国の友好と融和、そしてサク゠シャ様への御感謝と今年度の平穏無事を祈り、パーティーを楽しもうではないか！」

　国王の言葉にガラハッドは計画通りといったような笑みを浮かべ、クロムウェルは苦々しい表情を、階下にいる貴族たちも穏健派と強硬派でそれぞれ派閥の筆頭と同じような表情を浮かべた。

「それではカール王子よ、ここにいる皆に何か言葉をいただけるかな？」

「はい陛下」

　そうしてジョン四世の前にカール王子が歩み出た。

「…………？」

　改めてカール王子を見ると、その違和感に気付く。

　歳はロザリンド様よりも三つ上で今年で十五歳になるカール王子、その身長は百六十五センチほどで、紫紺色の髪色に端整な甘い顔立ちをしており、キリリとした細い眉にまつ毛の長い二重に銀色の瞳、形のいい中高の鼻に、薄く広い唇と細い顎先、小生意気な思春期の美少年という容姿をしていた。が──

「銀……色……？」

　おかしい……設定ではカール王子の瞳の色は【アメジストを思わせる紫色】と表現されていたため、矛盾が生じている。

　どういうことだ？　私がこの世界に転移したこと、正史を改編したことによる歪ひずみが発生した……？　だとした場合ロザリンド様や私たちとどう関係してくる？

「違うな…………」

　頭を振って一度冷静になる。違う、そんなことはどうでもいいのだ。重要なのは、この物語は既に原作と大きくかけ離れている。正史とは違うルート筋書きを辿たどっているということだけだ。

　何もしないままでは悪夢が現実となり、ロザリンド様が処刑されるという最悪の結末が待っているとするのなら、その芽は全て摘み取るまでだ。カール王子の瞳の色も不測事項の一つとして記憶に留とどめて置く程度にしておこう。

「初めて見たよ。そんなに怖い顔をしたラプターは。鳥肌が止まらないよ」

「私もだよ。急にどうしたんですかマスター？」

　そういった私の考えはロザリンド様とニシャの言葉で遮られた。ロザリンド様はお美しい二の腕を私に見るように少し上げられると、確かにそのきめ細やかで滑らかな白いお肌は粟あわ立だっておられた。

「申し訳ございませんロザリンド様……それにニシャもな」

「まぁ、いつものラプターに戻ったから許す」

「そうだね」

「ありがとうございます。寛大なるロザリンド様。ニシャ」

　カール王子は今自身に命の危険が迫っていた（それも確実な死）ことなど露知らず、上階よりアルビオン貴族たちを試すような視線で一度ゆっくり見回し口を開いた。

「ただいまご紹介にあずかりました、グスタフ王国第一王子、カール・ヴォルフです。この度はアルビオン王国の熱烈な要望もあり、この場に参列させていただいた次第です」

　その恩着せがましい言葉に、強硬派貴族たちが忌いま々いましげな表情を浮かべ、中には舌打ちする者さえいた。

「本日は我がグスタフ王国とアルビオン王国、両王国の友好のた……め……？」

　だが、その視線がロザリンド様へ移った瞬間、カール王子の流りゅう暢ちょうだったスピーチが止まり、驚きょう愕がくとも言えるような驚いたような表情を浮かべた。

「…………」

　原作ではカール王子がロザリンド様と出会うのは今より四年後、グスタフ王国がアルビオン王国に戦争で勝った後のことであるが、そのときもロザリンド様を始めて見たカール王子は【一ひと目め惚ぼれに近い衝撃を覚えた】と記されてあったため、きっと今、カール王子はロザリンド様を認め、恋にでも落ちたのだろうと納得する。

「……失礼しました、両王国の友好のため、皆様方と関係を深められたら幸いと思う次第です」

　言い終え軽く頭を下げると穏健派は言わずもがな、強硬派も儀礼上拍手を返さぬワケにはいかぬため盛大な拍手が巻き起こった。

「それではカール王子よ、パーティーを十分に楽しまれるが良いい。しかし、まずは我が愛まな娘むすめ、マチルダと踊っていただきますぞ？」

「光栄です陛下」

　国王の言葉にカール王子が頭を下げ、マチルダ王女がその前へ歩み出た。

　王子と同じく百六十五センチほどの身長に、美しいブロンドの長髪で、前髪を中心で分けた髪形、肌は白く滑らか、柳のような細く美しい眉に、大きくクリクリとしたまつ毛の長い緑色の瞳、小鼻に可か愛わいらしい小さな唇、色白な肌に大きな胸をしている。

　資料集どおりならロザリンド様より五つ年上で今の時点で十七歳であるはずだ。

「さて、敵国の王子と王女のダンス、見ものだね。身長差はそこまでないかな？」

「カール王子が百六十五、マチルダ王女も同じというところでしょう」

「……お前は目測でそこまで分かるのかい？」

「はい。コンマ一単位までなら正確に測れます」

　実際、設定資料集にある二人の身長と私の目測に狂いはなかった。

「相変わらずの多才ぶりだ。誇らしいぞ我が従者」

「ありがとうございますロザリンド様」

「私はまだ誤差が＋－数センチはあるから、マスターには程遠いよ」

　ニシャの言葉にロザリンド様が首を傾かしげられる。

「十分にそれでも常人は超えていると思うんだが……？」

「ううん、最低でもセンチの壁は超えないとダメなんだよロザリー」

「……ニシャはあまりラプターを目指し過ぎないほうがいいよ？　向上心は大事だけど、人は人にしかなれないんだからね？」

「ふふっ、そうだねロザリー」

「ロザリンド様、私も一応は人でございますよ？」

「ラプターは人というよりもラプターというくくりに入るね」

「あ、それ分かる」

「「ふふふふっ」」

「……二人が楽しいのなら、私はそれで満足です」

　私たちが話していると、カール王子とマチルダ王女は吹き抜け階段から一階へ下り、貴族たちの視線を一身に受けながら、互いに微み塵じんも緊張しているそぶりも見せず、堂々たる様子でオーケストラが奏かなでる皇帝円舞曲と共に優雅にワルツを踊る。

　ダンスホールの燭しょく台だいのロウソクと巨大なシャンデリアの灯あかりが王女の耳飾りや首飾りといった宝飾品と、王子が身を包む軍服調のグスタフ式礼装の勲章やボタンや飾緒をキラキラと輝かせている。

　その間二人は会話を交わしているようで唇が動いている。

「一応聞いてみるが、二人がなにを喋しゃべっているのか分かるかいラプター？　ニシャ？」

「はいロザリンド様。このラプター読どく唇しん術じゅつを心得ておりますれば」

「私も一応はできるよ。マスターから教わってるから」

「いつも思うんだが……お前にできないことはないんじゃないか？」

　半ば呆あきれたようにロザリンド様が私を見上げられた。

「勿論ございます」

「ちなみにそれはなんだい？」

「ロザリンド様を悲しませること、でございます」

「っ……まったく、もういい。二人がどんな会話をしているか教えてくれ」

　ロザリンド様は嬉しさを隠すように続きを促された。

「はい。それでは二人の会話を述べさせていただきます。んっ、んんっ」

　咳せき払ばらいをし、喉の調整をする。

「ラプター、なにかしようとしているね？」

「ああ、声帯模写だよ。こればっかりはマスターにしかできないんだ」

「声帯模写……？」

「聞けば分かるよ。びっくりするから」

　ニシャが言い終えると同時に口を開く。

【思ったよりもお上手ですわね？】

【ありがとうございます王女殿下。グスタフ人は、戦いくさしか能がないと思われていましたか？】

【まぁ、ずい分なおっしゃりようですわ。私はそこまで差別的ではございませんわ】

【これは失礼しました殿下。私はどうにも、他国からグスタフ人は優雅を知らぬ無骨で野蛮な民族。と、思われていることが不満で仕方ないのです】

【それは殿下たちの行いにも非があるのではありませんこと？　侵略戦争ばかり行う国を文明国と見るほうが難しいのではなくて？】

【それは手厳しいご指摘です殿下。ですが歴史を見るに、文明と戦争は切っても切り離せぬ関係と言えましょう】

【なら、やはりグスタフのお人たちに問題があるのではなくって？　戦争をやめて、国内の道徳や礼儀作法の教育に力をお入れになりましたら？】

【残念ながら殿下、詩とダンスで国は潤いませぬのです】

【戦争でも潤いませんわ。たとえ利を得たとしても、その潤いは血と恨みに彩いろどられていますわ。ならば国民を教育によって啓けい蒙もうし、産業を興おこし、土台を固めるべきなのでは？　それこそこのアルビオンの歩む道、誰からも感謝され恨まれぬ王道ですわ】

【ふふっ、その弊害も、十分に殿下はご存じでありましょう？】

【戦をするくらいならば数百倍もマシですわ】

　二人の声真ま似ねをしているとロザリンド様が片手を挙げて止めろ、と遮られた。

「二人の会話よりも、お前の声真似に気を取られて仕方ないんだが」

「申し訳ございませんロザリンド様」

　微笑を浮かべるロザリンド様に私も微笑を返す。

「まったく、王子の声真似ならまだ分かるが、どうやったら王女の声を再現できるんだい？　まるで本人そのものだ」

「訓練あるのみ。で、ございます」

「ウソだよロザリー。いくら訓練したってこんなことできないからね」

「酷ひどいぞニシャ、現に私はできているだろう」

「それはマスターだからですっ！」

　私たちのやり取りにロザリンド様は微笑を浮かべられた。

「普通はそうだよ。まったく……ふふっ、ラプターは宮廷道化師よりよほど器用で愉快だね」

「ありがとうございますロザリンド様」

　ロザリンド様へ頭を下げると、クロムウェルがこちらへ向かってやって来た。











三　落ちる王女












「ロザリンド！　それにラプターとその妹よ！　久しいな、健勝であったか？」

「はい閣下。全ては陛下と閣下のおかげでございます」

　ロザリンド様はクロムウェルに頭を下げ、私とニシャも無言で頭を下げる。

　ロザリンド様とニシャがクロムウェルと直接会うのは一年ぶりであるが、頻繁に書簡を交していたため、互いの近況は把握していた。

「そうか、それはなによりじゃ。手紙で大体のことは分かっておったが、実際に会ってみるとやはり違うものじゃな。少し背が伸びたか？」

「はい閣下、五センチほど背が伸びました」

「はっはっはっ！　そうか、ならばよく食べもっと成長するが良いい！　其方そなたはそのままでも十分に見み目め麗うるわしいが、大人に成長すればもっと、誰もが言葉を失うほど美しくなるであろう！」

　そう言ってクロムウェルは豪快に笑った。

「ありがとうございます閣下。なればこそ、閣下もご健勝でいてくださいませ。私が大人になる前に御身になにかあれば、きっと悔いが残ることになりますよ？」

「ふっ、はっはっはっ！　これは一本取られたわ！　そうじゃな！　ワシも其方の成長した姿を見るまで死ぬワケにもいかぬし、失脚するワケにもいかぬなっ！」

「はい閣下」

　そしてロザリンド様はクロムウェルの瞳を上目遣いにじっと見つめられた。

「……閣下、社交辞令ではありませんからね？　失礼を承知で申せば、私は閣下のことを、実の父のように思っているのです」

　その言葉にクロムウェルは心打たれたように真顔になる。

「……ロザリンドよ、嬉うれしく思うぞ。先程若手共が其方を絶賛しておったが、確かにそうじゃ。出会ったときからそうであったが、其方は本当に歳とし不相応なほど成熟しておる。無論、いい意味で、の。この老骨が胸打たれるとは、思いもよらなんだわ」

「ありがとうございます閣下。私は世辞や社交辞令は不得意なので、今申し上げたことは全て本心でございます」

　真まっ直すぐなロザリンド様の瞳を見てクロムウェルは感慨深げに頷うなずき、目に祖父が孫に向けるような色を浮かべた。

「うむ……ありがとうロザリンドよ。実はの……ここに来たのは一つ、お主に頼みたいことがあったからじゃ」

「なんでございましょう閣下？」

「見てのとおり、招いてもない者が来おってな……その者が其方と一曲、是非ともダンスがしたいと所望しておるのじゃ」

「…………」

　早速しかけてきたか……と、激情を抑えていると、察したニシャがまた私の上着の裾を軽く抓つまんだので、ニシャへ少しだけ顔を向け「大丈夫だ」と軽く頷いた。

「閣下のお頼みとあれば断るわけにはいきません。喜んで引き受けましょう」

「おおっ、そうか、すまぬなロザリンドよ」

「ですが、驚きました。グスタフ王国がわざわざ使者とはいえ、国家にとって国王に次ぐ重要な存在を、いわば敵国に派遣してくるとは……」

「ふん、ガラハッドの手引きもあるじゃろうが、それだけこのアルビオン王国が舐なめられている、ということじゃよ」

　ロザリンド様の疑問にクロムウェルは心底不快そうに鼻をならし、手に持っていた、グラスを一息に呷あおった。

「これでまた売国奴共が活気づくわい。とはいえ、無下にするわけにもいかぬのもまた事実。まったく歯は痒がゆいわい」

　顔を顰しかめるクロムウェルにロザリンド様は微笑を浮かべられた。

「おっしゃるとおりです閣下。現状、侍従長の思惑通りにことが進んでいるのなら、せめて王子の要望に応えるのは我々といこうではありませんか。向こうが望んでくれるというのなら渡りに船、喜んでダンスのパートナーにならせていただきましょう」

「うむ……すまぬなロザリンドよ」

　そう言ってクロムウェルは巨体を引きずるように控え室へ戻って行った。

「……ラプター、どうした？　さっきからお前らしくないじゃないか」

「そうですよマスター。あの王子と何か因縁でもあるんですか……？」

　ロザリンド様とニシャが心配そうに私を見る。

「申し訳ありませんロザリンド様。ニシャ。カール王子には私し怨えんがあるため、どうにも感情が抑えきれないのです」

　ロザリンド様とニシャに必要最低限以上噓うそをつくことはしたくないため正直に答える。

「へぇ……珍しいね。ラプターがそこまで感情を露あらわにするなんて」

「珍しいなんてどころじゃないよ。普段のマスターならありえないくらいだよ」

「そんなにかい？」

「うん。ロザリーへのマスターの愛を、純度そのまま全部憎ぞう悪おに変換した感じ」

「それは……ヤバいね」

　ニシャの的を射た表現に、思わず俗語がでるほど驚かれるロザリンド様。

「ニシャの言うとおりです。私はこの世界でカール王子だけは、ワイアットやメアリー、エドワード以上に、絶対に赦ゆるすことができない存在なのです」

『薄はっ幸こうのロザリンド』原作でロザリンド様を助け、恋心を抱かせながら最終的に他の女を選び、結果としてロザリンド様を自死させてしまうカール王子を憎むことはあれ、好くことなど天地がひっくり返ってもありえない。私は私であり続ける限り奴やつを心底憎悪し続ける。

「それほどかい……？」

「はい。恨み骨髄に徹し、何度殺しても殺し足りないほどには」

「……王子ヤベェですね。これほどマスターを怒らせたヤツは見たことないですよ」

「ちなみにだが、実際に会ったことは？」

「ありません」

　私の返答にロザリンド様は小さく微ほほ笑えまれ、ニシャは肩を竦すくめた。

「ふふっ、いつものそれか……だが、なるほど。なら、私にとっても奴は敵だ。油断しないでいこう」

「そうだね。なんだか私もアイツ嫌な感じがするし」

「ロザリンド様……お気持ちはありがたくございますが、私のことよりも、どうか御自身のお気持ちを大事になさってくださいませ。無論、ニシャもだ」

　私はなにがあろうとロザリンド様のお気持ちを第一に、ニシャの気持ちを第二にする。

　この世界でもロザリンド様やニシャがカール王子に恋心を抱くのならば、どのような手を使おうとも、原作の恋敵であるカール王子の政略結婚相手、マルタン王国の王女ベルリッカを殺してでもその恋を実らせてみせる。それが私の覚悟であり、信念だ。

「ふん……？　まぁ、お前が言うのなら、一旦色眼鏡はかけずに接してみるとしよう」

「はい。それでこそロザリンド様でございます」

　──

　────

　──────

　ラプターたちが話しているころ、マチルダ王女がカール王子へ挑発的な微笑を浮かべていた。

「アナタのお考えなら手に取るように分かりますわ。私も侮辱されたものですわね？」

「……どういうことです殿下？」

「アナタは私と踊りながら、他の女に気を取られている。違いまして？」

　その言葉にカール王子は一瞬だけ目を見開くと微笑を返した。

「失礼いたしました。確かにそのとおりです。よくお分かりになられましたね？」

「……一つお聞きしてもよろしくて？」

「なんでしょうか？」

「随分とダンスがお下手ですのね。まるで王子とは思えないほど。アナタ、その様で他のレディーをダンスに誘うつもりでして？」

　マチルダの言葉にカールの銀色の瞳に怒りが走ったが、カールはその怒りをなんとか吞み込んだ。

「……これは厳しいご指摘ですね」

「堪こらえ性しょうのない荒いご気性もお見受けしますわ。それではレディーには嫌われてしまいましてよ？」

「ご忠告どうも。ですが、この顔のおかげでそのようなことにはならないのです」

「生まれ持ったものをただ享受し続けるだけでは、いずれ足を掬すくわれましてよ？」

「そのようなことはないとは思いますが、覚えておきましょう」

「ふふっ……そうですわね、さて……もう曲も終わりましたわ。それではお互いに目的を果たしに行こうではありませんか？」

「そうですね」

　──

　────

　──────

　そうして二人が踊り終えると盛大な拍手がパーティー会場を包んだ。

　その拍手を受けたまま二人がロザリンド様と私へ向かって真っ直ぐに進んでくる。

「カール王子は分かるが……何故なぜ王女殿下まで？」

「…………恐らく私に用があるのでしょう」

　その証拠に、目が合ったマチルダ王女は私に含みのある笑みを返した。

「……ラプター。お前は私の従者なんだからね。それを忘れるんじゃないよ」

「勿もち論ろんでございますロザリンド様。私は今までも、そしてこれからも、ロザリンド様とニシャ以外眼中にございません」

「ふふっ、不敬なやつだ」

「二人とも、気を付けてね」

　ロザリンド様の前に立ったカール王子は、胸に手を当てもう片方の腕を横に伸ばし頭を下げる洋式礼、ボウ・アンド・スクレープをしつつ口を開いた。

「お初にお目にかかります。グスタフ王国第一王子、カール・ヴォルフと申します。貴女あなたの美しさに一ひと目め惚ぼれいたしました。よろしければ、私と一曲踊っていただけませんか？」

　カール王子の行動と発言に貴族たちのどよめきが走る。特に侍従長始めとした穏健派貴族は計算外といったように目を白黒させていた。

　そして私も「一目惚れ」という言葉に、すぐにでもその喉仏を素手で抉えぐり取ってやりたくなるほどの殺意が芽生えたが、なんとかおもてに出さぬよう抑えた。

「ベルクラント侯爵、ロザリンド・ベルクラントと申します。喜んでお相手させていただきます」

　カール王子の差し出した手を摑つかんで、踊るため前に歩を進めるロザリンド様をお見送りすると、マチルダが私を見て口を開いた。

「さて、ラプター。私と一曲よろしいかしら？」

　マチルダ王女の言葉にまた貴族たちがどよめく。

「……私のことをご存じなのですか殿下？」

「勿論ですわ。一年前、アナタが三つの密書を携えこの城を訪れた日、女中たちの間で絶世の美丈夫がいる。と、城内が騒然となった程ですわ。今回も数多くの女中や令嬢たちがアナタを見てますわ。お気付きでしょう？」

「はい殿下」

「ふふっ、素直なんですのね」

「謙遜も過ぎれば傲慢となりますので」

「いいですわね、ますます興味が出ましたわ。答えをお聞きしても？」

　クスクスと妖よう艶えんな笑みを浮かべるマチルダ。

　三つの密書、とわざわざ言ったということは、マチルダ王女は私に政治的な事情による興味が私にありそのために話したいことがある。ということだろう。

「大変光栄ですが、私のような一介の家令が王女殿下とダンスなど、分不相応にもほどがあるかと」

「ふふっ、心にもないことを言いますわね。今言ったばかりではありませんか、謙遜も過ぎれば傲慢になる。と……もしかして、傲慢なアナタは私に恥をかかせる気ですの？」

「いえ殿下、大変光栄にございます。このラプター、是非とも殿下のお相手をさせていただきたく思います」

「ええ、それで良いのですラプター。さぁ、参りましょう。エスコートしてくださいませ」

「はい殿下」

　マチルダの手を取ってロザリンド様とカール王子が優雅に踊っているダンスホールの中心へ足を進める。

「では、失礼して」

　マチルダ王女の腰に手を回してワルツを踊りはじめる。

「お上手ですわねラプター。やはり慣れていますのね」

「いいえ殿下、緊張で殿下の足を踏んでしまわないか心配です」

「ふふっ……ウソばっかり。まったく緊張していないのですわね。仮にも私は王女ですのよ？」

　そう言って微笑むマチルダ王女は歳相応の少女のようであった。

　設定資料集にも【自由奔放に振る舞っているように見えるが、王女としての義務・責務を誰よりも重く受け止めている。父であるジョン四世とは比べ物にならないほどの才媛】と記されており、穏健派ひいては侍従長ガラハッドを危惧しており、その対抗馬である強硬派筆頭クロムウェル宰相の支持者という立場をとっている。

　さらには【実は甘えたい性格だが立場上隠している】とあるとおり、その笑顔の底にある、誰か頼りになる相手に組み敷かれたい、強い者に庇ひ護ごされたい、という庇護欲が見て取れた。

「私はロザリンド様以外は、なんとも思っておりませんので」

　ならば、その思い、心情を利用してロザリンド様のための手駒になってもらおう──

「まぁ、酷ひどいお言葉ですわ」

「だが……」

　マチルダ王女の腰に回した手に力を少し込め、その瞳を真っ直ぐに見つめ──

「キミがロザリンド様のためになる存在になるのなら、私がキミを守ってあげよう──」

　そう囁ささやいた。

「っ…………」

　私の言葉にマチルダ王女は心打たれたように足を止めた。

「しっ、失礼しましたわ、踊りませんと……えっ？」

　踊りを続けようとするマチルダ王女の腰に回した手に、その大きな胸が私の胸に潰れるほど密着させるよう力を込める。

　急に踊りを止めた私たちを見て貴族たちも何事かとざわつき始める。

「い、いけませんわラプター。諸侯たちがざわついていますわ……」

「かまいませんよ、殿下……いや、マチルダ──」

　口では嫌がっているが、体はまったく抵抗しようとしていないマチルダの瞳を、上からその心の内まで見透かすように、微笑と共に射貫くよう見つめ、あえて名前を読んだ。

「っ………」

　その瞬間、マチルダ王女の瞳が蕩とろけ、私を利用しようとしていた表情から、女の顔に変化する。

「ぶっ、無礼ですわよ……っ」

「これは異なことを、御身が望むことをすることが何故無礼になるのです？」

「わっ……私が望むこと？」

「守られたいのでしょう？　こうして強く抱かれたいのでしょう？　強い者に。絶対の強者に、自身を脅おびやかす全てから守ってもらいたい。違いますか？」

「なっ……ぶっ無礼者めっ……！」

　キッと目を怒らせて私を睨にらんだマチルダであったが、その表情は見せ掛けで、潤む瞳こそがその本心だと理解する。

「なら、おやめしましょうか？」

「……っ、ずっ、ずるいですわ──」

　力を緩め離れようとすると今度はマチルダが離さないといったように私に回した手に力を込めた。

「ふふっ、では、続きを」

　二人でまたワルツを踊り出す。

「……デイビッドは頼りにはなりますが、実直過ぎて謀はかりごとには向きませんの。ガラハッドの独壇場ですわ」

　観念したようにマチルダが独白するように本音を口にした。

「私は違うと？」

「ガラハッドに手も足も出させなかったお方が、陰謀家ではないと？」

「確かに、そうかもしれませんね」

「ですが……正直、先ほどまではそう思っていましたが……今は、得体の知れない怖ろしい何かだと思っていますわ」

「ふふっ、そうですか」

　本来ならマチルダは原作では四年後に起こるグスタフ王国との戦争の敗北により、ジョン四世諸もろ共とも処刑されてしまうことになるのだが、場合によっては生かしてもいいかもしれない。

「ワイアットを守ろうとするガラハッドを完璧に打ち負かしたあの時、尋常ではないとは思っていましたが……ここまでとは思いませんでしたわ……」

「そう……あの時、キミはあの場にいたんだね？」

　すっかりしおらしくなったマチルダが小さく頷く。

「はい……玉座の控え室で、貴方あなたと父王、ガラハッド、デイビッドのやりとりを密ひそかに見聞きしていたのです、貴方は実に見事でしたわ……」

　すっかり私の虜とりことなったマチルダは、恋する少女の瞳で私を見つめている。どうやらこの王女は使い道がある。どのような展開になろうとも生かしておくべきだろう。そう心の中で方針を決めた。

「ありがとうマチルダ、嬉しいよ」

「くっ、悔しいですわ……私をそこらにいる十じっ把ぱ一ひと絡からげの女とお思いにならないでくださいませっ」

「勿論だよマチルダ。キミは特別だ。じゃなきゃ、私は端はなからダンスの誘いを受けなかった。王女だからじゃない。一人の女性として、キミがとても魅力的だったからだよ──」

「…………ラプター──」

「約束しよう。今後、なにがあろうと、キミを守ってあげよう。だからキミも、私……いや、ロザリンド様にできうる限りのことをするんだ……分かったかい？」

　真っ直ぐにマチルダの瞳を見つめる。

「はい……わかりましたわ──」

「良い子だ、マチルダ──」

　私はそう言ってマチルダの頰に優しく口付けをした。遠巻きに見ていた令嬢たちがキャーと黄色い声を上げる。当人のマチルダは瞳を潤ませ頰を上気させて私を見ている。

「も……もし、私が王女でなくなっても、守ってくださるんですの？」

「ああ、キミがロザリンド様のためにあろうとする限り、私はキミを絶対に見捨てない。分かったかい？」

「はい、ラプター……様──」

　マチルダが完全私の虜となり、ダンスが終わった──











四　鷲わしと猟犬












「……お帰りなさい、ロザリンド様、ラプター様、ニシャ女中長」

「お帰りなさいっす、ロザリンド様、ラプター様、ニシャ女中長」

　パーティーを終え、湯浴みを終え客室に戻った私たちをヴィラとニノが迎えた。

「ロザリンド様、さぞやお疲れになられたことでございましょう……」

「あぁ……本当に疲れたよ……」

　ロザリンド様は私の言葉に頷うなずくやいなや、ふらふらとソファーに腰掛け、背もたれに身を預けながら顔を上げ天井へ視線を向けられた。

「はぁ……これが一月も続くなんて思うと悪夢だね……」

「ご愁傷様ロザリー。でも、初日からすごかったじゃない。抜群の立ち回りだったと思うよ」

「ニシャの言うとおりです。まさしく非の打ち所が微み塵じんもない完璧なお振る舞いでございました！　貴族たちも派閥を越え、ロザリンド様のお美しさと気品と気高さとご聡そう明めいさに皆胸打たれておりました！」

「ふふっ、ありがとう二人とも」

　ロザリンド様は両腕を上げ大きく伸びをされた。

「うーんっ。正直どうなるか心配だったけど、人間、やればどうにかなるものだね」

「全てはロザリンド様のご努力とご才覚の賜たま物ものでございます。余人では到底真ま似ねできぬお振る舞いでございました」

「ありがとうラプター。けど……お前も隅に置けないじゃないか」

　ロザリンド様がジト目を私に向けられた。

「？　と、おっしゃいますと？」

「私が敵国の王子なんていう踊りたくもない相手と踊らされているあいだ、その横で、ずいぶん楽しそうに王女殿下をたらし込んでいたじゃないか」

「……流石さすがはラプター様です」

「ははっ！　やっぱすげぇわラプター様は！　姫様すら簡単に落とすなんて[image: な゛][image: ア゛]ッ!?」

　汚い言葉使いをしたヴィラの尻をすかさずニシャがつねった。

「口が悪いですよヴィラ」

「す……すいませんでした……」

「す・み・ま・せ・ん！」

　今度はヴィラの両頰を引っ張りながらニシャが教育を施す。

「ひゃい……ひゅみまひぇんでふぃふぁ……」

「それにしてもマスター、よくあんな短時間で姫様を落とせましたね」

　ヴィラの頰から手を離したニシャが感心したようにこちらを向く。

「本当だよ。完全に女の目をしていた。それに、頰に口付けまでしてたしね」

　言いつつロザリンド様は不満げなムスッとした表情をお浮かべになる。

「はいロザリンド様。これで元々強硬派の庇ひ護ご者であったマチルダ王女は、今や完全にロザリンド様の【個人的な味方】となりました。いざというときに役に立ってもらえるでしょう」

　私の目を見て噓うそを言ってないとご理解されたロザリンド様は、ニシャに差し出された大粒のマスカットを口にされた。

「んぐんぐ、酷ひどい男だねラプター。お前に愛はないのかい？」

「勿もち論ろんございます。私はロザリンド様、そしてニシャを愛しておりますれば」

「えー？　アタシは？　アタシはラプター様？」

「……私も」

「ふふっ」

　私は答えず、微笑を浮かべ、不満を漏らすヴィラとニノの頭を撫なでた。無論、この二人を愛してなどいない。

「……どうやって姫様を落としたんです？」

「あ、アタシもそれ気になったっす」

「なに、そんなに難しいことじゃない。人は第一印象がほとんどだからな。だからこそ、何を仕掛けるにも初めが一番効果的なんだ。それに、今回に関しては意図せぬところで、前回侍従長とやりあったことが布石となってより効果的だった。それよりもロザリンド様、一つ気になっていることがあるのですが──」

　そうだ、私のことなどどうでもいい。

　今の最重要事項は、ロザリンド様がカール王子の誘いを受け、ダンスを踊っていたとき、どのような思いであったのか？　ただ一つだけだ。

「うん？　なんだいラプター？」

　ロザリンド様はソファーの肘掛けに体を傾けながらヴィラから受け取ったブドウの果実水を呷あおりつつ私を見られた。

「カール王子とダンスをして、何か感じられましたか？　向こうはなにやら一ひと目め惚ぼれ、などとほざいておりましたが」

「よくある世辞だろう。真に受けてどうするんだい。それに、あの国だと日光病の者の扱いが、神の使いだと考えられているらしいじゃないか。だからあの王子も、信仰深そうには見えなかったけど、神の使いにあやかろうとしただけじゃないのかな？」

　ロザリンド様はそう面倒くさげにお答えになられた。

　だが私が聞きたかったものはそのような言葉ではない。カール王子と互いの息が触れ合うほどの距離で密着して、なにを見、感じ、思われたかだ。

「ロザリンド様、重ねてお聞きしますが、カール王子と踊ったとき、ロザリンド様がどう思い感じたか、そのときの心情をお聞かせ願えれば幸いでございます」

「……やけに押してくるじゃないかいラプター、そんなに私の事が気になるのかい？」

　私がカール王子に嫉妬していると思っておられるのだろう、ロザリンド様が優越感のような、嬉うれしそうな微笑をお浮かべになる。

「はい。私がロザリンド様のことで気にならないことなど、一つもございません」

　満足そうに頷かれたロザリンド様は、暫しばし真面目に考える素振りをなされ、私を見られた。

「……ああ、確かに、不思議な感じがしたよ」

　複雑な表情を浮かべられながら、ロザリンド様はそうお答えになった。

「それはどのようなものかお聞きしても……？」

「勿論だ。そうだね……正直言って、言葉にできないが嫌な感じがした……」

「ロザリーも？」

　ニシャが私もと言ったような反応をする。

「嫌な感じ……？　それにニシャもか？」

　原作だと二人とも初対面のカール王子に対して、多少なりとも好意的な感情を抱いていたはずだが、私というイレギュラーと一年以上も過ごしたことで、感性に変化があったのだろうか？

「はい……あの場でも言いましたが、私は直感的に嫌けん悪お感のようなものを感じました」

「私も、ラプターに言われたとおり余計なバイアスがかからないよう接してみたんだ。確かに王子は顔も良いいし、私に好意的だった……けど……なんだか嫌な感じがしたんだ」

「では、慕情や親近感を覚えるようなことはありませんでしたか？」

　うんざりしたご様子でロザリンド様は首を横に振られた。

「王子には悪いが微塵も、だ。そもそもラプターには私があの王子に恋しているように見えたのかい？」

「いいえ、見えませんでした」

　ロザリンド様のおっしゃるとおり、ダンスをする二人を横目で観察していたが、カール王子は本気であったのに対し、ロザリンド様は終始社交的に接されていた。

「そんなに私が取られてしまうことが心配だったのかい？　それとも先に言っていたように、あの王子がそこまで嫌いなのかい？」

「……両方です。あのカール・ヴォルフという男は軽薄で意志薄弱。人を簡単に裏切るような男、絶対に信用してはなりません。重ねて、私にとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵なのです。実際に会ったのは今日が初めてですが──」

　自身でも無意識の内に発されていた殺意と怒気に、四人が息を吞んだ。

「……ここまでラプター様を怒らせるなんて、きっととんでもねぇ野郎なんすね……」

「……逆に憐あわれに思う」

「マスター……」

「お前がそこまで感情を露あらわにするのは、兄上の件以来だね。だが、それでもお前はもし私がカール王子へ懸け想そうしたら、応援してくれるというんだね？」

「……はい。ロザリンド様の幸せのためなら、この私の個人的な感情など取るに足らない些さ末まつ事じでございますので」

「まったく……ふふっ、こっちへ来て跪ひざまずくんだラプター」

「はい、ロザリンド様」

　ソファーに横たわっておられるロザリンド様の前に跪くと、ロザリンド様はヴィラから受け取ったマスカットを一粒手に取られ──

「口を開けろ」

「はい」

　それを私の口の中に優しく入れてくださった。爽やかなマスカットの風味と僅かな酸味を伴った甘味が口中に広がる。

「ラプター、私の愛いとしい従者。お前の心遣い嬉しく思う。これはその褒ほう美びだよ」

「…………恐悦至極でございます」

　嚥えん下かしお礼を述べると、満足なされたようにロザリンド様は微ほほ笑えまれると、ソファーから立ち上がられた。

「さて、もう夜も深い、休むとしよう。ラプター、ニシャ、眠るまでのあいだ話し相手になってくれ」

「うんロザリー」

「かしこまりましたロザリンド様」

「……お休みなさいませロザリンド様」

「お休みなさいっすロザリンド様」

　寝室に入ると、心底疲れたといったようにロザリンド様はベッドの上に横たわられた。

「お疲れ様ロザリー。今日は本当に大活躍だったね」

「ニシャの言うとおりです。味方は増え、敵は減る、皆ロザリンド様の美しさと聡明さと気品に心打たれておりました」

「ふふっ、褒めすぎだよ二人とも。けど、自分自身でも悪くない結果だとは思っているよ。この一年で二人から学んだ社交術や心理学が、無駄にならなかったということだからね」

「おっしゃるとおりでございます。ロザリンド様はまさしく、あの場ではマチルダ王女ですら霞かすんで見えるほど主役でありました」

「それは不敬だけど……そう言ってくれるのは嬉しいよ……私は……ただ……ラプターとニシャと一緒に重ねた努力を……無駄にしたくなかったんだ……その一心で頑張ったんだよ……」

「ロザリンド様……」

「ロザリー……」

　私とニシャはロザリンド様のその健けな気げさに心打たれ、そして、ロザリンド様の瞳が疲れと安心感からトロンとまどろまれた。

「お休みなさいませロザリンド様……」

「ああ……そうしよう……頭を撫でてくれラプター。ニシャは手を繫つないで……」

「かしこまりましたロザリンド様──」

「おやすみロザリー」

　そうしてロザリンド様がお休みになった深夜──

　仕事の話のためニシャ、ヴィラ、ニノの三人を私の部屋に呼んでいた。

「ヴィラ、ニノ報告を──」

　私はソファーに腰掛け、ウイスキーの入ったグラスに口をつけつつ、目の前で直立している二人を見た。

「はっ！　ご命令のとおり、ザビに接触してきました！　敵対勢力残党も排除し、スラムはほぼ完全に掌握したとのこと！　そしてマスターの指示どおりロゴスとサロメへ三組織のボスによる鼎てい談だんの使者を送ったものの、返事は保留、とのことです！」

　おふざけは決して許されない厳粛な空気に、ヴィラは背筋を伸ばして私を真まっ直すぐに見つめ報告を終え、次いでニノが口を開いた。

「……侍従長の執務室へ潜入し隅々まで探索しましたが、告発書は見当たりませんでした。明日以降は王都の侍従長の邸宅へ潜入しようと思います」

　侍従長もクロムウェルも本邸は王都にあるが、大祭中はこの王城の客室で寝泊まりしている。

「ニシャ？」

「はいマスター。本日のパーティーでロザリーとマスターがダンス中、各貴族たちの動向を注視しましたが、マスターの予想外の反応はありませんでした」

「よろしい。予想では今週末から来週初めにかけて鼎談が実現するだろう。引き続きヴィラはザビとの連絡を、ニノは告発書を入手するように」

「「はっ!!」」

「三人には私が大祭の期間中、何をしようとしているか伝えておく。ヴィラは明日ザビにも同じことを説明しておくように」

「はっ！」

「ザビにスラムを統一させたのは、王都のギャング組織を私の手によって一つに統合するためだ。無論、表向きのボスはザビということになるが……質問はあるか？」

「なんのためにマスターはザビにスラム街を統一させたんですか？」

　私のグラスにウイスキーを注ぎながらニシャがそう口にした。

「ベルクラント侯爵となられたとはいえ、ロザリンド様のお立場はまだまだ盤石とは言い難がたい。ロザリンド様のお立場を揺るぎない強固なものにさせるために、だ」

「と、言いますと？」

「侍従長は王都の二大ギャングであるロゴス、それにサロメとも関係をもっている。そしてギャングを利用して邪魔な政敵を葬ほうむっているのだ」

「では……」

「そうだ。ギャング組織を統合するのはこの王国の裏社会、そして侍従長を私の支配下に置くことが狙いだ。ギャングと、国王すらその掌てのひらの上で動かす侍従長を支配下に置けば、この国の影の支配者は私となる。そうすれば裏と表の両方からロザリンド様をお守りできる。実に簡単な話だろう？」

　侍従長はギャングと繫がりを持っており、邪魔な政敵・主に強硬派貴族を暗殺させている。原作どおりにことが進む場合、侍従長の手引きによって戦争が引き起こされ、プラスしてもし悪夢が事実となるなら、私とニシャは戦争前に何者か【黒い靄もやの化け物】に殺され、アルビオン王国が敗北しロザリンド様は凄惨な目に遭い処刑されてしまう。

　それを阻止するためにも、まずはこの侍従長＋ギャングという構造に対処を下さなければならない。

　そこで私が選択したものは、【侍従長とギャングを支配下に置く】ということだった。

　侍従長を殺せば原作からさらに話が離れ収拾がつかなくなる。奴やつは生かさず殺さず、私の掌の上で操られる人形、ロザリンド様の傀かい儡らいとなってもらう。

　ロゴスとサロメはそれほど重要度は高くないものの、壊滅させることは短期間で考えた場合非常に非効率であり、組織自体は存続させつつ同じく傀儡とすることに決めた。

「なるほどっすね……。でも、ロゴスとサロメをどうやって支配下に置くつもりで？　まさかお話しして仲間になります……なんて言うとも思えないんすけど」

「そうだなヴィラ。最初はゆっくり内通者を作り侵食させていこうと思っていたんだが、状況が変わった。少し過激な方法を使う。今回の会談もあくまで私に従わないのなら痛い目を見るぞ。と、宣言するためだ」

「……侍従長をザビたちに拉致させて、無理矢理服従させる、という方法はとらないのです？」

　ニノの言葉に小さく首を横に振る。

「それも考えたが、ロゴスとサロメが独立組織として健在な内は脅しの効果が低い。その場では従うフリをして後で両組織をプロフリゲートにけしかけることが容易に想像できる」

「なるほどっすね……。どうせ抗争することになるのなら、ロゴスとサロメを支配下に置いてから侍従長を拉致して、その現実を見せつけ脅迫すれば心から服従する、というワケっすね」

「そういうことだ。抗争となればザビだけでなく、私やお前たちにも出で張ばってもらう。無論、私も出るぞ」

「「はっ!!」」

　ヴィラとニノが姿勢を正し返事をする。

「うん、質問がないのなら仕事の話は以上だ」

　三人は少しだけ弛し緩かんするように息を吐くと、ニノがチラチラと上目遣いに私を見た。

「おいでニノ」

「──っ！」

　私が張り詰めさせていた空気を和らげると、ニノが嬉しそうに小走りで歩み寄り私の膝の上に座った。

「肩をお揉もみしますよマスター！」

「ありがとうヴィラ」

「…………えへへっ」

　頭を撫でてやるとニノは背中越しに嬉しさが伝わるほどに喜んだ。

「おーおーニノは甘えん坊だなぁ。おっぱいでも飲むか？」

「……羨ましいんでしょヴィラ？　でも代わってあげない」

「はぁっ?!　べっ、べつに羨ましくなんてねーしっ」

「ふふっ、図星を突かれたわねヴィラ」

「だから図星じゃねーっすから！」

　ニシャとニノにヴィラはいつものようにからかわれる。

「マスター、加減は大丈夫っすか？」

「ああ、ヴィラはマッサージが上手だな」

「うっす！」

「ニシャはロザリンド様の専属護衛として常にそのお側そばについてもらう。実働部隊としてお前たちには期待しているぞ、ヴィラ、ニノ」

「「はいマスター!!」」

「ふふっ、いい返事だ──」

　そうしてヴィラとニノが下がった後、ニシャが不満気に私を見た。

「マスター、今回私は必要ない、ということですか？」

　きっとさきほど「二人にも動いてもらうぞ」といったことが不満なのだろうと理解する。

「いや、言っただろう？　ニシャにはこの世で最も重要な任務についてもらうと」

「……ロザリーの護衛、ですよね？」

「そうだ。私がロザリンド様のお側を離れるあいだ、安心してロザリンド様をお任せできるのはニシャしかいない。分かるだろう、ニシャ？」

　その頭を優しく撫でる。

「……はいマスター──」

　悪夢ではニシャも殺されてしまう。原作では死なないはずのニシャが、だ。だから、私はロザリンド様を第一、ニシャを第二に行動している。死や不幸が近寄ることが決してないように。

　さらに……と、心の中で思う。私はもうニシャにはできるならば、必要最低限しか殺しといった汚れ仕事をさせたくなかった。

　そういった汚れや泥は私や他の猟犬たちが被かぶればいい。

　それほどまでに私にとってニシャという存在が、出会った頃よりもずっと大きく大切な、かけがえのないものになっていた。











五　宣戦布告












　大祭が始まってから数日経たった週末、深夜、ローブを纏まとい顔を見られぬようフードを目ま深ぶかに被かぶり、腰に左右一本ずつの直刀を佩はいた私は、ヴィラを伴ってプロフリゲート・ロゴス・サロメで行われる三組織代表鼎てい談だんの会場へと足を進めていた。

　初日以来、カール王子は毎日のようにロザリンド様へダンスを誘うなどアプローチをかけてきているが、ロザリンド様とニシャは終始一貫してカール王子のことを「嫌な感じ」と断じており、さらに不思議なことにカール王子はロザリンド様との話題作りのためなのか、ロザリンド様が侯爵に就任した経緯や私のことをよく聞いているとのことだ。

　私もカール王子のことを注視しているが、目の色以外は原作どおりの人物であったため、やはり油断できない、今は違うとて、いつ何かの拍子にロザリンド様やニシャが原作のように恋に落ちることがあってもおかしくない相手。と、再認識していた。

「奴やつ等らはもう着いているか？」

「はいマスター。ザビが対応しているはずっす。死人がでてなきゃいいっすけど」

「ボスまでは殺さんだろう。私が言い聞かせておいたからな──」




　鼎談会場──

　今まで王都ペンドラゴンの裏社会は【マクミラン・ステファノス】がボスを務める、地上げや借金取り、用心棒を生業なりわいとする荒くれ者集団【ロゴス】、そして【テイプリス・サモトラケ】がボスを務める合法及び違法賭と博ばくを生業とする博徒集団【サロメ】の二大組織が互いに協定を結び統治していた。

　が、ザビがスラム街を統一したことにより【プロフリゲート】というスラム街を本拠地とする構成員全員が武闘派で構成された超暴力的第三勢力の台頭により、今やその均衡は崩れようとしていた。

　そしてラプターの命令により、名目上はプロフリゲートのボスであるザビがロゴスとサロメのボスに三組織代表鼎談を持ち掛け、現在にいたっている。

　会場として選ばれた場所はスラム街の入り口付近にある屋敷であった。

　初めから場所は説明してあり、同行させる部下の数に制限はなく、かつ武器の所持も自由。と、各組織の末端構成員まで知るように通告されていたため、この内容で鼎談を蹴れば両ボスとも「プロフリゲートに恐れを抱いている」と部下たちに思われてしまう。

　舐なめられたらギャングは終わり。そのためロゴス・サロメ両ボスは本日の鼎談へ臨まざるをえなくなっていたのだ。ロゴスもサロメも互いに武装した部下を百数十人規模で引き連れ会場である屋敷を包囲する形で展開させていた。

「なんで俺たちを呼びつけたのか理由を聞こうか」

　スラムにしてはありえないほど豪華な設しつらえの、シャンデリア輝く高い天井に中央に木製の光沢放つ長テーブルが置かれた部屋へ入ると同時に、二人の護衛を連れた二メートル近い長身にでっぷりとした体格、貴族が着る高級な装束に金のネックレス、大きな宝石がついた指輪をジャラジャラと何本も指にはめた成なり金きんのような風体の男、ロゴスのボス、マクミラン・ステファノスがザビを見るなりそう声を上げた。

「普通は呼び付けたお前がこちらに来るのがスジってものだろう？」

　マクミランの言葉に同じく二人の護衛を伴って現れた、長身瘦そう軀くに黒いスタイリッシュなスーツを着た、白髪のメッシュが入ったオールバックのロマンスグレーの落ち着いた男、サロメのボス、テイプリス・サモトラケが続けた。

「はぁ？　スジ？　なにそれ？　大の男がそんなちっさなことにこだんわんの？　やめたほうがいいよ。自分の器が小さいって言ってるようなもんだよ？」

「はっ！　肝が据わってんのか狂ってんのか、どっちだ？」

「俺は後者だと思うな」

　マクミランの言葉にテイプリスが頷うなずく。

「ま、とりあえず座ったら？　いつまで高いとこからボクにモノを言うつもり？」

　ザビは椅子の肘掛けに背中と足をかけるようにして座りつつ、くだらないものでも見るような目で二人を見、席を指さした。

「噂うわさには聞いてたが、まさかホントにこんなガキがスラムを統一したとはなぁ」

「アハッ！　人は見た目によらないでしょ？　もっと褒めてくれてもいいんだよ？」

　ザビの言葉を無視してテイプリスが口を開いた。

「よく俺たちを呼び出したな。童わっぱ、命がいらないと見える。スラムを制したとはいえ、所詮はスラム。甘く見ていると痛い目を見るぞ？」

　マクミランとテイプリスは席へ座りながらザビへ侮蔑と軽蔑の視線と言葉を向ける。

「ぶはっ……！　何それ脅しのつもり？　迫力なさ過ぎてめちゃくちゃ面白いんだけど……！　ぷっ……あははっ！」

　二人を小バカにした態度にマクミランはこめかみに青筋を浮かべる。

「おい小僧、いや、小娘か？　あんまり調子に乗んなよ。俺ぁ気が短みじけぇからよ」

「へぇ〜……で？」

　ザビは横に立っているアズへ片手を伸ばすと、アズは棒に刺さったべっこう飴あめを渡し、ザビはそれを頰張った。

「ステファノスに同意だな。俺らはギャング、胸を張って人様の前に出られる者もんじゃねぇ。だが、それでも守るべき掟おきてや礼儀ってもんがある。敬意がない相手には容赦しねぇぞ？」

「ふぅん……それを言うならさ、そもそもボクに対して敬意がないのはお前等だろ？　そのスラム民を見下してる人間特有の目、それがなによりの証拠だ」

「ふんっ、スラムの狂犬とか言われてるらしいが、スラムを統すべたくらいで図に乗りすぎだな。井いの中なかの蛙かわずって言葉を知ってるか？」

「自己紹介？　それにしても頭悪そうなのに難しい言葉知ってるんだね、デブのおっさん」

「てめぇっ!!」

「落ち着けロゴスの。こんなガキの挑発に乗ってどうする」

　激怒しかけたマクミランと殺気立つ部下をテイプリスが窘たしなめる。

「そっくりそのまま返すよ。実際にこうしてボクに会って互いの圧倒的な実力差が分からないワケ？　だとしたら終わってるよお前等」

　ザビが身に纏う、咽むせかえるほど濃い血の匂いに、両ボスやその護衛は気付いていない。

「「ふっ……」」

　だからだろう、ザビの言葉にマクミランの護衛二人が挑発するような嘲笑を浮かべた。

「おい、お前とお前、次笑ったら殺すから」

「はっ！」「へっ！」

「────」

　マクミランの護衛二人が鼻で笑った瞬間、ザビがマチェットを引き抜き、瞬まばたき一つほどの間にテーブルへ飛び乗り二人の首を刎はね飛ばした。

　この場にいた者はアズ以外、護衛二人の首から血が噴き出して床に倒れるまで何が起こったのか反応できていなかった。

「…………なっ?!」

「……これはご法はっ度とだろうっ?!」

　組織の中でも腕うで利ききの護衛が瞬殺され、声も出ないマクミランに、テイプリスとその護衛が武器を構えると、ザビは席へ座り直して血に濡ぬれたマチェットの刀身をアズに向けて拭かせつつ、二人へ視線を向けた。

「だから警告しただろ？　まぁ、お前とお前はマスターが殺すなって言ったから殺さないけど」

「ま、マスター？　お前がプロフリゲートのボスじゃないのか？」

「はぁ？　ボクはあくまで実行部隊長だから。プロフリゲートのボスはボクじゃなくてマスターだよ」

「「なに？」」

　二人が声を上げるのと同時に入り口の扉が開き、目深にフードを被ったマスターに扮ふんしたラプターが現れた。

「待たせたかな？」

「マスター！」

　ザビの言葉にマクミランとテイプリスが振り返ると、二メートル近い長身に全身をローブで覆い、目深にフードを被った、年齢も容姿も定さだかではない男がその目に映った。

「血が流れているな」

　ラプターは声色を変えているため、その腹に響く声と、発する尋常ではない雰囲気に両ボスはすっかり飲まれてしまっていた。

　ザビが席を立つと、二人の間を抜け、ラプターがゆっくりとその席へ座った。

「……ザビ、何故なぜ死人が出ている？」

「ごめんなさいマスター……。こいつらがボクをバカにしたから……。でもマスターの命令どおりこの二人は殺さなかったよ！」

「そうだな、いい子だザビ」

「マスターぁ……っ！」

　ラプターの膝に縋すがるように上半身を預け、上目遣いのザビの頭を撫なでるラプター。ザビは頭を撫でられると甘える猫のようにラプターの腿ももへ頰擦りし、両ボスはザビを完全に飼い慣らしているラプターへさらに驚きを覚えた。

「……お前がプロフリゲートのボスか？」

「ああ、そうだ」

　テイプリスの言葉にラプターが頷く。

「何の用で俺たちをここへ呼んだ？」

「大事な話のために」

　続くマクミランの言葉にも短く答える。

「俺ぁ今部下を殺されたばかりなんだが？　これは宣戦布告ってことか？　おい？」

「それは殺された部下が弱すぎただけだろう？　仕掛けた以上、私はザビが返り討ちにされてもそちらを責めるつもりはなかったが？」

「…………」

　ラプターの言葉に実力第一主義であるマクミランは反論できなかった。

「では、その話とやらを聞こうか。ロゴスとサロメはスラムに不干渉、三組織鼎てい立りつ、そういうことだろう？」

「いいや、まったく違う」

　否定の言葉にマクミランもテイプリスも予想外といった表情を浮かべる。

「話はもっと簡単だ。ロゴスもサロメも私に服従しろ。そうすればお前たちの権益は今のまま認める。拒否すれば、破滅が待っているだけだ」

　ラプターの提案を両ボスは一笑する。

「そりゃ冗談かこの野郎？」

「笑えないがな」

「いいや、本気だ。私の手にかかればロゴスもサロメも物の数ではない。命は惜しいだろう？　素直に従うべきだ」

　その言葉にマクミランもテイプリスも激げっ昂こうし席を立った。

「バカげてる!!　ふざけんじゃねえ!!」

「この場で殺されないだけありがたいと思うんだな!!」

「それはこっちのセリフじゃない？　お前等らなんていつだって殺せるんだけど？」

　マチェットを構え立ち上がったザビに、両ボスと護衛が一瞬で表情を強こわ張ばらせる。

「よせ、ザビ。それが二人の決断かな？　後悔することになるぞ？」

「こんなふざけた提案飲む方がどうかしてるだろうが!!」

「残念だが、受け入れられねぇな」

「なるほど、なら抗争だ。両者とも、しかと準備をしておくといい。いや、今でもいい。この屋敷を包囲している部下に攻撃をかけさせても構わないぞ？」

「「!!」」

　ラプターの宣言に二人は目を丸くする。

「このロゴスとサロメを相手にして勝てると思ってんのか？」

「お前たちプロフリゲートと抗争になるのなら、我々、サロメとロゴスは手を組むぞ？」

「無論、分かっている。そうなれば両者とも潰すだけだ──」

「「────」」

　ラプターの絶対の自信に両ボスは言葉を失う。

「いいかマスターとやら、なんで俺らサロメとロゴスが争わないか分かってるか？

　サロメは主に賭博を、ロゴスは主に地上げと用心棒を稼か業ぎょうとし、シマ割りもキッチリ決まってる。無論、たまには小こ競ぜり合いが起こることもあるが、大抵は話し合いで解決してきたし、お前たちみたいな外の者もんが来たら、手を組んで抗争してきた」

「……長いな、要点だけ言え」

「チッ、だからな、お前等がスラムから出ないなら、不可侵協定を結んでやることも吝やぶさかじゃねえって言ってんだ。どうだ？　お前等にもそんな悪い話ってわけじゃないだろう？」

「おいサロメの！」

　テイプリスの提案に抗議しようとするマクミランをさらに遮るようにラプターが答えた。

「断る」

「なに？」

「言ったとおりだ。お前たちが選べる選択肢は二つだけ、降くだるか、死ぬかだ──」

　だが、とラプターが補足するように続ける。

「一つ、これだけは周知させておいてくれ。投降する者、恭順する者がいるのなら、我々は受け入れよう。その旨むねをそちらの末端構成員にまで伝わるように、な」

「お前は終わりだマスターとやら。ロゴスとサロメを敵に回したんだ。楽に死ねるとは思うなよ」

「サロメのに同意だ。想像を絶するような苦痛を約束するぜ」

「口ではなんとでも言える。断言しよう、ロゴスもサロメも、二週としない内に我等の傘さん下かとなることを」

　ラプターの声に答えず二人がそそくさと場を後にする。

「アイツら殺さなくてよかったのマスター？」

「ああ。もっとスマートなやり方をしよう。無論、ザビ、お前も愉たのしめる方法だ」

「ごろごろ」

　顎を撫でられたザビが気持ちよさそうに喉を鳴らした。











六　絢けん爛らんと陰惨












　王都・マクミラン・ステファノスの屋敷・大広間──

　ラプターから宣戦布告されたマクミランとテイプリスは、共にプロフリゲートと抗争する協定を結び、今その第一回目の協議が行われているところだった。

　大広間に集まったのはボスであるマクミランとロゴスの最高幹部六人、そして同じくボスであるテイプリスとサロメの最高幹部六人の計十四人だった。屋敷の周囲は両ギャングの百数十という構成員によって蟻ありの子一匹とおることのできない厳重な警備がされていた。

「無論皆殺しだ!!　プロフリゲートのクソ共は一人残らずぶち殺す!!」

「ボスに賛成だ!!」

「今すぐにでも襲撃をかけてやるぜ!!」

　血気に逸はやるマクミランにロゴスの中でも武闘派筆頭であるハイロエタンとマイケルが同調するように声を上げた。

「俺もロゴスのボスに賛成だ!!　根絶やしだ!!」

「ここまで舐なめられて引き下がれるかってんだ!!」

　サロメの武闘派筆頭ヴェントレスにスケインヴも続けて声を上げる。

「ちょっと待ってくれロゴスの。気持ちは分かるが、根絶やしにするより、向こうが音を上げたら手打ちにして吸収したほうがいいんじゃないか？」

「なんでだサロメの！　ここまで舐められて手打ちもクソもあるか!!」

「だがよ、モノは考えようだぜ。俺たちはスラム街に疎うとい。戦争になれば人も金も失う。そもそもこっちにはプロフリゲートの規模や幹部が誰か、そのほとんどを知らないんだぞ？」

「だからそれがどうしたよっ!?」

「勝ったところで所詮はスラムのギャング、得られるものもたかが知れてるってことだ。だったら、あのマスターとやらとザビ含めた幹部を殺して、残りは傘さん下かにいれてスラムを間接統治するほうが利口ってものじゃないか？」

「確かに、ボスのいうことも一理ある」「スラムとの戦争は泥沼になります。妥協点を見つけませんと」「勿もち論ろん戦争することに異論はないが、着地点も探しておくことは必要かと」「若いのを無駄に死なせることはしたくない」

　テイプリスの提案に両ギャングの会計役や保身的な慎重派幹部、それにロゴスのナンバーツーであるジェイド・ジャイドも同意する。

「おめぇらはそれでもギャングかっ!?」「命が惜しいならギャングなんてやめて農民にでも金貸しにでもなってやがれ!!」「メンツがかかってんだよ!!」「メンツのために無駄に若い者を死なすことはないと言っている!!」「組織の運営を担になってる身としては終わりが見えない抗争に賛成はできん!!」

　案の定と言うべきか、普段から仲の悪い武闘派と会計・慎重派同士で敵味方関係なく激しい言い争いが起こる。

　基本的にギャングの抗争とは人と金を消費して相手のシマ・権益を自身のものとするために行われるものである。が、プロフリゲートはスラムの組織。勝ったところで得られるものなどほとんどなく、さらには敵の規模も幹部の数も未知数であり、ダメ押しに底知れない威圧感を放つマスターことラプターに、〖スラム最強の狂犬〗として名高いザビのことを考えれば、どう見積もっても損失の方が大きいため、武闘派以外の幹部たちはこの抗争に消極的であった。

　そうして最終的には両陣営の武闘派が勝手に動かせてもらうと離席して一回目の協議は終了となった。




　新年祝賀大祭・二週目──

　大祭中は王城内の至る所で舞踏会や立食パーティー・曲芸師や劇団を呼んだ見世物などが催されており、本日ロザリンド一行は王城の大庭園で催されている立食パーティーに参加していた。

　何故なぜ直射日光を浴びることができないロザリンドが真昼間の庭園でのパーティーに参加しているのかというと、理由は【カール王子が参加していないから】であった。

　本日カール王子は外交儀礼上マチルダ王女と芝居を観劇しなければならないため【劇場の間】におり、連日続くカール王子のアプローチに辟へき易えきしていたロザリンドはやっと休める日が来た。と、この大庭園を訪れていた。

「しかしロザリンド様、本当にここでよろしいのですか？」

「そうだよロザリー、日光はダメじゃない」

　立食パーティーが催されている、冬の花で彩いろどられた鮮やかな大庭園を前に、高い天井をもつ廊下にある日陰の席に座っているロザリンドへ、ラプターとニシャが心配そうな視線を向ける。

「ああ。ここにいれば大丈夫だよ。それにいつも言っているけど、狭苦しい部屋の中ばかりだと嫌になるからね。たまにはこうして新鮮な空気と景色が見たいんだ」

　答えつつ、ロザリンドはブドウの果実水が入ったグラスに口をつけた。

「見てごらん、とても綺き麗れいじゃないか。梅に椿つばきにカーネーション……我が屋敷の庭園も綺麗だが、やはり王城は規模が違うね。色とりどりの満開の花々。見ているだけでも癒いやされるよ──」

「然さ様ようでございますね。ですが、どの花々よりも、いえ、花などと比べるのは失礼極きわまりませんが、この場において最もお美しいのは、無論、ロザリンド様でございます」

「ふふっ……ありがとうラプター。悪いけど、お腹なかが空すいたから何か見繕ってきてくれ」

「かしこまりましたロザリンド様」

　ラプターがロザリンドへ一礼し、背を向けると、すれ違いざまニシャがラプターにだけ聞こえるように小さく呟つぶやいた。

「滞りなく決行されるようです。イレギュラーはなし、とのことです」

「重畳だ。後はロザリンド様がこのパーティーを、心からお楽しみくだされれば文句はない」

「そうですね」

　ラプターが庭に出ると、丁度楽団が【BWV565・トッカータとフーガニ短調】を演奏するところであった。




　王都・大通り──

　そこにはロゴスの最高幹部、武闘派筆頭であるハイロエタンが武装した部下十数名を引き連れ先頭を歩き、その両側に一人ずつ、後ろに部下が扇状に広がる形で、新年祝賀大祭のため人であふれかえる大通りを我が物顔で歩いていた。

「いいか野郎ども!!　時間も場所も大祭も関係ねえ!!　プロフリゲートの構成員・関係者は容赦なく殺せ!!　疑わしきも連行して拷問だ!!」

「「「「へいっ!!!!」」」」

　見るからに血気に逸るギャングたちを市民たちが避けて歩く中に、一人の小柄な中産階級の衣服を身に着けた少女、ニノの姿があった。ニノは先頭を歩くハイロエタンに怪しまれないよう、避ける市民と同じように動きつつも最大限距離を縮め、そしてすれ違う間ま際ぎわ──

「フッ────」

　含み針をその首へ見舞った。

「あん？」

　首にチクリとした、小さなかゆみにも似た痛みが走ったハイロエタンは足を止め、首に触れてみると、小さな針のようなものが刺さっていることに気付き、針を引き抜いた。

「どうしました？」「なにかありましたか？」

　足を止めたハイロエタンを不審に思った部下たちが話しかけると、ハイロエタンは針を見ながら首を横に振る。

「いや、なんでもねえ……」

　針を投げ捨て、歩き出そうとした次の瞬間、ハイロエタンは突然膝から崩れ、腹を押さえつつ、悶もだえだすと、十数秒後には口から夥おびただしい量の血を吐き出した。

「ごぼっ!?　ごっがっ!?」

　そのままうつ伏せに倒れ、ハイロエタンは痙けい攣れんしながら、自身の血の海に沈み絶命した。

「ハイロエタン様っ?!」「どうなってんだ!?」「刺客だああああああ!!」

「……任務完了──」

　建物の間からハイロエタンの絶命を見届けたニノはその場を後にした。




　王都・大庭園──

「ロザリンド様、お待たせいたしました」

　銀盆に様々な食べ物を載せたラプターが戻ると、ニシャと談笑していたロザリンドは、待ってましたといったようにラプターへ視線を向けた。

「おお、沢山あるね」

「はい。ロザリンド様のお口に合うであろうものを厳選してまいりました」

「ラプターの見立てなら間違いはないね」

　言いつつ、ロザリンドはチーズとハムでサンドされたクラッカーを手に取り口にされた。

「うん、美味おいしい。ハムの塩気にチーズのコクと少し甘いクラッカーが絶妙だ。流石さすがは王城の一流料理人が作っているだけはあるね」

「その料理人たちも、自分が作ったものをロザリンド様が召し上がり、しかもお褒めいただいてると知ったら、きっと昇天してしまうでしょう」

「ふむ……」

　ロザリンドはキョロキョロと周囲を見回し、誰もこちらに目を向けていないことを確認すると、ラプターへ視線を向けた。

「……ラプター、あーんしてくれ」

「……あーん？　で、ございますか……？　しかし、自室ならまだしも、誰かに見られれば──」

「そんなヘマをするお前じゃないだろう？」

「うわっ、ロザリーったらいつからそんなに甘えん坊になったの？」

「いいじゃないかニシャ。甘えたい気分なんだ。アウェイで嫌な奴やつの相手を毎日して、一週間ぶりにやっと三人でゆっくりできるんだ……甘えたくもなるさ──」

「それは……そうだね……」

　ロザリンドの言葉にニシャが同情するように頷うなずく。

「そうだ。しょっぱいものを食べたから、甘いものが食べたくなった。そのクリームチーズにジャムが載ったクラッカーがいいな。生クリームのケーキは最後の楽しみにとっておく」

「わ、私が、手ずからロザリンド様に……？」

「ラプターは……嫌なのかい……？」

　シュンとするロザリンドにラプターは残像を残すほどの速さで首を横に振った。

「いえ、そのようなことはございません。光栄過ぎて動揺してしまっただけです」

　ラプターはどのような残酷なことをするときでも微み塵じんも震えない手を震わせながら、クラッカーを抓つまむとロザリンドの口の中へ優しく入れた。

「うん……美味しい──」

「ああ……ロザリンド様っ……」

　ロザリンドが浮かべた可か愛わいらしい年相応の笑顔に、ラプターは失神しかけるほどであった。




　王都・娼しょう館かん【メデューサ】の店先──

　サロメの最高幹部、武闘派筆頭ヴェントレスは外に待機させていた護衛二名、中で共に享楽にふけった側近二名を引き連れて楽しみを終え店を出てきたところであった。

「はっはっはっ！　相変わらずアマンダは最高だな!!」

「ありがとうございました!!」「やっぱり娼館はメデューサ以外は考えられませんね!!」

「はっはっはっ！　だろう！　次はお前等らの番だからな、楽しみにしてろよ！」

　外の護衛がヴェントレスに頭を下げる。

「ありがとうございます！」「恐縮ですっ!!」

「戦争の前には女を抱く、それが男のゲン担かつぎだっ!!　てめぇら、戦争になったら期待してるぜ!!」

「はいっ!!」「一生ついていきます!!」

「…………」

「っ?!」「!!」

　ヴェントレスがすっかり気を良くしていると、ローブを纏まとったヴィラが物陰から音もなく現れ、ラプター仕じ込こみの投げナイフ術でナイフを二本投とう擲てきし、一人は眉間に、もう一人は心臓に深々とナイフが刺さり、瞬またたく間まに二人の護衛を殺害した。

「はぁっ?!」

「ヴェントレス様、下がっていてくださいっ!!」「ここは俺たちが──」

「遅せぇんだ……よっ──！」

　さらにヴィラは二本の投げナイフを投擲し、武器を構えた二人の鳩尾みぞおちと肺にナイフが命中し、二人は声にならない声を上げ倒れ、ヴェントレスは不利を悟り娼館内へ逃げようと踵きびすを返すが──

「逃がさねぇっつう……のっ!!」

「────ッ」

　ヴィラが投擲したナイフが背を向けたヴェントレスの延髄から喉に貫通するほど深く刺さり、ヴェントレスは声もなく地面に倒れ絶命した。

「あーあ……たわいねぇ……」

　つまらなそうにヴィラは伸びをしつつ裏路地に姿を消した──




　王城・大庭園──

「じゃぁ、次はニシャにあーんだ」

「私もっ?!」

　驚くニシャにロザリンドが頷く。

「勿論だ。私だけだと不公平だろう？　ラプターは私とニシャのモノだ。だから、次はニシャだ」

「では……ニシャは栗くりが好きだから、このマロングラッセを」

「なんでマスターも私用のモノの用意していたんですか……」

「備えあれば患いなし、だろう？　ほら、あーんだ」

「あ、あーん……」

　ニシャはまんざらではないように恥ずかしそうな表情を浮かべつつ口を開けた。

「ほら」

　ニシャはラプターから食べさせてもらった栗を咀そ嚼しゃくし、嚥えん下かすると、頰を朱に染めた。

「どうだったニシャ？」

「お、美味しかったかな……？　正直、味がよく分からなかったよ」

「ふふっ、だろう？」




　王都・酒場【クステロリッド】──

「行くぞお前たち」

「「「「はっ!!!!」」」」

　アズ率いる六人のプロフリゲート構成員が一人につき矢を番つがえたクロスボウを三つもってクステロリッドへ襲撃を仕掛けていた。

　目標はロゴス最高幹部の一人、武闘派のマイケルであった。

「なんだおま……」「まさかプロフ……」「やっちまっ……」

「静かに──」

「っ!?」「こっ!!」「かっ?!」

　店外の護衛たちはアズのナイフによって応援を呼ぶ暇もなく斬り殺され、サングラスをかけ直したアズは部下に首を振って合図を送ると店内へ入った。

「敵だ!!　てめぇら準備……」

　カウンターバーに座ってウイスキーを飲んでいたマイケルが、入り口からぞろぞろと入ってきたアズたちを見て、声を上げ剣を抜いたが──

「射うて──」

「ごっかっはっ?!」

　アズの号令によって警護の部下共々クロスボウの斉射によって蜂の巣にされたのだった──




　王城・大庭園──

「次は私とニシャがラプターに応えてやる番だな」

「そうだねロザリー」

「？　どういうことでしょう？」

「分からないのかい？　ほら、あーんだ」

　ロザリンドが落らく雁がんを手に取ってラプターの口元へと手を伸ばした。

「あっ……ああ……まさか……ロ、ろろろっ、ロザリンド様がわっ、わわわ、私にあ、あーんを……？」

　それを想像するだけでラプターの全身に電流が走り、恍こう惚こつとした表情になる。

「そう言ってるじゃないか。というか、顔がヤバいよラプター！」

「いや、ホントに顔ヤバいっすよマスター！」

「はっ、す、すみませんロザリンド様。少しトリップしてしまいました」

「少しなんてものじゃなかったと思うが……分かったから、口を開けてくれ」

「はっ！」

　ラプターはなんとか口を開け、落雁を咀嚼する。

「どうだい？　美味しいかい？　口の中は？」

「この人生で食べたものの中で十指に入るほど美味にございます。口の中は幸福で満たされ、同時にパサッパサになっております」

「はいマスター。ワインですよ口を開けてください」

「うん？　ああ、ングング」

　ニシャにワインを飲ませてもらうラプター。

「どうだい？」

「はい。脳が痺しびれるほど甘露でございました」

「ならよかった」

「ふふっ、ロザリーも大分マスターの扱いが上手うまくなってきたね」




　王都・整体院──

　サロメの最高幹部、武闘派のスケインヴが寝台の上にうつ伏せになってマッサージを受けていると、店の扉がカランカランと音を立て開いた。

「ああ、やっぱりマスターはすごいや。まるで未来予知ができているみたいだ──」

　そう嬉うれしそうに声を上げたのは、単独で入店してきたザビであった。手に持つマチェットは殺害した店先に居たスケインヴの護衛の血に濡ぬれ、刃先から血がポタポタと滴したたっている──

「ひっ！」

　驚いた整体師が施術をやめザビと距離をとると、スケインヴはなにごとかと、顔を上げた。

「おい、なんだ急……に……？」

　ザビは、標的であるスケインヴを見つけると、ツカツカと歩み寄り、マチェットを振りかぶった。

「おっ、おま──」

　スケインヴが声を上げた瞬間、ザビがその首とその下の寝台を綺麗に斬り落としていた。

　床に落ちた首と寝台の一部がゴトリと音を上げ、次いでスケインヴの首から大量の血が噴き出し、腰を抜かした整体師が声にならない悲鳴をあげる。

「さぁて、とりあえず帰ろうかな──」

　伸びをしつつザビは店を後にした。




　王城・大庭園──

　三人が互いに仲を深めあい、ラプターが二人の飲み物をもらうために庭園へ出ると、一人の女中が気を利きかせてグラスを渡してきた。

「どうも」

　そう言ってグラスを受け取ったラプターであったが、その鋭利な嗅覚がグラスの中に毒が入っていることを敏感に感じ取っていた。

　自分にグラスを渡してきた女中に目を向けるが、向こうには、微塵も殺意も敵意も怯おびえも緊張もなく、むしろラプターと少し話せただけでも嬉うれしがっている。といった様子であったため、ラプターは女中は利用されているだけなのだと結論付け、事故に見せかけて毒入りのグラスを地面に落とした。

「私を狙ったのか……それとも偶然か……」

　偶然とは考えにくい。が、犯人像が摑つかめない以上、ラプターは今後もっと仕掛けてくるであろう未知の敵への警戒を強めるしかなかった。

　同時に『薄はっ幸こうのロザリンド』スピンオフ作品『相克のギャング』、そして設定資料集の情報により、ギャングの構成員の詳細なプロフィール、行動日時を知っているラプターの指示によって、この日だけでロゴス・サロメの反プロフリゲート思想の最高幹部たちが皆暗殺されたのであった。











七　嫉妬と和解












　パーティー中マチルダに呼び出された私たちは、マチルダの私室へと訪れていた。

「お待ちしていましたわ、ベルクラント侯、それに……ラプターっ！」

　マチルダは部屋の中に入った瞬間、満面の笑みを浮かべ私の腕に抱き着いて来た。ふくよかな胸が不必要なほど強く押し付けられる。

「なっ……！」

「姫様……」

　その突飛な行動にロザリンド様や、先着していたクロムウェルも驚いた表情を浮かべた。

「……これは、熱烈な歓迎ですね殿下」

　私の言葉にマチルダは首を横に振る。

「そのような水臭い言い方は嫌ですわラプター。私と貴方あなたの仲ではありませんか。マチルダ、とお呼びください」

「んんっ、殿下！　改めましてお目にかかります、ベルクラント侯爵、ロザリンド・ベルクラントと申します」

　マチルダの勢いを遮るようにロザリンド様が自己紹介をなされた。

「ベルクラント候もそうかしこまらず、楽にしてくださって結構ですわ。ここに間かん諜ちょうや噂うわさ好きの侍女はおりませんから」

「はぁ……？」

「コホン、姫様？　もう少しお控えくださると、この老骨もいらぬ心配をせずに済むのですが」

　クロムウェルが咳せき払ばらいしつつ、私にベタベタと抱き着いているマチルダを窘たしなめる。

「嫌ですわデイビッド、これくらい羽目を外してもいいじゃありませんか。この空間くらいしか気を休められる場所はありませんの。それに、私とラプターに不純な関係はございませんわ。でしてね？　ラプター？」

「はい。殿下のおっしゃるとおりです」

「はぁ……姫様の日頃のご苦労を知っている身ですからな、見て見ぬことといたしますが……ラプターよ、己が立場を決して忘れるでないぞ？」

「勿もち論ろんでございます閣下。私はロザリンド様の従僕。殿下の不純な交友相手になどと……ロザリンド様のお顔に泥を塗るようなことは、決していたしません」

「うむ、確かに。お主ならそうであろうな」

「さぁさぁ、立ち話では疲れてしまいますわ。ベルクラント候も席についてくださいませ」

「え、ええ。失礼します」

　ロザリンド様はマチルダが示した短足テーブルを挟んだクロムウェルの対面となるソファーへ腰を下ろし、その後ろにニシャが控え、続こうとした私の腕をマチルダが引き止める。

「ラプターはこちらですわ」

　そう言って三人掛けのソファーの真ん中にマチルダが座り、右隣りをクロムウェル、そして左隣が私という配置となった。対面となったロザリンド様へ視線を向けると、なにやら不機嫌（私とニシャなら分かる程度に）な表情をされている。

「ですが私がこの位置では……」

「大丈夫ですわ。ね？　デイビッド、ベルクラント候？」

「ま、仕方ありませぬな」

「……殿下のご随意のままに」

　ロザリンド様とクロムウェルが頷うなずく。

「それで殿下、お話とは？」

　このままでは一向に話が進まないので、本題を切り出した。

「ええ、そのことでラプター、ひいてはベルクラント候にご相談がありますの……ねぇ、デイビッド？」

「そうですな。実はな──」

　そうしてクロムウェルとマチルダが話してくれた内容は、この祝賀大祭中はおさまっているが、ロザリンド様がベルクラント候に就任して以降、王都にいる強硬派の貴族が不審死（それもあからさまな毒殺や暗殺）を遂げている、とのことだった。

「それを何故なぜ私に相談なされたのです、殿下、閣下？」

「うむ、ラプターならなんとかしてくれるかもしれない、と姫様がおっしゃってな」

「そうですの。きっとラプターなら解決してくださる。そう、私の勘が告げておりますの」

「なるほど……殿下は随分と、我が従者を高く評価しておられるのですね」

　今まで不満気であられたロザリンド様が、少しだけ自分のものを自慢するように微ほほ笑えまれた。

「勿論ですわ。ね、ラプター？」

「はい。その件でしたら、なんとかお力になれるかもしれません」

　私の返答にロザリンド様とクロムウェルが驚いたような表情を浮かべ、マチルダは「やっぱり！」といったように頰を綻ばせて、入室してからずっと抱き続けている私の腕へ力を込めた。

「そうなのかいラプター？」

「できるのかラプターよ？」

「はい」

　原作どおりなら、前にニシャたちにも説明した通り、強硬派貴族暗殺の犯人は侍従長だ。ロゴスとサロメと繫つながりを持っている侍従長はギャングを動かし邪魔な貴族たちを排除している。

　だが今ロゴスとサロメは私が指示したザビ率いるプロフリゲートと抗争中であり、さらには私の目的は【ロゴスとサロメ、そして侍従長を支配下に置く】ことであり、この申し出はいわば渡りに船であった。ギャングと侍従長を支配下に置くついでに王女と宰相に恩を売れるのだから。

「蛇の道は蛇と申しますれば、王都には知り合いも多数おり、少なからずお力になれるかと」

「流石さすがはラプターですわっ！」

「それが誠なら頼もしい限りじゃ。ラプターよ、胸きょう襟きんを開いて話すが……ワシはガラハッドが犯人と思っておる。むしろ、他の首謀者が浮かばん。そうであろうか？」

「……断言はできませんが、手を打ってみます。もしかすれば、その犯人の弱みを握ることができるかもしれません」

　クロムウェルの瞳を真まっ直すぐに見返して答えると、クロムウェルは無言のまま首を縦に振った。

「うむ、ならばお主に任せよう。金や人、必要なものがあれば必要なだけ用意しよう」

「ありがとうございます閣下。一ひと先まずは探りを入れてみたいと思います」

「……お主は人の心を動かすことが上手うまいの。重かった気が軽くなったわい。では、ワシは用事があるからここで失礼する。では姫様、また後程」

「ええ、私も少し後に合流しますわデイビッド」

　そうしてクロムウェルが退出すると、マチルダはより体を密着させてくる。

「流石ですわラプター様！　私を守ってくださるというのは本当だったんですのね！」

「……コホン、殿下、ラプターを様呼びにする必要はありませんよ」

　青筋を浮かべられているロザリンド様の背後でニシャが「さっきから何をやっているんですか？」という冷めた視線を私へ向けている。

「まぁ、いいではありませんかベルクラント候。これは私とアナタたちの秘密にしてくださいまし」

「はい、殿下がそうおっしゃるのなら……」

「マチルダ、あまり人前でこういうことはやめてくれ。私に嫌われたいのか？」

「っ！　申し訳ありませんわ……。つい、初恋ですので、調子に乗ってしまいましたわっ……！」

　あざとく目を潤ませ上目遣いに私を見るマチルダ。

「分かればいいんだ」

「ラプター様…………」

「むむっ……！」

　マチルダの顎を撫なで、頰へ口付けすると、マチルダが時間が来たと言うので、私たちは退室し、客室へと戻った。

　けれども、そのあいだロザリンド様は終始私へ口を聞いてはくださらず、不機嫌なご様子で、眉間に皺しわを寄せ、難しい顔をされ、口を尖とがらせるような、頰を膨らませるような仕草をなされていた。

「ロザリンド様……私が何か粗相をしてしまったのでしょうか……？」

　ロザリンド様のご心情を理解できなかった私は、我慢ができず、ロザリンド様ご自身へ問いかけた。

「…………」

　部屋に戻りゆっくりと振り向かれたロザリンド様は、お怒りの表情を浮かべられていた。

「ラプター!!」

「はっ、はいっ！」

「ラプター、お前は何だっ!!」

「はいっ！　ロザリンド様の従者です!!」

「お前は誰のモノだっ!!」

「髪の毛一本にいたるまで全てロザリンド様のモノでございます!!」

「だったら……っ！」

　そこで少しだけ言葉を詰まらせつつ、ロザリンド様はキッと私を睨にらまれ、続けられた。

「だったら私とニシャ以外の女に気安く体を触らせるんじゃないっ!!」

　その瞳は少しだけ潤んでおられた。私はそれだけで自身の罪深さを知った。
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「…………っ！　申し訳ございませんロザリンド様っ!!」

　控えていたヴィラとニノが何事かとこちらの様子を見ている。

「そんなに殿下がいいのなら、私の従者をやめて、殿下に仕えたらどうだい？」

「────」

　人生でこの時ほど、私の全身が【絶望】という言葉に苛さいなまれたことはなかった。

「おいおいおい、待て待て待て、流石に言い過ぎた。なんだその、この世の終わりみたいな表情は」

「申し訳ございませんっ……!!　このラプター……ロザリンド様の従者として、失格です……っ!!　今すぐ、この命をもってお詫わびしますっ……!!」

　ロザリンド様にお見捨てられたら生きている意味などない。何か手頃な刃物はないかと室内を見回すと丁度ヴィラたちが食べようとしていたのだろう、テーブルの上に置かれた剝むきかけのリンゴと果物ナイフが目に入った。それで両頸けい動どう脈みゃくを深く斬り裂き喉を突き舌を嚙かみ千切って自決しようと机に向かう──

「うわっ!!　これマジだっ!!　ロザリー止めてっ!!　ヴィラ!!　ニノ!!　止めろッ!!」

　察したニシャが即座に私に背後から組み付いて私の動きを止めようとする。

「マスター何しようとしてんすかっ!!」

「ダメ、ダメダメ……っ!!」

　続いてヴィラとニノが私の片腕ずつにしがみついて動きを止めようとするが、その程度では私は止まらない。

「ラプター冗談だっ私が悪かったって！　やめろっ!!」

「ロザリンド様っ……！」

　ロザリンド様が私の目の前に立って両手を広げられた。

「お互い冷静になろう……っ！　しばらく外に出ていろっ……！」

　私にとってロザリンド様のお言葉は絶対。即座に自決を取りやめる。

「かっ、かしこまりましたっ……！　しっ、失礼いたしますっ……！」

　私は頭を深々と下げ退室し廊下へ出た。

「どこだ？　私はいったいどこでロザリンド様のお心を煩わせてしまったのだ……？」

　そう考えつつ歩いていると、グスタフ王国の親衛隊二人を伴ったカール王子が廊下に展示された花瓶とその花を見つめていた。

　ただでさえロザリンド様のお心を痛めさせてしまった自責の念で自殺したいくらいだというのに、そのうえこんな愚物、不ふ俱ぐ戴たい天てんの存在を見る羽目になるとは、泣なきっ面つらに蜂だと心の中で呟つぶやいた。

「…………」

　そして溢あふれ出る殺意を抑えつつ、廊下の端に控え頭を下げ、カール王子が過ぎ去るのを待った。が、何を思ったのかカール王子は私の前へ来て立ち止まった。

「あなたは確か……ベルクラント家の家令、ラプターさんですよね？」

　想定内ではあったが、実際こうして声を掛けられると殺意が膨れ上がる。声、顔、存在、所作、その全てが気に食わない。だが、全ての感情を押し殺しつつ顔を上げ返答する。

「はっ。そのとおりでございます。ですが殿下、私は一介の家令、敬称は不要にございます」

「まぁまぁ、ここは公式な場ではないのですから、そう固くならずに。ロザリンド殿からお話はかねがね伺っていますよ」

　何を思ってこの男が私へ話しかけてきたのか理解できないが、無視してもロザリンド様のお顔に泥を塗ることになってしまうため、嫌々ながらもそう悟られないよう対応する。

「恐縮でございます。何をご覧になっていらしたのですか？」

【ロザリンド】という単語がこの男から放たれる度に抑えがたい殺意が膨れ上がるため、話題を変え、この男を見ないためにも花瓶へ視線を移した。

「これですよ。この花瓶に活いけられた花を。ラプターさんはどう思います？」

　花瓶には季節の花が最も開花した状態で、余分な花や葉を切り整えられた状態で飾られていた。

「どう……とは？」

「美しいと思いますか？」

「はい。彩いろどり、花言葉、調和具合、とてもセンスを感じます」

　私の返答にカール王子は首を横に振った。

「そうですか、ボクはとても醜悪だと思います」

「……それは何故です？」

　醜悪という似合わぬ単語にカールを見る。銀色の瞳に憂いなのか怒りなのか、何を宿しているのかよく分からない表情のままカールは続けた。

「これはボクの持論ですが、ものはあるべき姿そのものが最も美しい。この花ならば、土の上に無造作に生えたままの姿が最も美しい。たとえ踏まれ、虫に食べられ、見るも無む惨ざんな姿となっても、それはまた特別な意味で美しい。だからこのように、あるべき場所から切り離され、美しく見えるよう加工されたこの花を、どうしても美しいと思うことができないのです」

「なるほど……」

　実にグスタフ人らしい自然主義的な考えだと思った。

「ですが、自分が気に入った花ならば、害虫がつかぬよう、風に散らされぬよう、人や動物に踏まれることのないよう、屋内で大切に育てたいとは思いませんか？」

「ふふっ……」

　私の問いにカールは微笑とも嘲笑ともつかない笑みを浮かべた。

「だからこそ、より尊いのですよ──」

「？」

「分かりませんか？　かもしれませんね。では、用があるのでここで失礼します」

　その言葉の意味を理解しかねた私に、カール王子は微笑を浮かべこの場を後にして行き、すれ違いにニシャがやってきた。

「あっ、マスター、ここにいたんですか」

「ああ、ニシャか、ロザリンド様のご様子は……？」

「そりゃメッチャメチャ怒ってましたよ」

「何故……？　私は気付かぬうちにどれほど酷ひどい粗相をしてしまったのだ……？」

「……本気で分からないんですかマスター？」

　呆あきれたような表情を浮かべるニシャ。

「……ああ、正直、皆目見当がつかん」

　ニシャは心底呆れたというようにため息を吐いた。

「はぁ……ロザリーはマスターが自分を放って、王女とイチャイチャしてるから嫉妬してるんですよ」

　いくらニシャの言葉でも私は理解しかねた。

「まさか、ロザリンド様が、私などに嫉妬を……？　本当か……？」

　またニシャがため息を吐く。

「はぁ……マスター……。ホント、マスターはロザリーのことになると途端にポンコツになるんですから……」

「……そうだろうか？」

「はい。もしロザリーがカール王子とマスターの目の前でイチャつきはじめたらどう思います？」

「殺意が湧く」

「ロザリーだって同じですよ」

「…………まさか──」

「マスター、マスターがロザリーを想おもうほどに、ロザリーだってマスターを想ってるんですよ？　分かっていますか？」

　ニシャの言葉に私は神経を針で突き刺された思いがした。

「それは……なんてことをしてしまったんだ──」

　自分が犯した過あやまちに絶望しかける私へ、ニシャが片腕を摑つかんで引っ張った。

「とにかく、今はロザリーも、言い過ぎた、ラプターを呼んできてくれ、謝りたいって言ってるんで、戻ってきてください」

「あ、ああ、なら早くいかねばっ！」

　ニシャと共に客室に戻ると、シュンと項うな垂だれたご様子のロザリンド様が私を見て、近寄り私の袖の裾を軽く抓つまんで頭を下げられた。

「ラプター……さっきは感情的になってすまなかった……」

　私は即座にロザリンド様の両肩へ優しく手を置き、頭を上げてくださるように小さく力をこめ、首を横に振った。

「いえっ！　全て私のせいでございますっ……!!　浅慮でした、申し訳ございませんでしたっ!!」

　ロザリンド様は私の謝罪に、逆に本当に申し訳ないといった表情で首を横に振られた。

「いや……ラプターは悪くない……。悪いのは、私の醜い嫉妬心だ……」

　そのお言葉を即座に否定するよう声を上げる。

「醜くなどございませんっ！　このラプター、恐れ多くも、ロザリンド様のそのお心に欣きん喜き雀じゃく躍やくとしておりますっ……!!」

「本当かい……？」

　ロザリンド様は、不安げな表情で上目遣いに私を見られた。それだけで私の胸の内を悲喜交こも々ごもの感情が搔かきむしる。

「はいっ！」

「なら……」

　ポスっと、ロザリンド様が私の胸の中に飛び込んでこられた。

「許すっ。お前も許せ──」

「ああ……ああ──」

　ロザリンド様の温かく柔らかい感触、花のような香りに、全身が蕩とろけそうなほど痺しびれる──

「……勿論でございます。私は最初からロザリンド様の全てを愛しておりますれば、許すも許さないもござません……！」

「そう……それは嬉うれしいな──」

　顔を上げ、微笑を浮かべられたロザリンド様は、信じられないほど愛らしく、お美しかった。











八　ロゴスの最後












　マクミラン邸・ステファノスの私室──

「おいジェイド!!　他の奴やつ等らはどうした?!」

　そこにはロゴスのボスであるマクミラン、ナンバーツーであるジェイド、そしてロゴス最強の用心棒である【モルトケ兄弟】の姿があった。

「皆自分の屋敷に兵隊集めて引きこもってますよ」

「情けねぇ!!　それでも男かっ!!」

　怒鳴りながらウイスキーを呷あおるマクミランに、ジェイドは内心「お前も同じだろうが」と毒づいた。

　ラプターの指示により武闘派の最高幹部をプロフリゲートによって殺害された両組織は、報復として何度かスラム街に攻撃を仕掛けたが、そもそもプロフリゲートの規模も幹部も、なによりスラム街の地理すら分からないために効果的な報復ができるはずもなく、逆にゲリラ戦や神出鬼没な戦い方をするプロフリゲートによって散々に返り討ちにあい、多くの構成員や幹部を無駄に失う事態に陥っていた。

　さらに組織の規律を守る武闘派幹部が軒並み殺害されたことも相まって、プロフリゲートへと寝返る構成員の数も日を追うごとに増えていった。

　敵の居場所は分からず、自分たちの居場所は知られており、内通者すら出始める事態に最高幹部たちは報復するどころか、プロフリゲートの襲撃を恐れ部下たちに自身の屋敷を厳重に警備させ中にこもりきっているという状況であり、マクミランも威勢がいいのは口先だけであり、自身も例に漏れず、屋敷を厳重に警備させて今のように引きこもってくだを巻いているのであった。

「大変ですボスっ！」

「うおっ!!　なんだこの野郎!!　ノックしろや!!」

　マクミランはいきなり両開きの扉を開けて入室してきた部下に驚きカッとなってその頭をウイスキーのボトルで思い切り殴りつけた。

「ぎゃあっ!!」

　ボトルが砕け部下はウイスキーと血ち塗まみれになった頭を押さえながら蹲うずくまった。

「何遊んでんだ!!　とっとと要件を言え!!　殺すぞ!!」

「ぐぼっ!?　はっはいっ！　ぷ、プロフリゲートの野郎が殴り込んで来ました!!」

　腹を思い切り蹴られた部下は頭から血をピューピューと噴き出しながらなんとか答える。

「なっ……!!　ついに来やがったか……!!　いったい何人だ?!」

「ローブを着たマスターとかいう野郎とザビの二人だけです!!」

　部下の言葉にマクミランもジェイドもモルトケ兄弟も目を丸くする。

「はぁ?!　頭おかしいのかあの野郎共は!?　ぶち殺せ!!　絶対に生かして返すな!!　できるなら生け捕りにしろ!!　とっとと行けっ!!」

「はっ、はいっ!!」

　血を出しながら下がっていく部下を見ながらマクミランの最強の護衛であるモルトケ兄弟の兄ハンス、弟ラングが口を開いた。

「たった二人で？　ふざけやがって、ボス、俺らでぶち殺してきてやりますぜ。なぁ兄貴」

「だな、行くかラング」

　やる気のある二人に対して、臆病風に吹かれているマクミランが待ったをかけた。

「ま、待て奴等はどこに潜んでんのか分からねえ！　おもては陽動かもしれねえ。お前たちはここにいろ!!」

「チッ、分かりました」

「ま、用心棒ってのはそういう仕事ですからね」

「はぁ……」

　ジェイドはもうこのボスではダメだ。自分は仕える人間を間違えた。と、ため息を吐いたのだった──




　マクミラン邸・正門──

「ねぇマスター。本当にボクたちだけでよかったの？」

「ああ、そのほうがお前も楽しいだろう？」

「うんっ!!」

　深夜、ローブと直刀を二本帯刀した私とザビは堂々とマクミラン邸の正門の前へと立っていた。

　目の前にはロゴスの武装した構成員たちが私たちを見て得物を構えている。

　何故なぜ私とザビ二人だけなのかと言うと、これは他のロゴスやサロメの幹部や構成員に対する示威的な意味合いが強かった。

　私とザビの強さを見せつけること、そしてどれだけ厚く身を守ろうとも必ず殺すということ、そして二人だけでも手に負えないのに、未いまだ全貌が見えないプロフリゲートが全力を出したらどうなるのか？　という恐怖を植え付けるためだ。

「お前たち、これが最後だ。私に従うのなら、従わずとも逃げるなら許そう。道を開けろ──」

「やっ……やっちまえっ!!」

　幹部であろう男が号令を飛ばすと、末端構成員であろう男たちが武器を構えこちらへ向かってくる。

「ふむ……では、始めようか。ザビ？」

　私は両腰にある直刀を片手ずつ逆手で摑つかみ鞘さやから引き抜くと、指でクルリと半回転させ順手二刀に持ち替える。腕はダラリと脱力させ二刀の切っ先が地面を向く。

「ヒャッハーッ!!」

「ぎゃああああ!!」「ぎぃっく!?」「げべっ！」

　先走ったザビが次々とロゴスの構成員たちを容赦なく惨ざん殺さつしていく。大きく跳躍し頭部をかち割り、かと思えば上半身が地面に着くほど低く身を屈かがめ両足首を斬り飛ばし、起き上がり様に鳩尾みぞおちから背中に抜ける刺突を放つ──

「うらああああああ!!!!」「死ねやああああああ!!!!」「この野郎っ!!!!」

　私に向かってきた構成員たちの攻撃を足捌さばき、体捌きで数センチ、頭半分ほどのギリギリで躱かわしつつカウンターの致命の一撃を打ち込む。

「ぎゃっ!!」「!?」「っ……？」

　面打ちには半身を捻ひねって躱しざま振り下ろす相手の動きに合わせその頸けい動どう脈みゃくを、刺突には足捌きで数センチ、胸を掠かすめるほどの距離で躱し、同じく合わせるよう刺突を相手の鳩尾に深々と突き刺す──

　さらに疾走し、目の前で動揺する男の喉を左の刀で突き刺し、呆ぼう然ぜんとする右の男の面を右の刀で叩たたき割る。

「こっ!?　」「────」

「うらあああああ！！！」

　刀を引き抜き背後からの絶叫と共に放たれる斬撃を振り向きざま、足を一歩半だけ動かして躱しつつ、両鎖骨を縦に肺とともに斬り裂く──

「ぎゃああああ!!」

「囲めぇっ!!」

　号令と共に六人ほどの男たちが四方を囲む。

「一斉にやれえっ!!　行くぞっ!!!!」

「「「「おおおおおお！！！！！」」」」

　一斉に仕掛けてくるが、同士討ちを避けるためその攻撃と範囲は非常に限られたものとなる。ゆえに躱しやすい。背後からの刺突を音と空気で感じ取り、躱しつつ瞬時に逆手に持ち替えた刀を後ろに振り二人の鳩尾を突き刺す。

「ごっ!!」「げっ!?」

　さらに左右から斬りかかって来た二人の唐竹割の一撃を半身を反らして躱し、振り切って無防備となったうなじを即座に順手に持ち替えた得物で断ち斬る。

「「────」」

　残り二人となった目の前の男たちは、私とザビの人数差をものともしない圧倒的な実力、一方的な殺さつ戮りくに完全に戦意を失っていた。

「忠告はしたな？」

「ひぃっ!!」「アンタは強すぎる……！　規格外だっ!!　お慈悲をっ!!」

　武器を捨て命乞いする二人に近づき、腕を振り上げ、そのまま脳天へ向けて柄つかを振り下ろした。

　頭頂骨が深く脳にめり込むように陥没した二人は目や鼻から血を流し白目をむき、声もなく倒れた。

「私が強いわけではない。お前たちが弱過ぎるだけだ──」

　マクミランが配置した護衛の構成員たちは弱すぎた。

　銃弾を躱せるまで強化された反射神経を使うまでもない。

　目、足の動き、口の動き、小鼻の膨らみ、動く眉間、全てのノンバーバルな微小の動きが、敵自から私へ攻撃するタイミング、起こりを教えてくれているのだ。

　背後や死角からの攻撃は音と空気でわかる。

　後はそれらを最小動作で躱し、相手の攻撃に合わせた必殺の一撃を打ち込むだけでいい。

　別段、ザビのような才能や優れた筋力も反射神経もいらない、時間さえあれば誰でも体得できる、実にありふれた技術にすぎない。

「マスター！　何人殺せるか勝負しないっ?!」

「いちいち数えるのが面倒だ」

「あははっ！　それもそうだね！」

　私とザビで傷一つ、返り血一滴浴びることなく次々と庭にいる構成員たちを殺し続ける。クロスボウを構えた兵士が矢を射うってくるも、その全てを躱し、また得物で弾き無効化する。

「ああ……」「もう無理だぁっ!!」「逃げろぉっ!!!!」

　十分にも満たぬ間に数十人が殺されると、屋敷外を守っていた構成員たちが走って逃げて行った。

「あーあー、情けないんだー追う？」

「いや、奴等が私たちの恐怖を伝でん播ぱさせる。これでいい」

　そうして私たちは誰の妨害も受けずマクミラン邸の中へ入った──




　マクミランの私室──

「おい！　どうなってやがんだっ!?　家ん中が騒がしいじゃねえかっ!?」

　部屋の外から怒号や悲鳴、剣けん戟げきの音が響く。

「どうやら外の手下共が逃げたか殺やられたようですね」

　怯おびえるマクミランに対してジェイドはもう助からないだろうと覚悟を決めていたので、至極冷静であった。

「おい、音が近づいてきてるじゃねえかっ!!」

「そんな大声を出さなくても聞こえていますよ」

「なんでお前はそんなに落ち着いてんだ?!　まさか……お前、裏切っ……」

　言い切る前にジェイドが据わった目でマクミランを睨にらんだ。

「ボス、あまり見くびるなら、私がアンタを殺しますよ。そもそも、俺が裏切ってんなら、とっくにアンタは死んでるだろうが」

「お、おお──」

　未だ自身が死ぬなどとは微み塵じんも思っていないマクミランは、もう助からないと腹を決めたジェイドの迫力に気け圧おされた。

「俺はアンタと心中してやるつもりなんだ。だから落ち着いてんだよ。アンタもボスならボスらしく鷹おう揚ように構えてくれ。じゃなきゃ、死んだ子分共に申し訳ないだろう？」

　ジェイドの言葉にマクミランは二の句が継げなかった。その様子にモルトケ兄弟が感心したように口笛を吹く。

「ヒュー。流石さすがはジェイドの旦那。ナンバーツーは伊達だてじゃねえな」

「痺しびれたぜ」

「いいからお前たちはボスを守れ。奴等を返り討ちにしてくれよ」

「言われるまでもねえ」

「今まで俺らに勝てる奴やつはいなかった。無論、これからもだ」

　そう会話をしていると、今まで下の階からこの部屋まで近づいていた怒声や悲鳴、剣戟の音がすっかりやんでいた。

「来るぜ……」

「ボス、旦那、覚悟しときな──」

　次の瞬間、両開きの扉が開き、ローブを身にまとったラプターとザビが姿を現した──

　──

　────

　──────

「さて……久しぶり、かな──？」

　言いつつ、私は左の、ザビは右の扉に直刀とマチェットを突き立て、扉の裏に隠れていた構成員が音もなく絶命する。

「さて、中々の大立ち回りだったようだが、それもここでお終しまいだ」

「お祈りは済ませたか？」

　二メートル超はある長身の筋骨隆々としたモルトケ兄弟が得物である手て斧おのを構え、私とザビの前に立つ。

「お前たちのことは知っている。ハンス、ラング、私に従う気はないか？」

「悪いな、俺らは腐っても人間だ。スラムの腐れドブネズミに下げる頭はねえ」

「兄貴に同意見だ。お前等は臭くて堪たまらねえ」

「ドブネズミと言ったか……」

　禁句を言われたことで私の中で殺意があふれ、場の空気が変わる。

「ザビ、下がっていろ。この二人は私が誅ちゅうする」

「はぁいマスター」

　ザビが下がる。

「なんだ？　トサカにきたか？　こっちこそ舐なめられたもんだな」

「ま、どっちみち両方殺すんだ。どっちでもいいだろう。行くぜ」

　その巨体からは想像できないほど俊敏に動き距離を詰めたハンスとラングが、私へと斧おのを振り下ろす。だが、その攻撃を頭半分の近距離で両腕を垂れ下げユラリユラリと、あえて挑発するように脱力しつつ続く斬撃を躱す。

「ちっ！　このっ!!」

　ラングが放った唐竹割を避けると行き場を失った手斧が轟ごう音おんとともに床にささり、その隙だらけの首目掛けて斬撃を放つ、が、その一撃をハンスが止める──

　ガギィッ──!!

「やらせるかよっ!!」

「うらああああっ!!」

　ギギィンッ──!!

　床の斧を引き抜いたラングの横よこ薙なぎを右手の刀で受け止め、さらに瞬時に背後に回ったハンスの攻撃を左腕を上げ、刀を背中に回して受け止める。

「なんだこいつ?!」

「信じられねぇ力だっ!!」

「ふむ……もう、いい。やはりお前たちは不要だ。過失に対して実力が見合っていない──」

　大口を叩くだけの実力があるのなら生かしておくつもりであったが、それほどでもなかった。

「なに言っ──」

　言い切る前に脚へ斬撃を放つフェイントをいれ、手斧を下げたハンスの顔へ力を込めた後ろ回し蹴りを見舞う。蹴りが直撃したハンスの首がゴキリという音と共に直角に曲がる──

「兄貴ぃぃいっ?!　てめっ──」

　ラングが斧を振りかぶった瞬間、下顎から脳天へ向けて二本の刀を突き刺した──

「あれ？　おれれ？　けっ、かか？」

　後頭部まで貫通した刀を引き抜くと、ハンスとラングの二人は数秒焦点が定まらない瞳でフラフラとしていたが、すぐに倒れ絶命した。

「さて……残りはお前たちだけだな？」

「うっ、うわあああああああああ!!!!」

　私へ向けて短刀を両手に握って突進してきたマクミランの両手首をザビが片手で斬り飛ばした。

「あ？　え？　あああああああああ!!!!」

「うるさっ」

　失った両手首を見て悲鳴を上げるマクミランの両りょう腿ももへザビがさらに斬撃を加える。

「ぎゃっ?!」

　私の目の前へ両膝を突く形になったマクミランへ、二刀を交差させ刃を両首筋に当てた。

「あっ……まっ──」

「忠告は十分にしたはずだ──」

　そのまま剣を振り、マクミランの首を刎はね飛ばした。

「ふー……」

　ジェイドは床に転がるマクミランの頭を、全てを諦めた表情で見つめながらウイスキーを呷っていた。

「さて……これで、お前が今からロゴスの新しいボスだ。どうする？」

　ジェイドは私の言葉に青天の霹靂といった表情を浮かべる。

「どうする、とは……？」

「お前は有能だ。覚悟もある。稀け有うな人材だ。ゆえに、従うか、死ぬか、選ばせてやろう──」

　私の言葉にジェイドは目に狂信的な光を宿らせ、跪ひざまずいた。

「……ご随意のままに、今日から我等らが主人は貴方あなた様さまでございます。マスター」

「結構。まずは我等の傘さん下かとなることに不満を抱く組織内の反乱分子を粛清し、忠誠を示せ──」

「かしこまりましたマスター──」

　そうして、今日をもってロゴスはジェイドが新たなボスとなり、プロフリゲートの傘下組織となった──











九　サロメの最後












　王都・下水道サロメの隠れ家──

　大祭が二週目を終えようとする週末、先日ロゴスがプロフリゲート傘さん下かになったことを知ったサロメのボス、テイプリス・サモトラケは最高幹部と限られた信用のおける部下しか知らない、王都の広大な下水道にある隠れ家に移ったという情報を得た。

『薄はっ幸こうのロザリンド』本編及び設定資料集そしてロゴスとサロメが主役となるスピンオフ作品『相克のギャング』を読み、一字一句違たがわず暗記している私がその隠れ家の場所を知らぬはずもなく、今もまたザビと二人でテイプリスのもとへと足を進めていた。

「こんな薄汚い場所に隠れるなんて、ドブネズミみたいな奴やつ等らだねマスター」

　松明たいまつをかざすザビを睨にらむ。

「……二度と私の前でドブネズミという単語を使うな。部下にも徹底しろ、分かったか？」

　ザビが怯おびえたような表情を浮かべコクコクと頷うなずく。

「は、はいっ。ごめんなさいマスター……！」

「分かればいい」

　そしてサロメの隠れ家がある扉の前へと到着する。

「…………」「どうしてここが……」

　扉を守っていたサロメの構成員たちは信じられないといった表情で私たちを見ている。

「通せ。分かっていると思うが、反抗すれば命はない──」

「ちっ……！」「ここまできたらやるっきゃねえかっ……！」「死なば諸もろ共ともだぜ!!」

「あははっ！　いいねぇ！　丁度落ち込んでたから憂うさ晴ばらししようか！」

「待てお前等っ!!　ボスが中までお通ししろとのことだ!!」

　ザビがマチェットを引き抜き構えると、中から黒服を着た男が飛び出してきてそう一喝し、不承不承といったように男たちが武器を納める中、黒服が私たちの前まで歩み寄り恭うやうやしく頭を下げた。

「マスターとザビ様ですね？　ボスがお呼びです。どうぞ中へ」

「へぇ……お前んとこのボス意外と肝が据わってんじゃん。それとも何か企たくらんでんの？」

「まさか。滅相もございませんよ」

　私とザビは通されるままに隠れ家の中へと入った。

　地下であるため、燭しょく台だいと松明による灯あかりしかない、陰影が非常にハッキリと映えるような奥行きのある広い部屋だった。

　設定資料集や画集にあるとおり、食糧庫や酒棚、換気口、寝床、といった生活に必要なものは一通り揃そろっているが、下水の臭いや、とても換気や掃除が行き届いてないことから、以前ロザリンド様が監禁されていた地下牢ろうとは比べ物にならないほど不衛生な場所だった。

「そうだよなぁ……二大ギャングの武闘派最高幹部全員をたった一日で殺して、あのマクミランの屋や敷しきをたった二人で襲って全滅させたんだもんなぁ……そりゃ、この場所を知っててもおかしくないよなぁ？」

　通された奥の部屋でソファーに座っていたテイプリスは、観念して開き直ったような様子で独りごつ、グラスに入ったブランデーを呷あおった。

「……諦めがいいのだな？　私の傘下になる気になったのか？」

「はっ！　流石さすがに、何もしないでお前の下に付いたら部下たちに殺されちまうよ」

　自嘲するような笑みを浮かべたテイプリスはブランデーを飲み切ると、グラスを投げ捨てた。

「俺と勝負しろ」

　静かながら、砕けるグラスの音に負けない迫力のある響き、その瞳に迷いはなく、勝負師としての覚悟が見て取れた。

「勝負ぅ？　お前がマスターとやったら一秒以内にあの世行きだよ？」

「そりゃそうだろう。だがな、俺等は博ばく徒とだ。サロメは賭と博ばくを生業なりわいとしてここまで大きくなった組織だ。だから俺は、お前に賭博勝負を挑む──」

「はぁ……？　そんなもんマスターが受ける意味が……」

「いいだろう。お前の覚悟、見せてもらった。その勝負、受けようテイプリス」

「マスター」

　何か言いたげなザビを片手を小さく上げて制する。

「流石は当代の傑物だ。内容も聞かずに受けるとはな」

「無論、こちらも無条件というわけではない。私はこのローブを取るつもりはないぞ？」

「ああ。そのくらいのハンデはくれてやるさ」

「お前は、何を賭け、私に何を望む？」

　テイプリスはローブのフードで隠れている私の目の辺りをしっかり見つめながら応える。

「俺が賭けるものはサロメだ。お前が勝ったら、サロメはお前の傘下に下る。俺が勝ったら、サロメの独立を許し、不可侵協定を結んでくれ」

　その提案に私は一も二もなく即答する。

「いいだろう。なら、私からもハンデをくれてやろう。勝負の内容はそちらに任せる。ディーラーが必要な場合も全てそちらの人間を使うといい」

「…………本気か？」

　信じられないといった表情を浮かべるテイプリスへ微笑を絶やさず頷く。

「ただし……当たり前だが、イカサマをした場合相応の罰を受けてもらう──」

「いいぜ。じゃぁ、行くか。こっちだ」

　立ち上がったテイプリスに続くと、透明な高く丸いガラステーブルに対面となる椅子が二脚だけしかない部屋へと通された。

「ドローポーカーで勝負だ。無論、俺とお前のサシでな」

「ええ？　お前んとこのカジノ、テキサスホールデムじゃん？　なんでドロポ？」

「アレはお遊びだ。お前たちが剣を取るように、俺たちにとっての真剣勝負はドローポーカーなんだよ」

「いいだろう」

　私はテイプリスの対面の席に腰を下ろした。

「ディーラーはこいつだ。サロメの中で一番腕がいい男だ」

「バドイと申します」

　バドイと名乗るスーツに蝶ちょうネクタイを着けたオールバックの男が私とテイプリスの中間に立ち頭を下げた。

「あのさぁ、腕がいいってポーカーのディーラーに関係あんの？　あったとするならこっちにとっては不利ってことじゃん」

「安心しろ、俺は勝負事には誰であれ邪魔することを許さねえ。たとえ味方でも、それが俺の流儀だ」

「そこは疑っていない。ルールは？」

　無論疑っている。というよりも、設定的にこの男は自身を度量のある大物に見せているだけで、追い詰められればどのような手でも使う姑こ息そくな男、そういう設定だからだ。

「チェンジは一回まで、このチップを賭ける。ベット、コール、レイズの上限は十枚まで、これが無くなったほうの負けだ。時間制限は基本一分、持ち時間は五分、それでいいか？」

　そうして互いに純金製のチップの山が用意される。

「いいだろう。親はお前に譲ろう。カードのシャッフルはザビとそのディーラー交互で行ってから始める。それで構わないか？」

「おうよ」

　一戦目、カードが配られる。ディーラーの様子を見るにイカサマはされていない。私の手はエースとクイーンのツーペアだった。

　落ち着き払ったようなテイプリスの全身をくまなく観察する。顔だけではなく、頭のてっぺんから爪先までの動き全てを──

「ベット、十枚」

　テイプリスはいきなり上限の十枚をかけてきた。普通に考えればよほど良い手が入っていると考えられるが、断ずることはできない。ポーカーとは運の要素と心理戦の重ね合わせ。より精度の高い読みとブラフが勝利を導くゲームだからだ。

「コール」

　私も十枚のチップをシートの上に置く。

「チェンジ」

「チェンジ」

　テイプリスは二枚、私は一枚をチェンジするも、私はツーペアのままだった。

「レイズ、十枚」

　さらに間髪容れずにテイプリスは上限の十枚のチップをシートに置いた。

「…………」

　チェンジの枚数から考えればテイプリスはスリーカード以上の手を持っているとも考えられ、予想通りなら負ける。

　テイプリスの一見して強気な、一片の乱れも曇りも見られない表情からも相当な自信が見て取れる。

「…………」

　あくまで【顔だけは】だ。

　確かにテイプリスは完璧なポーカーフェイスを体得している。だが、そこから下がまだまだ素直過ぎた。

　人間のノンバーバール・コミュニケーションについては、この世界では未まだ解明・理論化されていない技術なのだろう。カードを持つ右手と表情は自信たっぷりだが、私がレイズした瞬間、その左手は左膝を軽く擦っていた。

「コール」

　さらに十枚置くとテイプリスの左手は首を撫なでた。先程の膝を擦る仕草と言い、これは人がストレスを感じたときに行う自身をなだめる行動の最たる例だ。

「ふふっ……」

「……何がおかしい？」

「手がよくないのだろう？　そのブラフは意味がない。言っておこう、このゲームは降りたほうがいい」

「ははっ！　そいつぁどうも！　レイズだ!!」

「コール」

　さらに二十枚のチップが場に出され、計六十枚となる。私の最速のコールに私に向けられていたテイプリスの足先がよそに向いた。

「…………チェック」

「チェック」

　ショーダウンするとテイプリスの手はブタで、ツーペアの私が勝った。

「やるな……アンタ──」

　テイプリスは、私を自分の得意分野においても強敵だと改めて理解したように表情を引き締めた。

「さぁ、次のゲームだ」

　私の親番、手はブタだった。

「ベット、一枚」

「レイズ、十枚」

　テイプリスは即座に上限をベットする。表情は相変わらず何を考えているか分からないように見えるが、その足を見ると先程までとは違い喜ぶように少しだけ小刻みに揺れていた。

「フォールド」

「!?」

　即座に降りた私に対してテイプリスが一瞬だけ驚いたような表情を浮かべる。それが私の判断が間違いではなかったという何よりも雄弁な反応だった。

「…………」

　何か言いたげだったテイプリスだが、自分の首を絞めると思ったのか結局何も言わず、ゲームが続行されたが、結局私がテイプリスの手を全て読み切り、降りるときは降り、攻めるときは攻め、結果、十数分にも満たぬまに、テイプリスのチップはなくなっていた。

「これで私の勝ちだな？」

「あっ……ありえねぇっ!!　てめぇイカサマしやがっ……」

　博徒としての自尊心を完全に打ち砕かれたテイプリスが負け惜しみを口にするがそれを遮る。

「負けがこむならそれも考えたが、残念ながら今回はまだ何もしていない。疑うならカードを変えるか、それともディーラーを変えるか？　どのみち、お前はもう賭けるものが残っていないがな」

「っ!!　待てっ!!　俺の……俺の命をチップに最後の一勝負してくれっ!!」

「はぁ？　お前何言ってんの？」

　ザビの言葉をたしなめるように片手を上げる。

「いいだろう。テイプリス。だが、命を賭ける以上、これが泣きの一回だ、次はない。分かるな？」

「ああ、感謝するぜ──」

「では、私は全チップを賭けよう」

「……すまねぇな」

　私にすまなそうに礼を言いつつ、テイプリスはディーラーへ視線を送った。

「では、始めます──」

「アハッ！」

　カードを配り始めたディーラーの手の甲をザビがガラステーブルを貫通する深さで突き刺した。

「ぎっ、ぎゃあああああああああ!!」

「な、何しやがんだっ?!」

「何しやがんだ？　最初にマスターが言ったよね？　イカサマには罰を……ってさ──」

　ザビがマチェットを引き抜くとディーラーの手に握られていた本来配られるべきはずだったカードと、テイプリス用に用意されたもう一枚の二枚の血ち塗まみれのカードが机の上に落ちた。

「……明確なイカサマだ。これには罰が与えられるが……テイプリス？　これはこのディーラーの独断だと私は分かっている。誇りある博徒であるお前の差し金の訳がない。そうだろう？」

　今までのポーカーフェイスはどこへやら、顔面を蒼白にさせ冷や汗を幾筋も流しながらテイプリスがコクコクと頷く。

「あ、ああ。そのとおりだ。まったく真剣勝負に水を差すたぁ信じられねえぜ……」

「そっ、そんな！　ボ──」

「ザビ」

「はぁい」

　ザビは返事と同時に絶望の表情を浮かべるディーラーの右腕を、肩口からマチェットで斬り飛ばした。

「あああああああああ!!」

「おい、こっち向くなよ。マスターに血がかかるだろうが！」

　ザビが絶叫と血ち飛沫しぶきをあげるディーラーをテイプリスへと向けて蹴飛ばし、その返り血で血塗れになるテイプリス。

「ザビ、見苦しい。とどめを──」

　返事よりも早くザビがマチェットでディーラーの顔面を頭頂部から顎にかけて両断した。噴き出す脳のう漿しょうと血がテイプリスをさらに汚す。

「……さて、ロゴスはマクミランを殺すことになり、我らの傘下になったが……テイプリス？　お前の命のチップは、どう使えば適切かな？」

　即座に立ち上がり私の前に跪ひざまずくテイプリス。

「ちっ忠誠を誓います!!　今よりサロメは全て貴方あなた様さまのものです!!　マスター!!」

「うん。思ったとおり、お前は利口で有能だ。今後ザビの下で私のために働いてくれ」

「……はっ……ははぁっ!!」




　プロフリゲート本拠地──
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　そこにはザビ、アズを始めとしたプロフリゲートの幹部の面々、そして新たに傘下に加わったロゴスの新ボスジェイド、サロメのボステイプリスといったボスと最高幹部の面々が集結していた。

　ラプターはマスターとして正体を隠したまま皆の前に立った。

「ロゴス、サロメ、約束通り、お前たちの今までの利権を認めよう。シマ割りも今のままでいい。私の指示に従っていれば、今までどおり好きにしてかまわない」

「「「「はいマスター!!」」」」

　だが、と、ラプターは釘くぎを刺す。

「その返答嬉うれしく思う。無論、裏切ることは許さない。もし裏切れば──」

　ラプターがザビに視線を向けると、ザビがにっこりと笑った。

「ザビ、分かったな？　今よりこの者たちは私の部下、そしてお前の部下となった。みだりに殺すことは許さん」

「はぁい。マスターがそう言うなら」

「しかし粛正は許そう。無論、お前の裁量で、な──」

　ザビの凶悪さを知っているプロフリゲート幹部はいわずもがな、ロゴスとサロメの皆もそれだけで顔面蒼そう白はくとなり、絶対裏切ることはできない。と、心底震え上がったのだった──











十　襲撃とシュパンダウ












「さて、楽しみだ。話に聞いてずっと行きたいと思っていたんだ。ラプターとニシャの始まりの場所へ」

　大祭も三週目に入った深夜、私たちはロザリンド様の強いご希望で、私とニシャが出会って一月を過ごした、思い出深い宿屋兼酒場「シュパンダウ」へと足を進めていた。

「もう、ロザリー、言い方が大げさだよ。ね、マスター？　？　マスター聞いてます？」

　月光から御身をお守りするためロザリンド様へ夜傘を差しつつ、そのうきうきと頰を綻ばされる可か愛わいらしいご尊顔に見み惚とれていると、ニシャが私の顔の前で手を振っていた。

「あ、ああ、すまないニシャ。ついロザリンド様のご尊顔に魅入ってしまっていた」

「サラッと危ない発言をするんじゃないよ」

「申し訳ありませんロザリンド様。で？　どうしたニシャ」

「どうしたじゃないですよ。ロザリーの期待が高すぎてガッカリされたら〜とか思わないんですか？」

「その時は客なり主人なりに重い責任を取ってもらおう。ロザリンド様を落胆させるなど、万死に値する」

「とうっ！」

　ロザリンド様は小さく跳躍なされ私の額をチョップされた。無論痛くはなく、むしろロザリンド様の柔らかな手刀の感触とひんやりとした体温、可愛らしい動作とかけ声に意識がトびかけた。

「それじゃ噓うそでも楽しいフリをしなきゃならないじゃないか」

「ははっ、勿もち論ろん冗談でございますロザリンド様。きっとお気に召していただけるかと思います」

「ならいいけどね」

「マスター……流石さすがにこんな私でもあの宿屋は思い出深いんですから、ホントにやめてくださいよ？」

「ニシャ、冗談と言ったろう？　私がお前との思い出を軽く見ていると思うか？」

「ま、まぁ……そうは思いませんけど……」

　それはそれとして【シュパンダウ】にいる誰かがもし万が一にもロザリンド様を害そうとしたり、そのお心を傷付けることがあったのなら、それは大罪である。当たり前の話だが罪人は処罰しなければならない。私の人格性格価値観関係なく、人が酸素を吸って二酸化炭素を吐き出すように至極当然のことなのだから。

「絶対冗談じゃないっしょ……」

「……店の人かわいそ」

「何か言ったか、ヴィラ、ニノ？」

「「いいえー」」

「ならいいんだ……が──」

　会話しつつ、私は背後から聞こえてくる足早な馬車の車輪と馬の蹄てい鉄てつの音を聞きつつ、そこから発される殺気のようなものを感じ取り、即応できるよう、腰に佩はいたサーベルの柄つかへ手を伸ばした。

「ニシャ、ヴィラ、ニノ」

「「「はっ──」」」

　三人は馬車の音と私の声色から瞬時に臨戦態勢へと移行する。

「うん？　どうしたんだい？」

「ロザリンド様、私の勘違いかもしれませんが、もしかしたら、少し騒がしくなるかもしれません」

「？　ラプターが言うのならそうなんだろうね。お前の勘が外れたためしはないから。なら、私は大人しくしていよう」

　何か危険が近づいているとお察しなされたロザリンド様が立ち止まられると、案の定馬車は私たちの目の前で急停車し、客車部分の扉がいきなり開かれると、中からクロスボウを構えた男四人が姿を現し、車中から躊ちゅう躇ちょなく矢を射かけてきた──

「ロザリンド様──!!」

　私は即座にロザリンド様を庇かばうようにその前に立ち、射出された矢を抜刀したサーベルで全て斬り・叩たたき落とす。男たちは空になったクロスボウを捨て、車内にある予備のクロスボウを構えると第二射をしてきたが、それも全て無効化する。

「ダメだ!!　行け!!」

　襲撃が失敗したと理解した首しゅ魁かいらしき男が声を上げ、御者が手綱と鞭むちで馬を叩き馬車が急発進して行った。

「判断が早いな……素人しろうとではない、か──」

　私が軽く振り返りヴィラとニノへ視線を向けると二人は小さく頷うなずいて馬車を追った。

「おいラプター！　ヴィラとニノが！」

　襲撃にほとんど動じられなかったロザリンド様が、なんとお優しいことか、馬車を追ったヴィラ・ニノの二人に初めて心配・困惑といった表情を浮かべられた。

「そのようなことよりもっ!!　ロザリンド様、お怪け我がはございませんかっ?!」

「私は大丈夫だ、お前のおかげで傷一つない、それよりもヴィラとニノが……っ」

「ご安心くださいロザリンド様。二人には王都を守る警備兵に今の襲撃を知らせるよう派遣しただけでございます」

「なんだ……ならよかった……って、大丈夫だと言っているだろうっ？」

「はいはい。マスター、傘は私が持ちますから」

「すまんなニシャっ」

　夜傘をニシャに任せ、ロザリンド様のお体に傷がないか、頭頂部から爪先まで目視で隅々まで確認する。

「あまりそうジロジロ見るな……その……恥ずかしいだろう……」

　恥ずかしさに頰を朱に染められるロザリンド様に、私は少しだけ首を横に振る。

「ですがっ、もしロザリンド様のお体に傷一つでもあれば一大事です!!」

「だ・か・ら！　私は大丈夫だ！　一応聞いておくけど、お前こそ大丈夫なのかいラプター？　クロスボウの一斉射を二回ほど一身に受けていたように見えたんだが……」

「はいっ！　ご覧のとおり傷一つございません！」

　私を見られたロザリンド様は、感心とも呆あきれともとれる、なんとも言えない表情をなされた。

「…………前々から思っていたんだが、お前は本当に人間かい……？」

「……？　どういうことでございましょうか、ロザリンド様？」

「目的は分からないが、賊の得物はクロスボウだったよね？」

「はい」

「どうやって防いだんだい？」

「はい。飛んでくる矢を見ながらサーベルの刀身で斬ったり刀の腹で叩いたりして落としました」

「……何本？」

「計八本です」

「ニシャ、どう思う？」

「流石はマスターです。私なら二・三本は斬り落とせても残りは避けることで精一杯です」

「うん、それも十分におかしいんだけどね。そもそも普通の人間は放たれた矢を見てから防げないんだよ？」

「ははっ。ロザリンド様、お褒め下さり大変光栄にございますが、人間は訓練次第で矢程度の速さのものなら、目視で避けることも摑つかむこともできるようになるものなのです」

「それが誰でもできるのなら、弓兵なんて兵科が普及するわけないだろう……」

「それにしても……ロザリンド様を狙うなど……万死に値する輩やから共め……」

　理由も動機も狙いも分からないが、絶対に楽には死なせない。今ヴィラとニノはザビ率いるプロフリゲートと協力して必ず今の襲撃犯全員を生け捕りにするだろう。後は──

「ラプター。せっかく楽しもうとしているんだ。そんな怖い顔はやめてくれ」

「はっ！　失礼しましたロザリンド様っ!!」

「……マスター、私には怪我がないか心配してくれないんですか？」

「ふふっ、ニシャ、私はこの程度の輩に傷を受けるお前ではないと信頼している」

「────」

　ニシャは答えなかったが、私からの信頼への喜びからかその頰に朱が差していた。

　そうして三人で【シュパンダウ】にたどり着いた私たちは私が先導する形でスイングドアを潜った。

「いらっしゃ、ああ！　ラプターの旦那にニシャちゃんじゃないかい!!　待ってたよお!!」

「お久しぶりですラプターさん、ニシャちゃん」

「おおっ久しぶりだな!!」「二人とも元気してたかっ!!」「ヒューヒュー!!」

　女将おかみや看板娘のテレジア、マスターを始め常連客たちが裏のない満面の笑みで迎えてくれた。

「はい。お久しぶりです女将さん。マスター、テレジア、皆さん」

「お久しぶりです」

　私とニシャが頭を下げると激しい歓声と指笛が鳴った。

「おや、じゃぁ、そのお嬢ちゃんが侯爵様かい？」

「はい。このお方が私たちがお仕えする、世界で最も尊く、お美しく、お優しい、ロザリンド・ベルクラント様です」

　ご紹介し、ロザリンド様が入店され、私たちよりも一歩前に出ると、店の皆がそのお美しさに息を吞んで言葉を失った。

「初めまして。ロザリンド・ベルクラントです。今日は、私の愛する従者二人の思い出の場所と聞いていた、ここシュパンダウへ訪ねさせてもらいました。今の私はただの私人。侯爵ではなく、ただの十二歳の小娘でしかありません。皆様には是非とも、気兼ねなく二人の思い出話など、聞かせてもらえれば嬉うれしく思います」

「あらぁ〜こりゃ可か愛わいいお嬢ちゃんだねぇ〜それに、加護人かい!!　ちょっと拝ませておくれ!!　ほら、テレジアもアンタも!!」

　グスタフ人にとっては日光病者＝加護人（神の加護を受けた人間）という価値観のため、女将とテレジアとマスターはロザリンド様の前に来て手をクロスし頭を下げた。

「や、やめてください。私はそんな大層なものではありませんよ」

「そんなことないぜ侯爵様よぉ！　この王都でもアンタは加護人って噂うわさで持ち切りだからよぉ！」「特にこの店じゃラプターの旦那とニシャちゃんが仕えた主人ってことで特に有名だぜぇ！」「奢おごるぜ！　可か愛わい子こちゃん!!」

「ふふっ、ありがとうございます。ラプターやニシャから聞いていたとおり、とてもいいお店ですね」

「ありがとうねぇ〜それじゃぁ、席に案内するよっ！」

　一年前、ニシャを連れてきた日のように二つの席を一つに合わせた特別席に座ると、テレジアが予あらかじめ予約で注文しておいた飲み物を持ってきてくれた。

「ブドウの果実水二つにショットウイスキーとビールになります」

「ありがとうテレジア。見ないうちにますます美人になったね」

「いえっ、そんなっ……あ、ありがとうございますっ……！」

　頰を紅潮させて下がっていくテレジアに常連が声を上げる。常連たちも私とニシャの主人であるロザリンド様を、加護人という噂も相まって日光病の者などということはいわず、心から歓待してくれていた。

「……まったく、ラプターは女だったら誰でも落とさないと気が済まないのかい？」

「いいえロザリンド様。私が落とすのではなく、向こうが勝手に落ちていくのです」

「ふふっ酷ひどい男だね」

「まったくだよ、とりあえずロザリー、乾杯しよ？」

「そうだね」

「「「乾杯!!」」」

　三人で乾杯し喉を潤しつつ、運ばれてくる料理に舌した鼓つづみを打つ。

「うんっ、美味おいしい。美味しいよ」

　ビスマルク風ステーキを召し上がったロザリンド様は、嬉しそうに頰を綻ばされた。

「よかった。私もそのビスマルク風ステーキおすすめなんだ。半熟の黄身と特製ソースが絡からまって最高でしょ？」

「そうだね。今度から屋敷でも出してもらおう。ラプター、作れるかい？」

「勿論でございます」

　お答えしつつ、美味しそうにステーキを召し上がるロザリンド様とニシャに、微ほほ笑えましさが止まらない。

「……ソースも？」

「はい」

「そもそもこのソース考えたのマスターだからね。元々は塩と胡こ椒しょうだけの味付けだったんだ」

「ええっ?!　そうなのかいっ？」

　驚くロザリンド様に食べ物を運んできた女将が大きく頷く。

「そうだよぉ！　ラプターの旦那には新しいメニューや特製ソースとか、色々教わっちゃってねぇ、亭主もアタシも、常連たちも頭が上がんないのさ！」

「ただでさえ美味うまかったこの店の飯がもっと美味くなっちまってよ！　おかげで財布が空っぽだぜ！」

「今じゃ旦那が考案した料理はラプター製とかラプター風なんて呼ばれるくらいだからなっ」

「あと忙しいときなんか、ニシャちゃんが店を手伝ってくれてなぁ……看板娘が二人になった、なんて言われてたんだぜっ」

「それは、主人として誇らしいですね」

　心から誇らしいといったように微笑まれるロザリンド様、一生見続けていたくなる。

「こういう場所に来たのも、生まれて初めてだから……すごい新鮮だよ。別の世界に来たみたいだ」

「確かに。私も初めてここに来たときそう思ったよ。今じゃすっかり慣れちゃったけど……ふふっ」

「ロザリンド様が喜んでくださるならなによりです」

　宴うたげが進んでいくと、自然とロザリンド様やニシャと客との心の距離も近くなる。

「それで、ラプターの旦那はここの代金を踏み倒そうとしたよそ者のゴロツキ五人を、たった三秒で全員ノックアウトしたんでさぁ！」

「ははっ！　それはラプターらしいね」

　楽しげにロザリンド様が笑みを浮かべられる。

「でしょ？　オマケに報復に来た十人を今度は五秒でノックアウトしちまったんでさぁ！」

「ラプター、やっぱりお前人間やめてないか？」

「ふふっ、ご冗談をロザリンド様。このラプター、正真正銘の人間でございます」

「うぃ〜いや……やっぱアンタ……ば、け、もん……だ──」

「誰かー！　介抱してやんなぁ!!」

「で、できればテレジアちゃん……で……」

「あ、やっぱいらないよ！　床に寝かせときな！」

「ひ……ひでぇ……」

　言いつつ、六十杯目になるショットグラスのウイスキーを飲み切ると、飲み比べしていた中で最後まで残っていた男が倒れ、女将に引きずられていった。

「ニシャちゃん、今度こそ、俺と結婚しないか？」

「申し訳ありません。今度もなにも、最初から心に決めた人がいますので」

「チックショー!!」

「お前ニシャちゃんに振られんのこれで八回目だからな」

「だからどうした!!」

「しつけーってんだよ！」

「うるせぇよ!!」

　さらにもう一人、見たこともないやつがニシャへ告白し振られる。

「これでニシャちゃんに振られたのは計何人目だ？」「五十七人目だな」

「ラプターさぁん、私と結婚してくださいません？　身も心も、財産も全て差し上げますわぁ」

「申し訳ありませんが、心に決めた人がいるので」

「えーん!!」

「アンタもこれで十回目だろ!!　いい加減諦めなよ!!　俺なんかどうだい?!」

「死んでも嫌!!」

「辛辣っ!!」

　さらにもう一人知らない女が告白してきたのでお断りする。

「これでラプターの旦那に振られたのは計何人目だ？」「百八人目だよ！」

「ふふっ、楽しいね。お酒が飲めるようになったら、もっと楽しめるのかな？」

「かもしれないね。だから、それはお互いお酒が飲めるようになったときのお楽しみにしよ？」

「そうだねっ」

　微笑み合う二人のなんと絵になることか──

「なんと微笑ましい……ロザリンド様……ニシャ……」

「ラプターの場合酒が回ったのか素なのか分からないのが難点だね」

「これは素だよロザリー。マスターはこの程度で酔ったりしないから」

「それはそれでどうなんだ……？」

　ロザリンド様は首を傾かしげられながらブドウの果実水を呷あおられた。

「それにしても、ラプターもニシャも罪作りだね」

「かもしれませんが、今この場で最も罪作りなのはロザリンド様でございます」

「そうなのかい？」

「はい。今この場で最も麗うるわしくお美しく、高貴で気品があり、畏敬の念を覚え、それでいて抱きしめたくなるほど可愛らしい。どのような美称をもってしても言い表せない万物の美の根源でございますので」

「もう最近ラプターが何を言ってるのか分からなくなってきたよ」

「ロザリー成分を吸収しすぎてトんでるんだよ」

「なるほど……そう思うと確かに私は罪作りだね？」

「ふふっ、そうだねロザリー。はい、あーん」

　ニシャがロザリンド様の口元へカナッペを差し出す。

「ん？　あーん。んぐんぐ。あ、美味しい」

「でしょ？　ここのカナッペ、私のおすすめなんだ」

「……もっとニシャのおすすめを食べたいな」

「うーん……どれにしようかなぁ、沢山あるから、選ぶのに迷うよ」

「大丈夫、私はニシャのおすすめならなんだって受け入れるさ」

「ふふっ、なにそれ」

　ロザリンド様はニシャに甘えるように、そしてニシャもそれを嬉しく思うような反応をする。

「ああ……なんて美しい主従愛……いや、友愛か──」

　そうして宴もたけなわを過ぎた頃、ロザリンド様がボソリと呟つぶやかれた。

「ニシャとラプターの思い出の場所に来ることができた、思っていたとおり素敵な所でこんなにも楽しい。なんだか感慨深いよ」

「そうだね……」

「本当に楽しい……ヴィラとニノにはすまないことをしたね」

　私はロザリンド様の憂いを払ふっ拭しょくするよう首を横に振る。

「いいえロザリンド様。最初からヴィラとニノは送迎だけの予定でしたので、気に病むことはございません。二人には用が済み次第暇を与えておりますので、きっと今は古巣で旧交を温めつつ楽しんでいることでしょう」

　ザビという、何をするか分からない不発弾のような狂犬と賊の捕縛という共同作業をすることを旧交を温めるというのなら、だが──

「そうかい？」

「うん。そうだよロザリー。私も断言する」

「そう……ならよかった」

　ロザリンド様は心行くまで「シュパンダウ」を楽しまれたように思う。

　ニシャもそのように見える。

　私も、今日という日を記念日として覚えておくほど楽しく、夢のような時間であった──











十一　恐るべき罰












　王城・侍従長の執務室──

「クソっ！　どうなっている!!　ロゴスもサロメもまるで連絡が取れん!!」

　ガラハッドは神経質そうな顔に皺しわを寄せ、青筋を立てながら屑くず籠かごを蹴飛ばした。

「落ち着いてくださいウェルズリー様っ」

「落ち着いておるわっ！」

「ひぃっ！　もっ、申し訳ありませんっ」

　一年前に謎の失踪を遂げたチェンバレンに代わり、ガラハッドの側近となったキャメロンが頭を下げる。

「聞けば、今王都のギャング間では抗争が勃発中とのことで……きっと我々に割く余裕がないのでしょう……」

「だから分かっておると言っている!!　お前は私を馬鹿だと思っているのかっ?!」

　ガラハッドは目の前にあったリンゴをキャメロンに向けて投げつけた。

「ぶっ?!　もっ、申し訳ありません!!」

　リンゴが直撃した鼻を押さえながら、キャメロンは深く頭を下げた。

　ガラハッドは自身が率いる穏健派勢力を拡大させるための駒としてカール王子を招待した。

　というのに、当のカール王子はあろうことか、自身の政敵である強硬派に属するロザリンドに酷ひどくご執心であり、ガラハッドは計算が狂ったと大変腹を立て、また危険視していた。

　ベルクラント家はアルビオン王国十大貴族の一つであり、国王の覚えもめでたく、ただでさえ放置しておくには危険な存在であるからだ。

　さらには自身が一年かけて用意していたロザリンドを失脚させるための告発書も何者かに盗まれてしまっていた。

　このままではまずい。そう思ったガラハッドはギャングに依頼してロザリンドの暗殺（それが無理な場合スキャンダルのでっち上げ）を目論もくろんでいたが、当のギャングとは一切連絡が取れなくなっており、一つも思うように事が進まない今の状況が腹立たしくて仕方なくなっていた。

「ああっ……!!　クソっ!!　酒だ!!　酒を持ってこい!!」

「はっ!!」

　ガラハッドはその日は浴びるほど酒を飲んで床に就いた。




　王城・客室──

「マスター。今夜も、お出になられるので？」

　客室で領地から届く書類に目を通していたラプターに、ニシャがそう問いかけた。

「ああ。ギャングも統一した。後は大詰め、侍従長を支配下に置く」

「……私はやはり留守番ですか？」

　寂しさを含んだその声音に、ラプターは書類から顔を上げニシャを見た。

「ニシャ、こっちへ来い──」

　自身が座るソファーの横をラプターがポンポンと叩たたき、ニシャが静かに腰掛ける。

「不満か？」

「……いえ、自分の役目、ロザリーを守ることが、どれほどマスターにとって重要で、信用できる者にしか任せられないことか、重々分かっています……」

「すまないなニシャ」

　言い切る前にラプターはニシャの肩を抱き、頭に頰をつけた。それも、優しく、一片の性愛も含まない、父性のこもったものを。

「ベルクラント領内なら猟犬にも任せられるが、王城ここはいわば敵地の中心部、ニシャ以外に安心してロザリンド様の警護を任せられる者はいない。それは猟犬の誰であってもだ。ニシャがロザリンド様を守ってくれているからこそ、私は安心してそのお側そばを離れ、動くことができるんだ」

「分かっていますが……私、王都に来てから、ヴィラやニノ、それにザビに比べて何もできていないです……」

「そんなことはない。今言ったとおりだ。それに……これは私のエゴだがなニシャ、私はできれば、お前に必要以上に手を汚してほしくはないんだ」

「マスター……でも私は……」

　自嘲しかけるニシャを遮るようにラプターが肩を抱く手に力を込めた。

「関係ない。手を汚した過去があるからといって、これからも汚し続けていく必要はないだろう？　それに、あくまで今は余裕があるから必要がないだけで、必要となればニシャにも動いてもらうつもりだ。分かったか？」

「……はいマスター。私もマスターと同じくらいロザリーが大切ですからね。勿もち論ろん、分かっています」

「頼むよニシャ。ロザリンド様を安心してお任せできるのは……私が心から信用できるのは、ニシャしかいないんだ」

「マスター──」

「ヴィラもニノもザビも、皆替えがきく。まぁ……ザビはその特殊性で言えば替えがきかないとも言えるが、たとえ失ったとしても私にとってはなんの痛つう痒ようもない。九牛の一毛だ」

「ふふっ、皆が聞いたら泣きますよ？」

「仕方がない。私はそういう人間なんだ」

　クスクスと笑い合い、ニシャは憂いが晴れたような顔付きでロザリンドのもとへと向かっていった。




　深夜・スラム街・プロフリゲートの本拠地──

「……ん？　ああ??」

　ガラハッドが冷たく硬い床の感触に目を覚ますと、そこはまったく見知らぬ場所であった。

「なっ……なんだここはっ?!」

「うっさいなジジイ」

「げっ?!」

　起き上がろうと半身を起こしたガラハッドの鳩尾みぞおちをザビが爪先で軽く蹴りつける。

「がっ?!　げっ……ごっ……?!」

　打たれ弱いガラハッドはたったそれだけで、体をくの字に曲げて悶もん絶ぜつする。

「ほら、ふざけてないで起きろよジジイ。マスターの御前だぞっ！」

「ぎっ……?!　ごふっ……くふっ……なっ……なにを……するっ……?!」

　ザビがガラハッドの前髪を摑つかんで無理やり起き上がらせると、ガラハッドは自身がいる場所、そしてその光景に愕がく然ぜんとした。

　目の前には玉座のような席に黒いローブを纏まとった、容姿も年齢も性別も定さだかではない者が座っており、その両横に自身も見たことのあるジェイドを始めとしたロゴスの幹部、さらにはサロメの幹部とボスであるテイプリスの姿まであった。

「どっ、どうやって、私を、ここに──？」

「あの程度の警備、このプロフリゲートからすればザルもいいとこだよ」

　自身はこの王国で最も警備が厚い王城の客室で寝ていたはずなのに、いつの間にか誰かに拉致され、しかも王城から運び出されている。状況を理解したガラハッドは顔面蒼そう白はくになった。

「わっ、私が誰か分かっているのかっ!?　このようなことをしてタダで……ひぃっ?!」

「やめろ、ザビ」

「はぁいマスター」

　ガラハッドへ引き抜いたマチェットを振りかぶったザビをラプターが止める。

「お前が侍従長でも国王でも関係ない。邪魔になるのなら殺す。それが我々プロフリゲートだ。分かったか？」

「…………」

　いきなりの事態、状況、言葉にガラハッドの精神は混乱の極致へと達していた。

「抗争は終わった。ロゴスもサロメも我等プロフリゲートへ服従し傘さん下かとなった。もう、お前の政争の要望を聞いてくれる組織はなくなったのだ」

「…………まっ、マクミランがいないようだが？」

　一番親交の厚かったマクミランの名を出したガラハッドに、ザビがアズから受け取ったマクミランの首をその目の前へ無造作に投げた。

「ひぃっ?!」

　ベチャリ……という音と共に目の前に落ちた、なんとか原形をとどめているくらいに腐乱したマクミランの首をみてガラハッドは腰を抜かし声にならない声を上げた。

「これで分かったか？　私に忠誠を誓うか、死ぬか、選べ──」

「…………」

　黙り込むガラハッドにザビがその首へマチェットを突き付ける。

「ひっ?!」

「マスター、こいつコレと同じになりたいみたいだよ」

　マクミランの首を爪先で小突きつつザビがラプターを見た。

「なるほど……ガラハッド、お前はこうなりたいのか？」

「いっ、いえっ!!　ちっ、誓いますっ!!　貴方あなた様さまに忠誠を誓いますっ!!」

　跪ひざまずくガラハッドにラプターは満足そうに頷うなずいた。

「よく言ったガラハッド」

　ラプターは微笑を浮かべたまま鷹揚に頷き、懐ふところから一つの書簡を取り出した。

「私はバランスを重視している。ゆえに、今後、このような勝手な行動は控えろ」

　ラプターは盗まれたはずのロザリンド告発書をガラハッドの目の前に放り投げた。

「なっこれは?!」

「このような大きなことをしようとするときは、必ず私の許可を得ること。分かったな？」

「はっ、はいっ!!」

「ならば、額づき、私の靴を舐なめろ」

「……っ！　はっ……!!　ははっ!!」

　ガラハッドは言われるがまま、苦痛に顔を歪ゆがめながら跪いて額を床に着けると、近づいてラプターの靴に舌を這はわせた。

「よろしい、これでお前の忠誠は証明された。返してやれ」

「「「はっ！」」」

「ぐぼっ?!」

　この場や王城への侵入経路を知られるワケにはいかないため、送り返す前にガラハッドはザビから鳩尾へ深い一撃を受け再び気絶した。

「これで諸問題は解決した。次に移る。この靴は捨てておけ」

　これでガラハッドによって戦争が引き起こされる事態は回避できた。悪夢が現実とならないはずだと、ラプターは気を引き締めつつも多少安あん堵ど感を覚えていた──

「マスター、捨てるならこの靴ボクが貰もらってもいい？」

　靴を脱ぎ捨てるラプターへ新しい靴を渡しながらザビがそう問いかけた。

「好きにしろ」

「わぁーい！　アズ、今ジジイが舐めた部分だけキレイに拭き取っておけ!!」

「かしこまりましたザビ様」

「いいか、マスターの靴なんだ、丁重に扱うんだぞ？　傷一つでもつけたら殺すから、あ、あとジジイが触れた部分以外にも余計なことしたら殺すから」

「心得てございます」

　靴を履き替えたラプターはザビ・ヴィラ・ニノを見た。

「さて……次だ。今夜の本題だ。ザビ・ヴィラ・ニノだけついてこい。他の誰も入れるな」

「「「はっ!!」」」

　ラプターはローブを着たまま、プロフリゲート本拠地内にある尋問室へと足を運んだ。そこには、先日ロザリンドを襲撃した男たちの首しゅ魁かいが椅子に縛り付けられ、猿さる轡ぐつわをされていた。

「さて……残りの襲撃者は？」

「全員捕まえて、こいつと同じように生かして捕らえてるよマスター」

「うん。それでいい猿轡を取ってやれ」

「ぶはっ！　なっ、なんで俺がこんなことにっ……！　別にギャングとことを構えるつもりなん……」

　猿轡を外された男が言い切る前に、ラプターはローブを外し素顔を晒さらした。

　そのゾッとするほど【完璧】と呼べるほどの端整な顔立ちに、雪を頂く火山のような、一見して涼しげな顔に、抑えきれないほどの殺意と怒気を孕はらんだラプターを見て、あまりの恐ろしさに男は言葉を失い、その形相はヴィラ、ニノ、そしてザビですら慄おののくほどであった。

　──

　────

　──────

「さて、私が誰か……分かるな？」

「あ、ああ……勿論だ──」

「なら、話は早い。何故なぜロザリンド様を狙った？」

　私の問いに目の前の男は、演技ではない本心から不思議そうな表情を浮かべる。

「ロザリンド様？　だれだそりゃ、俺たちが殺してくれと頼まれたのは、あ、アンタだ──」

「お前、名は？」

「ジ……ジャニンだ……」

　ジャニンの目をジッと見る。噓うそはついていないようだ。

「誰に頼まれた？」

「しっ、知らねえよ!!　アンタみたいな全身をローブで隠したような男だよ!!」

「その男の特徴は？」

「身長は百七十くらいか……？　暗かったからよく分かんねえけど、多分若かったとは思うが、それ以上は分からねえ!!」

「何故そのような話に乗った？」

「報酬がよかったからだよ!!」

　ジャニンの言葉を吟味しつつ、私は深く頷いた。

「……どうやら、噓はついてないようだ」

「だ、だから言ったろ」

「では、今から罰を与える──」

「は？　はぁっ?!　まっ、待ってくれ、確かにアンタを狙ったことはあやま……」

「そんなことはどうでもいい」

「えっ？」

「たとえ狙いが私であったとしても、お前たちがロザリンド様へ向けて矢を放ったのは事実。それだけで万死に値する。さて……夜明けまで後五時間か……時間がないな……」

　軽く後ろに手を伸ばし、ニノから棒ヤスリを受け取る。

「では始めよう。ザビ、ヴィラ、奴やつの口を開けさせろ」

「「はっ！」」

「ちっ、なっ、ぬぁいひやふぁ……」

　ザビとヴィラがジャニンの顎を摑んで無理矢理口を開けさせ、その口の中に棒ヤスリを突っ込む。

「先に行っておく。今からお前は地獄を見る。神経の痛みは、肉や骨の痛みを遥はるかに凌りょう駕がするからな──」

「ふぁ、ふぁにふぉ……」

「口を閉じさせ、頭を動かさないようにしっかり押さえていろ──」

「「はいっ！」」

　棒ヤスリを咥くわえる形で無理矢理口を閉じさせられたジャニンは首から上が動かないようガッチリ固定される。

「では、行くぞ？」

　棒ヤスリをギコギコと動かし始める。

「まだ痛くはないだろう？　だが、だんだんと……ヤスリが痛みに近づいてきているのが分かるな？　そして痛みを感じ始めたら……地獄の始まりだ──」

　言いながらヤスリを動かし続け、徐々にジャニンの上下の前歯が削れていく。

「むっ?!　むあっ！　んっ!?　ぎっ!?」

「ふむ、神経に到達したか……さて、ここからが本番だぞ？」

　力を込め、ギコギコとヤスリを動かすと、ジャニンは気が狂ったような悲鳴をあげる。

「ぎぃいいいいいあいあいいいいい!?!?」

「ニノ、暴れさせるな」

「はっ！」

　ザビとヴィラがジャニンの頭と口を、ニノが体を押さえつける。

「んんんん〜〜〜〜[image: ん゛]っ[image: ん゛]っんん〜〜っ!?!?!?」

　容赦なく動かすヤスリはジャニンの前歯上下二本の神経を的確に捉えて削り落としているのだろう。ジャニンは想像を絶する激痛に、気が狂ったように悶もだえ、呻うめき声を漏らし、体や手足をビクンビクンと動かす──

「気が狂いそうか？　ショック死しそうか？　大丈夫だ。私はその匙さじ加か減げんに自信がある。まだまだ殺さんさ。少なくとも、夜明けまでは──」

「!!!!?!　べキャッ!?」

「……口を開かせろ──」

「「はっ！」」

　激痛に涙を流しながら眼振を起こし、顔中が涙と脂汗まみれになるジャニンの口内から歯が砕けたような音が鳴り、グッタリとしているジャニンの口をヴィラが開かせると、あまりの痛みに歯を思い切り食いしばったのであろう、両奥歯上下四本が砕け割れていた。

「まっ……まっふぇ……ぜ、ゆるひ──」

「許すも許さないもない。これは罰と言ったはずだ」

　ジャニンの命乞いを一蹴する。

「お前はただ黙って、ロザリンド様を危険な目に遭わせた愚かさを悔いながら、苦しみ続ければいい──」

　絶望の表情を浮かべるジャニン。

　その体と顎と頭を再びザビたちが押さえつけ、無理矢理開かせられた口へ棒ヤスリを伸ばす。

「では再開だ。安心しろジャニン。なにせ、歯は二十八本もあるのだからな──」

「まっ……まっ……ぎゃああああああああああああ!!!!」

　そしてジャニンは夜明けまで歯の神経を削り続けられ、激痛と衰弱により絶命した。

「私たちは戻る。ザビ、残りの襲撃犯たちもこのジャニンと同じように殺せ」

「はぁいマスター！」

　私はフードを被かぶりながら、ヴィラとニノを伴いその場を後にする。

　これで分かった。先日の毒酒の件といい、今回の襲撃といい、誰かが私を明確に狙っている。侍従長やその配下ではない。では誰だ？　分からない……だが……明確に誰かが私を狙い、暗躍している……誰だ──？

　誰かの明確な恨みを買った覚えは侍従長かワイアット派しかいないが、それらは厳しい猟犬の監視体制下に置かれており、動きはない。

　ロゴスもサロメも、プロフリゲートの最高幹部すら、ザビ以外マスターである私の正体を知らないのだから、おもての顔であるラプターを襲わせる理由がない。

　なら誰が自分を狙っているのか？　ロザリンド様ならまだしも、ピンポイントで自分を狙うとは──

「この私が……犯人の片へん鱗りんすら摑めんとは……」

　今回の敵の目的と正体がまったく摑めない。

　やはり悪夢が関係しているのか……？　運命が、この世界が原作へと収束しようとしている？　頭を振ってこの強迫観念を打ち消す。

「だが、失敗だったな……簡単に私は殺とれんぞ。それに、運命という目に見えぬものではなく、誰かなら、対処できる──」

　それでも諜ちょう報ほう員いんの勘として、嫌なものを感じずにはいられなかった。











十二　ロザリンドとラプター












「あー……疲れた！　もう今日は何処どこもいかないっ！　休むっ！」

「かしこまりましたロザリンド様」

　大祭も三週目半ばを迎えた頃、連日続くカール王子を始めとする貴族たちからのアプローチや接待にお疲れになられたロザリンド様は、そうおっしゃって部屋着のままソファーへ横になられた。

　ニシャ・ヴィラ・ニノの三人は所用で出かけており、部屋には私とロザリンド様の二人だけだった。

「…………ラプター」

「なんでございましょうかロザリンド様？」

「こっちへ来い」

「はい」

　おっしゃられるがままソファーに行くと、ロザリンド様は半身を起こされ、今まで頭が置かれていた部分を手で叩たたかれた。

「ここへ座って、膝枕してくれ」

「……かしこまりました、ロザリンド様」

　そこへ腰を下ろすと、ロザリンド様が私の膝へ頭を乗せられた。柔らかく、温かみのある、円い重さ、花のような香り、その全てが私の五感を打つ。

「……こうして二人きりになるのも、久しぶりだね」

「……はい。そうでございますね」

　三十日と十四時間十三分十二コンマ三秒ぶりです。と言うとひかれてしまうと思ったので口にはしなかった。

「今日はニシャが帰ってくるまでとことんラプターに甘えるぞっ」

　ロザリンド様が私に甘えてくださる、そのお言葉、その事実に私は飛び跳ねたくなるような喜びと感動を禁じえない。

「なんでもお言いつけくださいませロザリンド様っ……！　このラプター、ロザリンド様のためなら、できぬことなど何もございませんっ！」

「ふふっ、お前なら本当に何でもやりそうだから困るよ」

「ロザリンド様のためなら世界だって征服してご覧に入れましょう」

「そんな壮大なモノはいらないよ。ラプター、マスカット」

「はい、ロザリンド様」

　手袋を外し、皮も食べられる種無しマスカットをロザリンド様のお口へ運ぶ。

「んぐんぐ」

「こんなに愛らしい超越的存在がこの世に存在することが奇跡（美味おいしゅうございますか？）」

「飲み物」

「はい、ロザリンド様」

　麦ばっ稈かんを挿したブドウの果実水をそのお口へ運ぶ。

「こくこく」

「この麦稈は国宝、いや、世界宝にして、この世界が滅亡するときまで大切に保管されてしかるべきじゃないか（喉は潤われましたか）？」

「ラプター指」

「はい、指……？　指でございますか……？」

「うん、人差し指」

「は、はぁ？」

　よく分からないまま左手の人差し指をロザリンド様のご尊顔の前に差し出した。

「カジカジ」

「!?!?!?」

「あむあむ」

「!!!!!!??????」

　私の人差し指を甘あま嚙がみされるロザリンド様。突然のことに、さらにその柔らかな温かい唇と歯の感触に脳が痺しびれ意識が爆散しそうになる。

「………………ロザリンド様、なにをなされているのです？」

「お前の指を齧かじってる」

「…………………………何故なぜ？」

「なんとなく。齧りたくなったから」

「……………………………………然さ様ようですか」

「……嫌か？」

　上目遣いに私を見られたロザリンド様の愛らしさに、たたでさえ正気を保っていることが困難な今の私に追い打ちがかけられた。

「ははっ、まさか。ただ……一生齧られ続けたい（少し困ってしまいます）」

「……恐らくだが、さっきから本音と建前が逆になっていると思うんだが？」

「はっ?!　いえいえ、そのようなことは……」

　混乱する私を見てロザリンド様は嬉うれしそうにお笑いになった。

「ふふっ……あははっ……！　なんだい、一生齧られ続けたい……って……！　くっ……ふふふ……っ！」

「申し訳ありません。うっかり本音が漏れてしまっていたようです」

「あははははっ！」

　ロザリンド様は膝枕されながら、お腹なかを抱えて大笑いなされた。

「はぁーあ……笑い過ぎて涙が出てきたよ。ラプターのせいだぞ」

　涙を拭われながらロザリンド様は仰向けになられ、私を真っ直ぐに見つめられた。

「申し訳ありませんロザリンド様」

「でも、ま、ラプターにそんな顔をさせられるのも、こうやって困らせられるのも、私とニシャだけの特権、そうだろう？」

「はい、ロザリンド様。私にとって、ロザリンド様とニシャ以外は全て有象無象でございます」

「ふふっ、酷ひどい男だねラプター。けど……嬉しいよ……こんな独占欲がある女をラプターはどう思う？」

「その対象となる人物は、この世で最も幸運で幸福な者だと断言いたします」

「なら、お前は今、この世で最も幸運で幸福な者ということかい？」

「はい。世界一の幸せ者、幸福の極致でございます」

「ふふっ……そう……ならよかった……」

　ロザリンド様は嬉しそうに目を細められた。

「頭を撫なでてくれ」

「はい、ロザリンド様」

　ロザリンド様の絹のような純白の御お髪ぐしを愛あい撫ぶする。

「うん……いい気持ちだ……やっぱり……こういう時間が一番いいね──」

　気持ちよさそうに、ロザリンド様が微ほほ笑えまれる。

「このままずっと、こうしていられたらいいのに……」

「……私もそう思います」

　心地良い無言の時間が流れる。

「……なぁラプター、お前は私を幸せにしてくれると言ったな」

「はい」

「それは……いつまでだ──？」

　ロザリンド様は、少しためらうようにおっしゃられた。

「無論、一生でございます」

「っ……！」

　私の答えに、淡雪のように白い肌が一瞬で紅潮なされた。

「ふっふふ……一生……そうか、一生か……」

「はい。一生でございます」

「お前は一生かけて、私を幸せにしてくれるんだな？」

「はい。それも、全力で、でございます」

「それはいいことを聞いた。夢なら覚めないで欲しいくらいに──」

「ご安心くださいませ。ロザリンド様。紛まごうこと無き現実でございます。たとえ夢だったとしても、現実にしてご覧にいれましょう」

「心強いね。それでこそラプターだ」

「恐悦至極にございます」

　少しだけ、何か考えられるような素振りをされたロザリンド様は、横向きになられ、口を開かれた。

「……最近、この王都に来てから怖い夢をよく見るんだ」

　怖い夢、という単語に私は過敏に反応しそうになる自分を抑えた。

「……それは、どのような？」

「私は今でもずっと地下牢ろうに監禁されていて、兄上やメアリーに酷い虐待を受けているんだ……満足に食べ物も与えられず、鞭むちで叩かれ、暴言を吐かれ、救いのない毎日を、ただただ死なないだけのような日々を過ごしている夢を──」

「ロザリンド様──」

　それは原作『薄はっ幸こうのロザリンド』の話だ。今は私が介入したため、そのような事態になってはいないが、ロザリンド様は無意識の内に原作の自分を夢で体験されているというのか？

　私の悪夢とは内容こそ違うものの、共通点は一つ、それは【ロザリンド様が不幸になる】ということだった。

　そしてもう一つ、私とは違い、ロザリンド様は王都に来てから悪夢を見るようになったとおっしゃった。ということは【悪夢を見せる原因】となるようなものが王都・王城にあるということなのだろうか？

「けど、本当に怖いのは、地下牢に監禁されていることでも、虐待を受けていることでもないんだ……」

「……と、おっしゃいますと？」

　ロザリンド様は、再び仰向けになられ、私の両頰を手で優しく触れられた。

「ラプター、お前と、ニシャがいないことが一番怖いんだ──」

　真まっ直すぐな瞳であられた。紅玉のように美しい深紅の双そう眸ぼうが不安に揺れていらっしゃる。

「ロザリンド様……」

「ラプター、いなくなるなよ？　絶対に私を一人にしないでくれよ？」

　その言葉、潤む不安な瞳、全てを抱きしめて差し上げたかった。「大丈夫です」と「絶対私がお守りいたします」と──

「勿もち論ろんでございますロザリンド様。私は何があろうとも、生涯ロザリンド様のお側そばを離れることはございません。いいえ、来世というものがあるのなら、たとえロザリンド様が嫌がられようと、何世でもロザリンド様のお側に侍はべらせていただきたく思います」

「ふふっ、それは嬉しいね……けど、少し心配だ──」

「なにが、ご心配なのでございましょう……？」

　ロザリンド様は、私の頰に当てた手に少しだけ力を込められた。
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「お前は、自分を過小評価していることだ。私とニシャにとって、お前がどれだけ大切な存在か……お前は分かっていないだろう？」

「……そうでしょうか？」

　二人が私のことを大切に想おもってくれていることは分かっている。が、それがどれほどのものか、確かに私が二人に想われる価値があるのか？　と問われれば「ある」と断言はできなかった。

　私にとってはロザリンド様とニシャ以外は有象無象、価値など微み塵じんも感じない。それは自分自身に対してもそうであったからだ。

「そうだ」

　頷うなずかれつつ、ロザリンド様が頰から手を離し、左手を差し出された。

「…………」

　優しく握り返す。

「一生私を幸せにする……約束だぞ？　破ったら許さないんだからな？」

「はい、ロザリンド様。絶対に破りません」

　真っ直ぐにロザリンド様の瞳を見つめ返しお答えする。

「うん……信じるよラプター」

　握った手に力が込められた。

「はい、ロザリンド様。私は永遠、永遠が無いというのなら、永遠が終わるまで、ロザリンド様を愛し、お側を離れません。誓います──」

「うん……信じるよ、ラプター、約束だ──」











十三　主人と従者と相棒と












「……とのことです。つまり、侍従長ないし首謀者はギャングを用いていた可能性が高く、大祭中は収まっていたのではなく、抗争中でそれどころではなかった、ということのようです」

　夜、宰相の私室へ行き、前に頼まれていた強硬派貴族暗殺事件の捜査報告をしていた。

「なるほど……ガラハッドの奴やつめ、よりにもよってギャングを使っていたのか……っ！　それではいくら城内に気を配っても分からぬはずだ──！」

「ガラハッド……本当に狡こう猾かつで老ろう獪かいな男ですわね……」

　クロムウェルが悔しそうに眉をひそめ、マチルダが親指の爪を軽く嚙かんだ。

「ですがロゴスもサロメも新興勢力として台頭してきた、スラムを本拠地とするギャング組織プロフリゲートによって吸収されたため、侍従長もしくは強硬派暗殺の首謀者は、今までのようにギャングを頼れなくなるだろう……とのことです」

「一ひと先まずは安心してもいい、ということですの？」

「はい。あくまで予想ではありますが」

「いや、それでも十分じゃラプター。このクロムウェル、礼を言うぞ」

「私もですわっ、流石さすがはラプターですわっ！」

　頭を下げるクロムウェルと腕に抱き着こうとするマチルダをやんわりと手で制した。

「いえいえ、お二方、私はただ伝つ手てを辿たどり情報を得たまで、何も解決させてはおりません。ですから、お礼など滅相もございません」

「何を言う。【ギャングを用いていた】という事実を知れただけで大収穫じゃ。上手うまくいけば、逆にこの事実を用いて奴を追及出来るかもしれぬぞ」

「そうですわね。その話をもう少し詰めましょうクロムウェル」

「一家令の領分を超えたお話とお見受けしますので、私はこれで失礼させていただきます」

「うむ、ご苦労じゃったラプターよ。ロザリンドにもワシが礼を言っていたと伝えておいてくれ」

「今度は、このような野や暮ぼなものではなく、ゆっくり楽しいお話でもいたしましょうラプター」

「かしこまりました閣下。そうですね殿下」

　そうして部屋を出る間ま際ぎわ、私は余計なことをされても困るため二人に対して警告を述べておくことにした。

「一応ですがプロフリゲートはスラム発祥ということ以外、ほとんどが謎に包まれた組織です。二週も経たたずにロゴスとサロメを支配下に置いたことから分かりますとおり、かなり過激で凶悪です。深入りはしないほうがよろしいかと思います。私の伝手をいくら辿っても、これ以上探ることはできませんでしたので。おそらく、侍従長ですら御しきれないような組織でしょう。むしろ、取り込まれるくらいに……」

「なるほど……触らぬ神に……か、分かった、その忠告、しかと覚えておこう」

「転ばぬ先の杖つえですわね」

「では、改めて、失礼いたします」

　一礼して部屋を後にし、既にシャワーを浴び終えていたのでそのまま部屋へ戻ると、寝間着姿のロザリンド様とニシャがソファーへ座り、なにやらうずうずそわそわとされていた。

「？　ロザリンド様、如何いかがなされました？　いつもならお休みになられている時間ですのに……ニシャも寝間着姿で？　それにヴィラとニノは？」

「二人はもう寝ていますよ」

「なに？」

　ニシャの返答に少し苛いら立だちを覚える。起きている主人を放ほったらかしにして、先に寝る使用人が何処どこの世界にいるというのか？　そういった躾しつけはしっかりと施したはずであったが──

「二人を怒るなよラプター。私が先に寝るように厳命したんだ」

　だがその怒りもロザリンド様のお言葉で雲散霧消する。

「……それは何故なぜでしょう？」

「それがですねマスター……」

　なにやら言いにくそうにしているニシャに変わりロザリンド様が答えられた。

「そんなの一つに決まってる。ラプターを待っていたんだよ」

「？　私にご用が？」

「その前にっ！」

　ロザリンド様は私の前に歩み寄ると、クンクンと私の服や腕に鼻を近付けられた。

「どっ、どうなされましたっ？」

「いや、今回はちゃんと言いつけを守ったか確かめているだけだ。うん、大丈夫。殿下の匂いはしない。ラプターの匂いだ」

「はいロザリンド様。今回だけでなく、今後もそのようなことは起きません」

「いい心がけだ」

「……それで、ご用というのはこのことだったのでしょうか？」

「まさか、今のはあくまで確認。本当の用事とは全然関係ないよ」

「本当の用事？」

「うん。この前ラプターが膝枕をしてくれたろう？」

「はい」

「やっぱりあれだけでは足りなかったんだ」

「足りませんでしたか」

「ああ。分かるなラプター？」

「……??」

　ロザリンド様が何をおっしゃりたいのかいまいち理解できない私は首を傾かしげた。

「だから今日はそれを解消しようと思う！　足りないものは補わなければならない！

　違うかい!?」

「…………違いませんロザリンド様」

　まったく分からないが、ロザリンド様がおっしゃることが全て正しく、ロザリンド様がこの世の真善美であるため、同意し頷うなずく。

「三人で一緒に寝るのに、私とニシャ以外の匂いがついていたら嫌な気分になるだろう？」

「なるほど、それで……うん??」

　ロザリンド様のお言葉が理解できず、首を傾げる。

「どうしたラプター？」

「…………？　??　ううん??」

「ロザリー、マスターが混乱してるよ」

「確かに、このままだとフクロウみたいに首が一周しそうだね」

「マスター、ロザリーは今夜、マスターの部屋で三人で一緒に寝たいみたいなんですよ」

「ははぁ、なるほどな…………[image: え゛]っ!?」

　ロザリンド様とニシャと同どう衾きんなど、考えただけでも、いや、あまりにも現実味がなさすぎて、諜ちょう報ほう員いん用に現実的論理的思考特化で構成された脳髄が特大のイレギュラーにエラーを起こし、並列処理数と思考速度が売りの頭がまったく回らなくなる。

「なんだろう、最近のラプターはかなりコミカルになったね？」

「うん、ロザリーのせいだからね」

「マッジでっ!?」

「なんでそこで驚くの……」

　ニシャが呆あきれたような表情を浮かべる。

「わっ、私の部屋で、私とニシャと……お休みになられたいと？」

「ああ、お前が真ん中だ」

　絶対であるロザリンド様を否定することは、ロザリンド様がご自身に対して否定的な、自嘲的なことをおっしゃったときだけ。そう心に決めている私は、なんと言えばいいのか必死で頭を動かした。

「ロザリンド様、男女七歳にして席を同じうせず、という言葉もございますれば、あろうことか同衾などと……」

「ラプターは……嫌……なのかい……？」

　シュンとされるロザリンド様に、私はなんて愚かしいことを言ってしまったのかと自分で自分を打ち据えたくなった。ロザリンド様が望まれるなら絶対に叶かなえてご覧にいれる。それが私ではないか。と──

「いえ、嫌などと……何百万回生まれ変わろうとも思うはずがございません!!」

「！　ならよかった！　なっ、ニシャっ！」

　パァッと花が咲いたように微ほほ笑えまれるロザリンド様に、私は頭に極大の隕いん石せきが直撃したような衝撃を受ける。

「う、うん……そうだねロザリー」

　片やニシャは恥ずかしそうに頰を朱に染めモジモジとしていた。ニシャも良いい年ごろだ。きっと気恥ずかしいのだろう。

「ニシャ、嫌なら無理しなくてもいんだぞ？」

「い、いいえっ、嫌じゃありませんっ！」

　即座に否定するニシャに少し動揺する。

「そっ、そうか、ならいいんだが……」

「さあ行くぞ！　ラプターの部屋へっ！」

　私とニシャはロザリンド様にぐいぐいと押されるがまま、私の部屋のベッドの上へと三人で横になり、真ん中に私、左隣にロザリンド様、右隣にニシャの並びとなった。

「ふふっ……こうやって三人で一緒に寝るのは初めてだね」

「……そうでございますね」

「普通はこんなことやらないんだよロザリー」

「分かってるよニシャ。けど、いいじゃないか。私たちは普通じゃない。主人、従者、友、家族、それ以上の関係でもあるんだから」

「うん……そうだけど」

「ラプター、腕枕をしてくれ。勿もち論ろんニシャにもだ」

「かしこまりましたロザリンド様」

　私はもうこの段階で、自身が夢でも見ている心地で、ある種腹を決めたような感じになって二人に腕を差し出した。両腕にロザリンド様とニシャの頭の重さ、温かさが伝わる。

「実はこうやって三人で一緒に寝てみたかったんだ。屋や敷しきだと人の目があるけど、ここにはヴィラとニノだけだからね」

　嬉うれしそうなロザリンド様に、私は笑顔を返す。

「はい。二人は口の堅い者たちです。ご安心ください」

「ラプターが直々に教育したんだっけ？」

「はい。それはもう丁寧に」

　猟犬の存在はロザリンド様にすら内密にしている。

　そのため猟犬隊員は【私が目を付け直々に教育し、いざというとき護衛にもなる女中】とご説明していた。

「マスターの教育は厳しいからね。それは保証するよ」

「それはいいが……あまり手荒なことはしてはいけないよ……？」

「勿論でございますロザリンド様。私は無意味な暴力を振るい、不必要な罵倒をして人を教育するような、非合理かつ愚かな真ま似ねはいたしません」

「なら安心だ」

「……だから余計たちが悪いんだけどね」

　ボソッと愚痴るニシャに視線を向ける。

「……何か言ったかニシャ？」

「なにも言ってませんよ〜」

　クシャクシャとニシャの髪を撫なでる。

「ん〜〜〜〜」

「ラプター、んっ！」

　ロザリンド様がご自身の頭を私へ突き出された。

「？」

「んっ！　んっ！」

　さらに頭を私の腕にグリグリと押し付けられる。よく分からないがその愛らしさだけで失神しそうになる。

「!?　?!」

「マスター、ロザリーも髪を撫でて欲しいんですよ……」

「そうなのか」

　ニシャの耳打ちを小声で返しつつ、私はおそるおそるロザリンド様の御お髪ぐしを撫でた。

「んん〜〜」

　ロザリンド様は満足そうな声を上げられた。

「なんだこの世界一愛らしい高次元生命体は（ご満足いただけましたか）？」

「マスター、心の声と建前が逆になってますよ」

「はっ!?　そうだったかっ！」

「ふふっ、まったく、ラプターとニシャといると、本当に不安なんてどこかに行ってしまうね」

「そうだねロザリー」

　クスクスと二人が笑う。

「私も、ロザリンド様とニシャと共にいることができる、それだけで生きていることができるのです」

「それは嬉しいな私も同じだから」

「私もです」

　ロザリンド様もニシャも私も、互いに絆きずなというものがあることに感じ入り、しばし無言の時が流れる。

「……それにしても、毎日山と来る贈り物や恋文には困ってしまうね」

　話題を作るようにロザリンド様がそうおっしゃられた。

「そうだね。それにしても……どうやったらあんなに沢山来るの？　このままじゃ王城の貸倉庫がなくなるって城の使用人たちが困ってたよ」

「そんなこと言われてもね……どうせみんな私の地位目当てだから、なんとも言えないよ」

「それは違いますロザリンド様。ロザリンド様はこの世の頂点。惹ひかれない人間のほうが異常者なのです。つまりこれは当然の結果なのです。逆に私は貴族たちに常人が多くいることに安あん堵どしているほどです。ま、返礼やお断りの文面を考えるのには、少々困ってしまいますが」

「そんなこと言って、その贈り物の内の半分はマスターへなんですけど」

「いや、正確には六割がロザリンド様、三割が私、ニシャが一割だ」

「なんだ、ニシャもモテモテなんじゃないか」

「聞いた話では王城の使用人たちの間では、人気ナンバーワンらしいなニシャ？」

　ニシャは照れ隠しするように私の胸に顔をうずめると呟つぶやいた。

「……別に嬉しくありませんから。私は、マスターとロザリーしか見えていませんので……」

「ふふっ、嬉しいことを言ってくれるが、それは噓うそだな」

　優しく頭を撫でるとニシャが動揺したように声を上げた。

「なっ、なにがですかっ」

「うん、私もそう思う。ニシャはそんな簡単に割り切れない、情の深い性格だからね」

「ロザリンド様も同じでございますよ」

　答えつつ、私はロザリンド様の頭も愛あい撫ぶする。

「ロザリンド様もニシャも、私とは違い、情があって懐ふところが深い。私のように、人を完全に切り捨てられる性格ではありません──」

「……かもしれないね。でも、私にとっての一番は、やはりラプターとニシャだ」

「私もです」

「ありがとうございますロザリンド様。ありがとうニシャ」

　そうして、ロザリンド様がお休みになられるまで、この心地いい時間は続き、私とニシャも眠りに就き、この夜、悪夢は見なかった──











十四　ラプターとニシャ












　本日私とニシャはロザリンド様から暇をもらい、二人で王都を散策していた。

「何を考えてます、マスター？」

　大祭に浮立つ雑踏の中、私の半歩後ろを歩いていたニシャがそう声をかけてきた。

「色々だな。私を狙っている犯人は誰か、プロフリゲート・ロゴス・サロメ、侍従長や宰相、貴族たち、カールの動き、新しい猟犬候補、残したレキアとベルクラント領の統治と領民、分家頭について……我ながらキリがない」

「ふふっ、マスターらしいですね。それらを全部並列に同時処理しているんでしょう？」

「かもしれないが、意識したことがないからよく分からないな」

「ねぇ、マスター？　今日はなんでロザリーが休みをくれたと思っているんですか？」

　その口調は少しだけ不満そうなものであった。

「私とロザリンド様が二人で過ごしたから、私とニシャも二人だけで過ごす日を、というお優しいお気遣いのためだろう？」

　私の返答にニシャはため息を吐く。

「はぁ……分かってるじゃないですか」

「無論だ」

「だったら、分かっていますよね？」

「……何をだ？」

「マスターは、今日は私以外のことを考えちゃダメだっ！　てことですよ」

「……そうなのか？」

「はい。そうなのです」

　だったら私はロザリンド様にもニシャにも不誠実なことをしたことになる。先日ロザリンド様がおっしゃられたとおり、私はもう少し自分の評価を、もっと俯ふ瞰かん的に見直したほうがいいのかもしれない。

「すまんニシャ。今日はもう、お前とロザリンド様のこと以外は考えないようにしよう」

「ふふっ……そこで私だけ、と言わないのが実にマスターらしいです」

「すまないなニシャ。だが、私はロザリンド様とお前にだけは、できる限り噓を吐きたくないんだ」

「分かってますよ。ホント……マスターは私とロザリーのことに関してだけは、ポンコツになるんですから……」

「そうだろうか？」

「そうですよ」

「……どうも、私はロザリンド様とニシャのことに関してだけは、まともに機能しないようなんだ」

「分かっていますよ。そこがマスターが持つ唯一の人間味なので、私は好きですよ」

「ありがとうニシャ。嬉うれしいよ」

　微ほほ笑えむと、ニシャが少しだけ頰を赤く染め、キョロキョロと視線を動かした。

「マスター……」

「うん？」

「えいっ」

　そう言ってニシャが私の右腕に抱き着いて来た。ニシャの爽やかな石せっ鹼けんの香りに、成長途上の胸の膨らみの柔らかさと温かさが伝わる。

「……急にどうしたニシャ？」

「……別に？　マチルダ王女の真ま似ねです」

「なるほど」

　何故なぜ急にマチルダの真似をしたくなったのかは分からないが、駒として接するマチルダなぞよりも、愛おしいニシャが腕を抱いてくれている。それだけで、腕だけでなく心まで温かくなるのを感じる。

「嫌……ですか？」

　不安そうに上目遣いに私を見たニシャの頭を優しく撫なでた。

「まさか。嬉しいよニシャ」

「えへへ……」

　ニシャは嬉しそうに顔を綻ばせた。

「優越感です」

「優越感？」

「はい。私たちとすれ違う女たちが皆マスターに見み惚とれています。私はそのマスターを独り占めにしているんですから」

「だったら、私も優越感だな。男たちは皆ニシャに見惚れているからな」

「……急にそういうことを言うの、ズルいです」

「ズルいのか」

「はい」

「気を付けよう」

　私はニシャと腕を組んだまま王都の大通りを歩いた。

「成長したなニシャ」

「どっ、どこかですかっ？」

　恥ずかしそうに、それでも腕を抱くことはやめず頰を染めるニシャへ下心はないと首を横に振る。

「そういうことじゃない。いや、そういう面も含めて……かな。私にダガーを構えてキャンキャン言っていた、可か愛わいらしいニシャが懐なつかしいよ」

「〜〜それは恥ずかしいんで忘れてくださいっ」

「ニシャの頼みでもそれは嫌だ。私がニシャと初めて出会ったときの、大切な思い出だからな」

「〜〜〜〜!!」

　ニシャは頰を紅潮させてポカポカと右手で私の胸を叩たたいた。

　しばらく歩いた後、私たちは喫茶店に寄り、オープンテラスの席へと腰掛けた。一月という真冬中の真冬であったが、今日の天候は晴天で、気温も高く風もなく、そう寒いとは思わなかった。

「それにしても、あれから一年と数ヶ月……本当に色々とあったな。王都でニシャと過ごした一月が遥はるか昔のようだ──」

　コーヒーに口を付けながらそう呟つぶやく。

「そうですね……マスターに救われてから、色々な教えを受けましたからね」

　ニシャもストレートの紅茶を飲みながら、懐かしい記憶を思い返すように遠い目をした。

「ああ。ニシャは優秀だったからつい加減なく教育したが、その全てを習得してみせた。そのとき私は思ったよ。とてつもない逸材だ、とな」

「確かに、すごく密度の濃い時間でしたね。所作、言葉遣いの礼儀作法、諜ちょう報ほう員いんとしての訓練、戦闘訓練、一日が二十四時間以上に感じていましたよ」

「そうだな。当時、私はニシャがここまで優秀だとは思っていなかったから、驚かされたものだ」

「そうなんですか？」

「ああ。それに、必死に敬語を覚えようとするニシャ、頭に載せた本を落とさないようプルプルと背筋を伸ばしてウォーキングを覚えるニシャ、テーブルマナーでフォークとナイフが上手うまく使えず食べ物を落としてしまうニシャ、戦闘訓練で何度地面に叩きつけられても立ち上がってきたニシャ……その全てが美しい思い出だ。ニシャ、お前は今も出会った頃も、今も、美しく、そして強い人間だ」

「マスター……」

「今でもニシャとこの王都で過ごした一月のことをよく思い出す。とても甘露な思い出だ。一年以上経たった今でも色いろ褪あせず、新鮮で、大切な──」

　私の言葉に、ニシャは少しだけ目を伏せ、申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「褒めてもらえるのは嬉しいですけど、私は、結局ロザリーを守れなかったから……」

　即座にその言葉を否定する。

「それは違う。ルイスが私の想定以上に強かっただけだ。これは私のミスであり、お前の失態ではない」

「ですが……」

「ニシャ、それを言えば、ルイスの実力を最も見誤っていたのは外ならない私だ。自分を責めるな。それは、結果として、私の首を絞めているんだぞ？」

「マスター……はいっ。改めますっ」

「うん。それでいい。ニシャは十分強い。それに、ルイスに敗北してから、さらに強くなった。それはニシャの強い克己心と努力の賜たま物ものだ。誇るといい。きっと今ルイスがニシャと戦ったのならルイスは敗北する。絶対だ。私が断言する」

「……ありがとうございますマスター……っ」

　会話に一区切りつき、二人でホットサンドを齧かじり、飲み物を堪たん能のうすると、ニシャがポツリと口を開いた。

「実は最近嫌な夢を見るんです……」

「……それはどのような？」

　ロザリンド様に続きニシャもなのか……と、嫌な予感を覚えながら続きを促す。

「私がマスターやロザリーと出会わず、ずっとあの、二番街最奥で一人ぼっちなまま、殺しをしながら日銭を得て、孤独に圧おし潰されそうになっている夢です……」

　ロザリンド様が見る悪夢と同じ内容、ニシャもまた、原作『薄はっ幸こうのロザリンド』でニシャが辿たどる原作の人生を夢に見ているというのか？

　これで分かった。ロザリンド様やニシャ、そして私の悪夢は偶然ではない──

　サク゠シャ……いや、神か、運命、それに類する何かが、高確率で私たちに干渉しているのだ。現に、一番のイレギュラーである、この世界に存在しないはずの私がこの世界にいて原作を改編しているというのに、私自身には悪夢以外何も起きていないのだから──

「ニシャ、それは悪い夢だ。真に受けることはない。ロザリンド様も私も、お前の前からいなくなったりしない。もう二度と、お前を一人になんてさせない」

「マスター……」

　ニシャは私の右手を摑つかんだ。

「なら、約束してください……。私を一人に、元の野の良ら犬いぬにしないと──」

「ああ、勿もち論ろんだ。私は生涯、いや、永遠、ロザリンド様とニシャ、二人と共にある。安心しろ」

「はい……少し安心しました。マスターはどこか、消えてしまいそうに思えたので……」

「ふふっ、消えんさ。私は──」

　断言はできない。私がこの世界に転移できたこと自体が説明のできないものであるのだから。いつ消えたとしても不思議ではない。が、ニシャを安心させるため、私は作り笑いを浮かべたのだった──











十五　水泡












　大祭の最終日は、大事件から幕が開けた。

「……なんだと？　侍従長が？」

　朝食を受け取りに行っていたニシャの報告は、私にとって予想外も甚だしいものであった。

「はい。今朝、寝所で暗殺されていたとのことです」

「暗殺だと明言できる理由は？」

「短刀が心臓へ深々と突き刺されたまま、だったとのことです。王城内は今この話でもちきりな上、穏健派は強硬派が犯人だと思っており、両派は一触即発の状態です」

「両派の動きは？」

「はい。穏健派、強硬派はただちに緊急集会を開き、今後の方針・対応を協議するとのこです。つきましてはロザリーも参加するよう宰相から承っています」

「ふむ……ロザリンド様が参加されるとおっしゃるのなら参加しよう。ニシャ、お伝えしてくるのだ」

「はいマスター。マスターは、どうされます？」

「少し考える……悪いが、少し一人にしてくれ──」

「かしこまりました──」

　ニシャが部屋を後にした後、私は感情的に机の上にあるペン立てや書類、インク瓶やらを薙なぎ払はらった。

「くそっ!!」

　さらに拳を叩たたきつけた机が真っ二つに割れ、音を立てて崩れ落ちる。

「このような展開は原作にはなかったぞ!!　今までの暗躍も全て水の泡だ!!」

　これで戦争の引き金がいなくなり、より未来への不確定要素が増えた。犯人は誰だ？

　きっと私の命を狙って暗躍している者だろう。次は何を起こす？　分からない。犯人像がまったく摑つかめない今、悪夢が現実となろうと【黒い靄もやの化け物】がどんどん夢から現実へ近づいてきているような強迫観念が私を苛さいなめた。




　王城・円卓の間──

　そこにはクロムウェル宰相を始めとした強硬派貴族たちが集まり着席していた。マチルダは侍従長の暗殺に衝撃を受け憔しょう悴すいしたジョン四世の側を離れられないとのことだった。

「一応聞いておくが、この中にガラハッドを殺した者、もしくは暗殺者を放った者はおらぬな？」

　一同が頷うなずき返す。私はその一人一人の顔や仕草を確認し、確かにこの中に犯人はいないのだろうと判断した。

「うむ……そうか……。無論、ワシは信じるが、奴やつ等ら穏健派はそうは思わぬじゃろう。報復にでることも十二分に考えられる。各おの々おの注意するのじゃ。今この王城は神話にある火薬庫、ほんの少しの火花でも大爆発することじゃろう」

「「「「はい閣下!!」」」」

「ラプターはどう思う？」

　小声で話しかけてきたロザリンド様へお答えする。

「はい、この中に犯人はいないかと」

「なるほど……なら、余計にややこしくなるね……」

「はい。穏健派の自作自演とも考えられないこともないですが、その線は薄すぎます」

「強硬派でも穏健派でもない第三者が暗躍している、ということかい？」

「……はい。その線がかなり濃いかと」

「ふむ……結局しばらくは様子見、ということだね」

「はい。ロザリンド様──」




　王城・謁見の間──

「皆も聞いたであろうが、ガラハッドが何者かに殺された。よりにもよって、この大祭中、無む惨ざんにも、心臓に短刀を突き立てられたまま……」

　そう言ってジョン四世は曇らせた表情をさらに歪ゆがませた。自分が侍従長の操り人形だったことや、裏で散々馬鹿にされていたことを知らないジョン四世は、心から腹心である侍従長の死を嘆いている様子だった。

「余は犯人を許さぬ。ガラハッドはクロムウェルと同様、余になくてはならない存在の一つだった……。だが、大祭はどのような理由があろうと中断していけないことが決まり。今日は流石さすがに行わぬが、明日からはまた皆、サク゠シャ様への感謝と、ガラハッドへの献杯をしてくれると嬉うれしく思う。以上だ──」

　そうしてジョン四世が玉座を後にすると、強硬派と穏健派たちが互いに敵意を隠しもせず、睨にらみ合いながら謁見の間を後にした。穏健派の誰かが突っかかってくるかと思ったが、筆頭である侍従長亡なき後、だれが後見者になるか決まっていないため、迂う闊かつなことができなかったのだろう。




　王城・クロムウェルの執務室──

「ラプター、お主の忌き憚たんない意見を聞きたい。ガラハッドを殺した犯人はどのような者だと思う？」

　謁見の間から解散し、夜、クロムウェルの使者に呼ばれ、ロザリンド様とニシャと共に入室すると、そこにはクロムウェルとマチルダの姿があった。

「はい。正直に申し上げますと、見当がつきかねております」

「で、あろうな。ワシもじゃ……じゃが、ラプターよ、見当はつかぬまでも、お主がどう思っているのかを聞かせてくれぬか？」

「はい閣下。まず、一番疑われるであろう、我々強硬派ですが、その線は薄いと考えます」

「どうしてですの？　私としてはありえなくはないと思っておりますが……」

　マチルダの疑問に答える。

「まず、強硬派は保守的です。国王と国家に忠誠を誓い、唯一神サク゠シャを絶対視し信奉しております。その我等が祭事中の【血の穢けがれ】【死の穢れ】という教義の中でも禁忌中の禁忌を、それも大祭中に犯すとは到底考えられません」

「……確かに、ワシもそう思う。それに我等は暗殺などと、ガラハッドのように女々しい真ま似ねはせぬっ！」

「落ち着きなさいデイビッド。それで、ラプター、穏健派につきましては？」

「はい。確かに穏健派は革新的な思想を持つものが多いですが、実際は自身の立場が保証されるのなら、君主が誰であれ関係ない。といった売国的思想の集団です。それが、わざわざ侍従長を殺して何を得ようとするのでしょうか？　罪を着せて強硬派貴族を次々と逮捕・投獄すること？　だとするのならば現実的ではありません。そもそも、侍従長と宰相閣下で均衡を保っていた強硬派と穏健派の勢力図は、この侍従長暗殺によって、強硬派有利に大きく塗り替えられたと言っても過言ではありませんので」

「確かに……そうですわね。ということは……」

「はい。強硬派、穏健派、どちらが犯人でもないと私は考えております。そもそも今穏健派は報復や、そもそも侍従長の後を誰が継ぐか、そういったことで手いっぱいであり、その混乱こそが、この事態が予想外であったということを如にょ実じつに物語っております。補足しますに、穏健派内で侍従長と誰かが内部対立している。という話もありませんでしたので」

　穏健派の内部対立……そのような話は設定資料集にすら載っていないため確かなはずだ。

「……ラプターの言うとおりであるな……なら、前に言っていた、ギャングの見せしめ、という線はあるのか？」

「得物である短刀を残した点だけで見れば、そうと思えないこともありませんが……それも薄いかと。そもそもギャングは侍従長を支配下に置いて得することはあれど、殺してしまえば手駒を失うだけで損しかしありません」

　第一、私はザビに侍従長を殺すなと厳命しており、跳ね返りがやったとも考え難にくい。

「では……一体誰が……？」

「可能性として、我がアルビオン王国の混乱を狙った第三国の仕業……とも考えられないことはありませんが、だったとしても、侍従長暗殺はメリットの割に失敗した場合のリスクが高過ぎます」

「どういうことだいラプター？」

　今まで紅茶を啜すすりつつ静観なされていたロザリンド様の疑問にお答えする。

「はいロザリンド様。簡単に申し上げますと、他国が我が国の混乱を狙って今回の暗殺を目論もくろんだのなら、非常に不敬な話になってしまいますが、標的は国王陛下にするべきです。わざわざ侍従長を狙うなど、迂う遠えんに過ぎます」

「なぜですの？　現にガラハッドがなくなって王国の貴族たちは大混乱ですわ。この隙に戦争を仕掛けられたら、どうなるのか分からないではありませんこと？」

「そこなのです殿下」

　私はマチルダと言葉に反応しつつその瞳を見つめた。

「今、このアルビオン王国を狙っている他国は、グスタフ王国です。ですが、カール王子はこの王城に来賓として宿泊している。と、いうことは？」

「もし犯人がグスタフ王国なら自白し、自らの支援者・内通者を殺すようなもの……？」

「そのとおりでございます殿下。あくまでこれは、内密な、お二方の胸の内に収めておいていただきたい話ですが、侍従長はグスタフ王国と内通しているでしょう。それはワイアットもそうであったことから、穏健派のほとんどはグスタフ王国と多かれ少なかれ関係を持っている……ですね、閣下？」

「……ああ、そうじゃな──」

　苦々しくクロムウェルが頷く。

「と、なれば、侵攻に対して最大の支援者である埋伏の毒、内通者の侍従長を殺すことは理に適かないません。むしろ真逆です。ご本人を前にこう言うのも憚はばかられるのですが……敵からすれば国王陛下、もしくは宰相閣下を暗殺したほうがいくつも理があり、侍従長を殺しても損しかないのです」

「確かに……ここで筆頭を失った穏健派が我等強硬派に駆逐されれば、グスタフ王国には損はあっても一理もないの」

「おっしゃるとおりです閣下。グスタフ王国にしてもリスクが高すぎる上に、暗殺すべき人選がおかしい。このことからグスタフ王国とも考えづらいのです」

「ふむ……これは困ったな……」

「そうですわね……」

「とにかく、今は状況の推移を見定めるしかありませんでしょう。誰が犯人かはさておき、強硬派と穏健派が一触即発な状態なのは事実。いつ互いに殺し合いが起こっても不思議ではありません」

「確かに……ワシからも重々気を付けるようにと皆に厳命しておこう」

「私も陛下に、そして両派閥の者に言い聞かせますわ」

「それが、現状、最善策かと──」

　そうしてロザリンド様と私たちは部屋へと戻った。

　ロザリンド様がお休みなられた後、ヴィラが深刻な表情をして私に耳打ちした。

「マスター、ザビからの伝言で、ジェイドとテイプリス、その他ロゴスとサロメの最高幹部が軒並み暗殺されたようです」

　ヴィラの報告に、手に持っていたウイスキーグラスにピシリとヒビが入る。

「…………プロフリゲートは？」

「全員無事とのことです」

「……最高幹部だけじゃない、ただの幹部もか？」

「はい。全員無事とのことです。そのせいで、ロゴスとサロメの武闘派が血気に逸はやり、造反し、また三みつ巴どもえの抗争状態になったとのことです」

「……分かった、下がれ──」

「はいマスター──」

　下がってくヴィラと閉じられる扉を眺めつつ、一つの可能性、私の中で本当に薄い可能性だったものが、ほぼ真実であろうという形で姿を現したような気がし、心臓が早鐘をついていた。

「まさか……本当にいたとはな──」

　侍従長は死に、ギャングもまた三つ巴の抗争状態。全てが無駄になった。これは私を暗殺しようとした犯人の仕業だろう……だが、それだけなら私もここまで動揺しない。問題は【ロゴスとサロメの幹部だけ】殺された、ということだ──

　ロゴスとサロメは原作に登場しスピンオフ作品『相克のギャング』も発売された設定も詰まった組織。対して、ザビ含め一人も幹部を殺されていない【プロフリゲート】は、私が作らせた原作には存在しないオリジナルの組織だ──

「つまり──」

　今まで片へん鱗りんすら摑めなかった犯人の手がかり、一つの可能性が浮上する。

「いる、ということか？　私以外の、現実の人間が……この世界に──？」

　私と同じ転移者がこの世界にいる。だとしたら、その者の狙いはなんだ？

　私という同じ存在である転移者の排除か？　それとも──

「原作の再現を狙っている……？　『薄幸のロザリンド』を、ロザリンド様を不幸にさせる未来を──」











十六　陳腐な容疑












「では今日も皆、サク゠シャ様への感謝を捧ささげつつ大祭を楽し……」

「お待ちください国王陛下！」

　ジョン四世の言葉を遮って十大貴族の一つであり、ガラハッド亡なき今その後任、穏健派筆頭となったウェリントン侯爵が声を上げた。

「どうしたアーサーよ、何か申したきことがあるのか？」

「はい陛下！　他でもない、侍従長殿の暗殺犯が判明いたしました！　ですので、今この場にてその罪を暴き、糾弾させていただきたく思います！」

「なにっ?!　それはまことかっ?!」

「はいっ!!」

　ウェリントンの言葉にジョン四世だけでなく、この場に居合わせた貴族一同がざわつきだす。

「それは誰かっ?!」

「はっ！　侍従長を亡き者とし、さらには素知らぬ顔で堂々と今もこの場に参加している犯人の名は、ベルクラント侯爵家家令ラプター・ラルフです！」

「なんとっ?!」

　国王を始め、マチルダやクロムウェルといった貴族たちが一斉に私に振り返る。

「そうきたか……」

　ボヤキつつ「非常事態ですか？」と私の手を短く指先で叩たたく背後のニシャに振り返らず「大丈夫」だと指文字で返答する。この事態は想定できたことの一つだからだ。

「…………」

　ロザリンド様は顔色一つ変えず、泰然自若としたご様子のまま、私を見、一言だけ問われた。

「ラプター、お前が犯人なのかい？」

「違います。愚にも付かない茶番が始まるのかと」

「だろうね」

「ラプター・ラルフ、前へ出よ！」

「はい陛下」

　ジョン四世の言うとおりその御前へと出、ウェリントンと対たい峙じするような形となる。

　敵の目的はなんだ？　何故なぜ私などに罪を着せようとする？　私を実行犯、ロザリンド様を首謀者としてベルクラント家を排除するためか？　だったとして、その冤えん罪ざいを着せるための決定的な証拠を持っているのか？　そもそもウェリントンが転生者なのか？　考えが次々に浮かぶが、まずは相手の出方を見て決めようと、静観する。

「ラプターよ、先に聞いておく？　お主がガラハッドを殺したのか？」

「いいえ、陛下。神に誓って、私は侍従長殿を殺していません」

「噓うそをつくなっ！　ならばこれが何か分かるかっ!?」

　ウェリントンは血が付着したままの短刀をハンカチ越しに持ち私に見せた。それは、私の……正確に言えばヴィラの投げナイフであった。ヴィラには管理を徹底するよう言っておいたが、こうなってしまったということは、真犯人、恐らくは転生者がヴィラにも気付かれずに盗み出し、侍従長を殺し、私に罪を着せようと暗躍したのだろう──

「…………私の短刀です」

　下手に言い訳をすると墓穴になりかねないため素直に認めると、貴族たちがさらにざわつき出す。

「そうだ！　これは侍従長の胸に刺さっていた凶器の短刀だ！　これこそお前が侍従長を殺した証あかし!!　衛兵!!　そのものを取り押さえよ!!　自決されては敵かなわぬからなっ!!」

　どうしようか動きあぐねる衛兵へ微笑を浮かべ、片手で制する。

「必要ございません。濡ぬれ衣ぎぬでございますので」

「濡れ衣ぅ？　往おう生じょう際ぎわの悪い奴やつだ。その余裕、どこまで持つかな？」

「アーサー、ちゃんと順を追って説明してくださいまし」

　マチルダの言葉にウェリントンは恭うやうやしく頭を下げる。

「はい殿下。実はこの短刀を持ったラプターが、深夜侍従長の寝室へ入った姿を目撃している者がいるのです！　陛下、その者をここへ呼んでもよろしいでしょうか？」

「うむ、許す」

　そうして、かつて私がワイアットの悪事をジョン四世に報告したときのように、今度は私が被告人として、アルビオン諸侯が聴衆となる中、裁判が始まった。

「侍従長様が殺害された日の深夜、私は見てしまったのです。侍従長様の客室へと入るラルフ家令の姿を──」

　これに関しては完全な偽証だ。そもそも私は侍従長の部屋に入ったことすらないのだから。

「どうです陛下っ？　証人に、証拠、これだけ揃そろっていても、まだこのラプターが無罪と言えましょうか？」

「うむ……確かに……」

「この人殺し!!」「よくものうのうと!!」「今すぐ絞こう首しゅ刑けいにすべきだ!!」

　さらに穏健派からヤジが飛ぶ。こんなくだらない茶番に付き合わされる方は堪たまったものではない。

「陛下、発言をお許しいただけますでしょうか？」

　反論しようと思った矢先、ロザリンド様が一歩前に出られ、そのお美しさとヤジにも負けず凜りんと響くお声に、口汚く私を罵っていた穏健派が言葉を止めた。

　ロザリンド様は一瞬だけ私を見られ「大丈夫だ」というように微笑をお浮かべになり、それだけで私の胸がジンと熱くなった。

「おお、ロザリンドよ。許す、言いたいことあらば好きなだけ言うと良いい」

「ありがとうございます陛下。では、発言させていただきますが、これらは全て、真犯人がラプターへ罪をなすりつけるための冤罪でございます」

　ロザリンド様のお言葉に謁見の間内が騒然となる。

「それは聞き捨てならん!!　ベルクラント候は私が冤罪を作り上げているとでもおっしゃりたいのか!?」

「結果的に、真犯人を利することをなさってはおられますね」

　不敵な笑みを浮かべるロザリンド様にウェリントンはこめかみに青筋を浮かべ、穏健派貴族もヤジを飛ばした。

「ふざけるなぁ!!」「そもそも卿けいの従者の咎とがではないかっ!!」「庇かばい立てしているのかっ?!」

「ふざけているのはそちらだ!!」「侍従長の死を利用して強硬派の力を削そごうとしているのだろう?!」「お前たちは信条も手口も薄っぺらで薄汚いのだ!!」

「静粛に、陛下の御前である」

　クロムウェルの言葉に貴族たちは口を噤つぐんだ。

「なるほどなるほど……つまり、実行犯はラプターで、首謀者はベルクラント候ということか」

「そのような挑発には乗りませんよ、ウェリントン候」

　四十を超えるウェリントンに対し、ロザリンド様はまだ十二歳であらせられるというのに、実に堂々とした態度で一歩も引かず、悠然と相対しておられている。

「挑発ではない！　では、この証拠と証言をどのように思われるのかっ?!」

「陛下、この女中に質問することをお許し願えますか？」

「う、うむ。ロザリンドの質問を許可する。其方そなたも素直に答えるのだ」

「はっ、はっ……！」

　国王から直々に声をかけられた女中は引色（噓うそをついている者の顔つき）を出しつつ、頭を下げた。

「侍従長が暗殺された日の深夜に、侍従長の部屋へ出入りするラプターを見た、と言ったね？」

「はっ、はい」

「それは何時の話だい？」

「たっ、確か、深夜を超えていたと思います……」

「そのような時間に、キミは何故侍従長の部屋の近くにいたんだい？」

「えっ、そっ、それはっ……夜晩で、偶然……」

「偶然？　夜晩の女中・使用人は控え室で待機し、貴賓・来賓からの呼び出し鈴無くてはみだりに出歩いてはいけない。キミはその禁を破ったんだね？」

「いっ、いえ……その……お手洗いに……」

「地つちの棟の手洗い場と侍従長の部屋は正反対のはずだが？」

「そっ、それはっ……」

　サッと血の気が引いた女中は何も言えなくなってしまう。

「陛下、我等が止まる客室がある空の棟と、侍従長の客室がある地つちの棟は正反対に位置し、各棟への出入り口は二十四時間衛兵が待機し、宿泊者の出入記録を正確に取っている。そうですね？」

「うむ。そうであるな」

「では、今この女中が言った時間やその前後に、ラプターが空の棟から地の棟へ、もしくは空の棟だけでもいいので出入りした記録はありましたか？」

「いや、なかったはずだ。のお？」

「はい陛下。ありませんでしたわ」

「つまり、キミは、衛兵ですら姿を見ていない、もしくは衛兵に完璧に姿を隠せていたラプターを、偶然、いるはずのない場所で、それもピッタリなタイミングで見かけた、そういうわけだね？」

「そ……その……」

「偽証がどれほど重い罪になるか、分かっているのかい？　それも国王陛下に対して……」

「ひっ……あ、あの……！」

　もはや顔面蒼そう白はくで、今にも倒れそうな女中から意識を割かせるようにウェリントンが叫んだ。

「それはなんの言い訳にもならん！　単に衛兵を出し抜いて気でも抜けていたのだろう!!」

「これから王国の侍従長たる者を暗殺しようとする者が、気が抜けていたとおっしゃる？　張り詰めていた、のお間違いでは？」

「そっ、それは、揚げ足取りというものだ！」

　一瞬言葉に詰まったウェリントンであったが、次には負けじと声だけは大きく言い返した。

「偽証偽証と!!　卿こそ自身の罪を逃れるために偽証に仕立て上げようとしているのではないかっ?!　強硬派は最年少である一番疑われ難にくい卿を利用して侍従長を殺害した！　違うかっ?!」

「ふざけるな!!」「お前たちと一緒にするな!!」「そもそも我等強硬派貴族を暗殺していたのは侍従長という話ではないか!!」

　強硬派貴族が声を荒らげる。

「馬脚を現すのが早いですねウェリントン卿。そもそも、私が首謀者なら、このような杜ず撰さんな指示など出すワケがありません。自分の特徴的な短刀で侍従長を殺害させ、しかも凶器は置き去りにしたまま、そしてその始終を女中に目撃されている間抜けぶり……」

　そこでロザリンド様は芝居がかったように皮肉を込めた嘲笑を浮かべられた。

「ふふっ、確かに、私がこの犯人を放った首謀者だとするのなら、その愚かさは有罪に値するものでしょうね」

　流石さすがの酷さに強硬派からも嘲笑が飛ぶがウェリントンも引き下がらない。

「ベルクラント候、今こうして言葉を交わし、改めて分かったがアナタは神童とも呼べるべき才媛だ。だからこそ、私は一つ残念でならない」

「お褒めいただきありがとうございます。ですが、何が残念なのでしょう？」

「そのラプターに傀かい儡らいにされていること、だ」

　ウェリントンは私からロザリンド様にまで罪を着せるつもりであったのかまでは分からないが、ここで明確に私だけでも罪を着せたいと焦点をしぼったことが分かった。

「ほう、私がラプターの操り人形になっている、と？」

「そのとおりだ。現に卿はこの証拠と、状況証拠、その二つが揃っている非常に不利な状況で、その者を擁護している。主人の補佐をするフリをし、実権を握る佞ねい臣しんとは古今問わずサク゠シャ教の教典にも実例が多い！　アエティウスとウァレンティニアヌス三世！　ルイ十三世とリシュリュー！　秦しんの趙ちょう高こうと胡こ亥がい！　例に挙げればきりない！」

「なるほど」

「次にそのラプターの残忍さ狡こう猾かつさで言えば、チェーザレ・ボルジアの如ごとき所業。擁護のしようもない」

　大げさにため息をつくウェリントンに穏健派が同意するように声を上げ、ロザリンド様はなるほど、と頷うなずかれた。

「確かにラプターが犯人なのならば、擁護する必要はありません。使用者責任で私ごと裁かれるべきでしょう。事実なら、ですが」

「まだ庇い立てられるか」

「事実ではありませんので。それと、ウェリントン候は今、私とラプターの関係を経典から色々と喩たとえられましたが、候はアエティウス、リシュリューの負の側面ばかりを見て、アエティウスが軍人として非常に有能だったこと、リシュリューが政治家として卓越した能力を持った非凡な人物であったことを知らないのかと思われます。何故なら、アエティウスが暗殺された後西ローマがどのような命運を辿たどり、リシュリューによってフランスの王権がどれほど強化されたか知っているのなら、決してそのような言葉が出ることはないのですから」

「…………っ」

　ウェリントンは苦虫を嚙かみ潰したような表情を浮かべる。

「さらに趙高と胡亥に喩えられましたが、これは適当とは言えません。何故なら、趙高も胡亥も互いに無能であり、胡亥は国などどうでもよく、酒色に溺れ、最後のときまで自分でものを考えることをしなかった愚か者。趙高も国が亡ほろびるまで保身と、私腹を肥やすためにしか動くことのなかった俗物であるからです。我褒めにはなりますが、私は足りぬとは言え領主として恥ずかしくないよう務め、またラプターも補佐としてその有能さを証明しており、それは今の我がベルクラント領を見ていただければ一目瞭然かと思います」

「確かに、ベルクラント領の統治はワイアット時代以前と比べ、臣民から名領主との呼び声が高いの」

「ありがとうございます陛下。これこそ、我等が私腹を肥やさず、民の上に立つ存在でありながら、民のためにこの身を下に置き政務を執り行ってきた証であります」

　ロザリンド様の理路整然とした反論に強硬派のみならず、穏健派も皆聞き入っている。

「次に、ウェリントン候は今回の事件をチェーザレ・ボルジアの如き所業と申されましたが、候はチェーザレの非情な面しか知らないとお見受けします。何故なら、チェーザレは自身の勢力を拡大させるため、イタリアという国土から他国を排すため、必要最低限に暗殺や弾圧や邪魔者の排除という手段を用いました。今回の国内を乱し、他国に利するだけのなんら意味のない暗殺と、チェーザレの行動とは比べるまでもないでしょう」

　謁見の間の貴族たちが皆ロザリンド様の大論陣に魅せられ、聞き入っている。

「また、ウェリントン候がおっしゃるとおり、ラプターがチェーザレ的思考の者ならば、今回のような軽挙妄動は決してしないでしょう。邪魔だから、その立場が欲しいから殺す、などといったような、ロマノフ王朝のアレクサンドル一世一派のような行動はいたしません」

「ぬっ……むむっ……」

「我等強硬派、そして穏健派は、互いに反目し合う間柄とはいえ、それはひとえに国家のためにです。互いを認め合うからこそ、いがみ合うこともある。しかし、一ひと度たび国難が訪れれば、我等は手を組み、一丸となって立ち向かう。違いますか？」

「ちっ、違わぬっ！」

「ならば、何故私が侍従長を殺せとラプターに命じた、もしくはラプターが殺す必要があるというのでしょう？」

「しっ、しかしっ！　侍従長殿が有能だったからこそ狙ったとも考えられる。カエサルのように！　特にそこのラプターなるものは素性定さだかならぬ身、何をしても不思議ではないっ！」

「確かにラプターの素性は定かならぬものですが、だから犯人だ。というのは暴論が過ぎるというものです。特にラプターの所有物である短刀が残されている時点で、余計に作為的なものを感じずにはいられません。それに、年長者である侯爵にこう言ってしまうのは、非常に心苦しいのですが……カエサルの例はこれもまた不適当です──」

「なっ、何故だっ!?　侍従長殿はカエサルほど有能ではないと誹そしりたいのかっ!?」

　ロザリンド様は哀れなものを見るようにウェリントンを見ると、首を小さく横へ振られた。

「いいえ、逆です」

「逆??」

「はい。有能なカエサルはそれを危険視され、国内の敵と……さらには味方だと思っていた者にまで殺されたから、です。つまるところ、侍従長が味方だと思っていた者とは──」

「わっ、我々がやったと言いたいのかっ?!」

「いえ、そのようなことはありませんが、カエサルの例を解釈するに、これが自然かと」

「くっ……！　だが、証拠としてこの短刀があるのは事実!!」

「侯爵はその一点張りですね。ご覧ください。今では、アナタのお味方である穏健派諸賢も、侯爵の主張の難しさを悟っておられるようにお見受けしますが？」

「だっ、だが、ご裁可を下されるのは陛下だっ!!」

「そのとおりですね。では、陛下のご裁可に全てを委ねたく思います」

　ジョン四世は貴族たちの視線を一身に受けながら、重々しく頷いた。

「うむ、ロザリンドよ。其方の歳としとも思えぬ大論陣、実に見事であった。確かにこの証拠だけを持ってラプターを処断するは実に早計。真犯人を見逃してしまうやもしれん。が、そのラプターのものである短刀が見つかったのも事実、アーサーも忠誠心から犯人を暴かんとしたこと。その顔を立てるためにも、ラプターは大祭中真犯人が見つかるまで客室にて蟄ちっ居きょさせることとする。ロザリンド、ラプターよ、かまわぬか？」

「陛下のお心遣い、感謝いたします」

「はい陛下。謹んで拝命いたします」

「うむうむ。主人が立派ならば家臣も立派とはこのことよ。其方等も分かったな？　これ以降、アーサーもロザリンドも、そしてラプターも責めるような真ま似ねをしてはならぬぞ」

「「「「はい陛下」」」」

　国王が控え室へ戻り、玉座の間から皆が後にしようとしたとき。

「ありがとうございましたロザリンド様。ご立派でした。あのご雄姿、このラプター、生涯忘れることはないでしょう!!」

「凄すごいよロザリー、完全にロザリーの独壇場だったよっ！」

　控え室に戻り際、マチルダとクロムウェルもロザリンド様を見てよくやったと微笑を浮かべたほどロザリンド様のご雄姿は素晴らしかった。

「ふふっ、そんなに褒められるようなことはしてないよ」

「ですが、ロザリンド様、もし私が犯人だったのなら、どうするおつもりだったのですか？」

　ロザリンド様は私をしっかり見、柔和な、透き通るような笑みを浮かべられた。

「勿もち論ろん。お前と共に死ぬつもりだったさ──」











十七　血の大惨劇












　大祭最終日・王城・謁見の間──

　結局真犯人は見つからず、今日もラプターは客室に蟄居したまま、ロザリンドとニシャの二人だけで乾杯の義に参列していた。

　ヴィラとニノはギャング抗争のためにラプターの命によって駆り出されており、城内にはロザリンド、ラプター、ニシャの三人だけしかいなかった。

「やっと今日で終わる……あとひと踏ん張りだね」

「ふふっ、ロザリー、弱音を吐かないの」

「ああ、すまないねニシャ。結局真犯人だって捕まっていないんだ、最後まで気を緩めずに行こう」

「そうだよ……うん……？」

　そのときニシャは、この会場に漂う毒の匂いに気が付いた。ラプターのような鋭い嗅覚を持っていないニシャが毒の匂いに気が付くということは【その毒の量が異常な量】であるということであり、つまり──

「では、サク゠シャ様へ乾杯しよう──」

「まっ……！」

　ニシャは反射的に、ロザリンドのグラスからは毒の匂いがしないまでも、そのグラスを引ったくり、他の諸侯に飲まないよう声を上げようとするも──

「「「「乾杯!!」」」」

　国王含めた諸侯はニシャが待ったをかけるよりも早くグラスを呷あおってしまった──

「なっ、ニシャ、どうしたんだい？」

「……ロザリー、まずいかも──」

「まずいって、なに……が……？」

「ゲッ……!?　がっ!!」「ごっ!?」「けけっ?!」

　次の瞬間、大理石に落ちた大量のグラスが割れる音をきっかけに、国王を始め、ワインを呷った貴族たちが次々と首や腹を押さえ、苦しみ悶もだえはじめた──

「なっ!?」

「まさか毒っ!?」

「陛下っ!!」

「ごっ!!　ごばぁっ!!」「げこっ!!」「ぼぇっ!!」

　毒杯を呷った貴族たちが大量に吐血し、瞬またたく間まに阿あ鼻び叫きょう喚かんの図が広がる。

　だが、全員のグラスに毒が入っていたというわけではなく、その証拠にマチルダやクロムウェル、さらには穏健派や強硬派どちらも相当数無事であり、逆にそれがいけなかった──

「陛下ッ!?」「何事ですかっ!?」「毒だ！　毒だぁあああああ!!」

「まっ……マチ……ルダ……！」

　ジョン四世がマチルダへ手を伸ばし息絶える。

「陛下ッ?!　陛下ッ?!　いやっ！　お父様ぁぁああっ!!」

　マチルダ王女の絶叫を境に瞬く間に会場が恐きょう慌こう状態となる。

「国王陛下や敵対派閥に毒を盛った不届き者がいるぞ!!　斬り捨てろ!!」

　その会場の中で妖しく響き渡ったのはカール王子の声であった。

「貴様等ああああああ!!」「侍従長だけでは飽き足らぬか!!」「ぬあああああああ!!」

　違う毒でも入っていたかのように、無事だった穏健派が剣を抜き、強硬派もそれに応える──

「国王陛下を弑しい逆ぎゃくするとは古今未み曽ぞ有うの不忠者めがあああああ!!」「死ねえええええ!!」「国賊がああああああ!!」

　一瞬で穏健派と強硬派の殺し合いが始まった──

「ああ……お父様っ……!!」

「どうなっておるのだっ!?」

「殿下っ!!　閣下!!　お二人は衛兵を指揮して、令嬢や婦人を守りつつ非難してください!!」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとしているマチルダとクロムウェルへロザリンドが指示を飛ばし、なんとか動かそうとする。

「ベルクラントォオオオ!!」「侍従長の仇かたきぃっ!!」「ああああああ!!」

「!!」

　ロザリンドへ向かってきた穏健派貴族たちの前にニシャが無手で立ち塞がった──

「ふっ!!」

　ニシャの掌底を鼻柱に打ち込まれた先頭の男は一瞬で意識を失って倒れ、ニシャは続けざまに横で動揺している男の顎へ後ろ回し蹴りを打ち込み、グラリと男が倒れる前に残りの男の正面から内に入ると、一本背負いを決めた。

「げっ?!」「…………」「ごっ!!」

　瞬く間に三人の男が行動不能となる。

「大丈夫だよ。ロザリーはそのまま指揮してて!!」

「！　任せたニシャ!!」

「死ねぇッ!!」「クソガキがぁ!!」「小娘ぇっ!!」

「お前等如ごときじゃ無理だよ──!!」

　顎に裏拳を決められた者が倒れ、鳩尾みぞおちへ全体重を乗せた肘内（頂肘）を受けた者が倒れ、サーベルを振りかぶった男はその腕を摑つかまれ払い腰で床に打ち付けられ、ダメ押しの足刀蹴りを鳩尾に見舞われ意識を失う。

「殿下！　放心している場合ではありません！　衛兵を率いてこの場の婦女子を率い離脱させるのです!!」

「っ!!　そうですわねっ……!!　デイビッド!!」

「はっ、殿下っ!!」

　ニシャは余裕の表情でサーベルを持って襲い掛かる貴族たちを素手で傷一つ受けず、誰も殺すことなくなぎ倒し、ロザリンドたちを守りつつ、マチルダとクロムウェルの指揮によって衛兵及び婦女子たちはジョン四世の亡骸なきがらと共に謁見の間を後にし、後には殺し合いをする貴族たちだけが残された──




　王城・客室──

「……何かあったな……なんだ……この異常なざわつきは……？」

　私は蟄居令を破りつつ部屋を出ると、空の棟には衛兵も女中もおらず、さらには謁見の間から剣けん吞のんな騒ぎが聞こえてくる。

　そちらへ足を向けると、我先にと衛兵に守られつつ、着飾った夫人や令嬢、子供、さらには女中や使用人たちが謁見の間がある方向から我先にと逃げ出しているようであった。

「何が起こっている……？」

　このようなこと、原作どころかスピンオフ、外伝、ｉｆストーリーのどれにもありえない事態だ。混乱する頭を正常に戻しつつ、そこにロザリンド様とニシャの姿を見つけた。

「ロザリンド様!!　ニシャ!!」

「ラプター!!」

「マスター!!」

　二人が私に駆け寄ってくる。

「何があったのです？」

　私は二人から毒杯が仕込まれ国王含め数多くの貴族が毒殺されたこと、さらに今謁見の間では殺し合いが起こっていることを聞いた。

「なるほど……ではおロザリンド様は城外へとお逃げくださいっ。日ひ避よけのローブが部屋にありますので……ニシャ！」

「はいマスター！」

「分かっているな、最悪、ザビを頼れ」

「…………かしこまりました」

　耳打ちを終え、不安そうな表情を浮かべられるロザリンド様に向き直る。

「行けって、お前は来ないのかい……？」

「はい、一度謁見の間に行ってから二人と合流したく思います」

「何故なぜ……？」

「…………」

　一瞬迷ったが、素直に答えることにした。

「きっと、運命が……そこで待っているのです──」

　もし私の読み通り転移者がいるとするのなら、きっとこの大惨劇を引き起こした犯人であり、私たちの悪夢の元凶【黒い靄もやの化け物】であろう者が、間違いなく今も謁見の間で私を待っているだろう。そのような予感がひしひしとしていた──

「……そうか……なら、絶対戻って来るんだよ──」

「はいロザリンド様──」

「望まない運命なら、覆くつがえすんですよね、マスター？」

「ああ、そうだニシャ。だから、先に行ってくれ」

「待ってるからな、ラプター！」

「マスター、ご武運をっ!!」

「ああっ!!」

　そうして二人を見送り、未まだ剣けん戟げきの音が響く謁見の間へと入った──

「…………」

　中に入って私が一番驚きょう愕がくしたことは、謁見の間に死体の山があることでも、穏健派と強硬派が殺し合っていることでもなかった。

　その強硬派と穏健派を、何故か【カール王子が嬉き々きとして惨ざん殺さつし続けている】ことにだった──

「あっはっはっはっはっ!!」

「ぎゃあっ?!」「貴様ぁ?!」「貴方あなたは私たちの味方でっ?!」「ひげぶっ!!」「やはりおま……っ」

　斬撃・刺突・殴おう打だ・打撃・蹴撃・あらゆる方法で次々と殺されていくアルビオン貴族たち──

　血と脳のう漿しょうが飛び散り、肝脳が床に塗まみれる。

「殿下お待ちをっ！　私はあなたの……!!」

「役立たずに価値はない──」

　命乞いするウェリントンの首がなんの躊躇ためらいもなく刎はね飛ばされる──

「ふー……残りは……二つか──」

　そうして皆殺し終えたカール王子は、呆ぼう然ぜんとしている自身の親衛隊二人の首を、一片の容赦もなく刎ね飛ばした──

　噴き出す血ち飛沫しぶき、倒れる体、死体と血塗れの謁見の間、その屍し山ざん血けつ河がの中で、カール王子はいつもと変わらぬ様子で悠然と立っていた。

「そうか……お前が……お前が黒幕だったのか──」

　カール王子はそのまだあどけなさが残る、彫像のような美しい顔に、妖しく光る銀色の瞳で私を見た。

「私を毒殺しようとし、刺客を送り、統一させたギャングを再び抗争状態にさせ、ガラハッドを殺し、その罪を私に着せようとしたのは、全てお前だな──」

　真まっ直すぐ見据え、口を開く。

「カール・ヴォルフ……お前は、誰だ──？」

「……こっちのセリフだよ。お前こそ、誰──？」

　今までの原作どおりのカール王子から一変し、その一言だけで、本来のカール王子が持ちえていない、邪悪な本性が垣かい間ま見みえた。

「おかしいとは思っていた。本来なら紫のはずのカール王子の瞳が銀色であることに……もっと注意を払うべきだった──」

「そっちこそ、色々余計なことをしてくれたね。いるはずのないキャラクター、ラプター・ラルフ！……誰だお前は？」

　やはり私の予想は間違いではなかった。目の前のカール王子が自身と同じ転移者だと確信する。

「お前は、現実世界から来た人間……そうだな？」

　カール王子が納得したように頷うなずく。

「…………なるほど、だからか……お前もそうだったのか」

「解げせんな。だったとして、私は私のままだったが、お前は何故カール王子になっている？」

　カール王子は驚き憎しみを含んだような表情を浮かべた。

「何お前、それ元の世界の見た目のままなの？　最悪じゃん。天は何物をお前に与えてんだよ」

　口調も軽薄となり、今理解した身となっては、目の前の男が本物のカール王子とは程遠い下種げす、偽にせカールなのだと理解する。

「……本物のカール王子はどうなった？」

「は？　知らないよ。そもそも、この世界では俺が本物のカール王子だし。気付いたらカール王子に転生してたんだからな。お前は違うわけ？」

「私は気付けばこの姿のままこの世界に転移していた。一年前のことだ」

　偽カールは驚いたような表情を浮かべる。

「マジか!?　十五年前に赤ん坊から始まった俺とは大違いじゃん！」

「……転移者がいたとしても、私のように元の世界の容姿だと思っていた……。まさか作中人物に転生してるとは思わなんだ。盲点だった──」

「盲点？　ラノベじゃよくある話だけど、お前がバカなだけじゃないの？」

　小馬鹿にするような挑発的な表情を浮かべる偽カール。

「お前はどうしてカール王子に転生した？」

「そんなこと俺が知るわけないじゃん。やっぱバカだなお前。お前だって自分がここにいる理由も分かっていないんだろうが」

「……そうだな」

「まぁ、強いて言えば、俺がカール王子にめちゃくちゃ憧れてたから、かな？」

「……憧れていた？」

　私には微み塵じんも理解できない感情だ。

「そうだよ。生まれつき何でも兼ね備えてる。地位も名誉も才能も容姿も、羨ましかった。死ぬほど焦がれたよ。だからじゃない？」

「よく分からない理屈だが、お前がここにある以上、そうなんだろうな。カールのままでもいいが、本当の名は何と言うんだ？」

　私の問いに偽カールは顔をしかめ、サーベルを握る手に力が込められた。

「…………何でもいいよ。転生者でもドク゠シャでも偽カールでも、好きに呼んだらいい。とにかく現実のことなんて思い出したくもないんだ」

　私は床に落ちていた誰の物とも分からないサーベルを拾いつつ口を開く。

「そう……なら、一応聞いておくが、お前の目的は？」

「原作『薄幸のロザリンド』の再現。今のロザリンドは何故か幸福になっているだろう？　だから、不幸にするんだ、それも、原作以上に、ね──」

　その邪悪な笑みに、やはりこいつは私の対極の存在なのだと理解する。

「なら、死んでもらうしかないな──」

　サーベルを構える私に偽カールが笑う。

「あははっ！　だろうね、こっちもお前には死んでもらうつもりだしぃ？　でも、言っとくけど、俺、強いよ──？」

　そうして、不ふ俱ぐ戴たい天てんである二人の、現実世界の人間による、殺し合いが幕を開けた──











十八　狂信者たちの死闘












「チェイサッ!!」

「!?」

　一瞬で距離を詰め、ノーモーションで放たれた神速の横よこ薙なぎを紙一重で防ぐ──

　それだけでサーベルの刀身にヒビが入るほどの衝撃がかかる。

「化け物か……？」

　人間離れした速さに膂りょ力りょく、カール王子は設定上、剣の腕は作中トップクラスとあったが、偽にせカールのこれはもはやザビだとかルイスだとか、そういう次元の話ではない。

【人間の姿をしただけの何か】を相手にしているようだ。

「まだまだあ!!」

　互いに刃こぼれするサーベルの鉄粉を舞わせながら、振るわれる偽カールの袈け裟さ斬ぎりを受け流し、こちらが反撃する間も無く振るわれる二の太刀の切り上げを前髪が数本斬り飛ばされるギリギリで躱かわす。さらに返す刀で放たれた大上段からの一撃を左手で柄つかを強く握り、右手でサーベルの峰を押さえて受け止める──

　ガギィッ──!!

「お前強いな!!」

「…………そちらもな──ッ！」

　かつて現実世界で戦い唯一決着のつかなかった相手【最凶を名乗るあの殺し屋】を思い出してしまうほどに、偽カールの身体能力は人外じみていた。

「けど、その程度で精一杯なら俺の敵じゃないね」

　偽カールは三合で使い物にならなくなったサーベルを投げ捨てると、床に無数に散らばっているサーベルから一本拾う。

「その強さは持ち前なのか？」

　私も新たなサーベルを拾いつつ問かける。

「さぁ？　なんか知らないけど、転生したらめちゃくちゃ強くなってたんだよね。チートってやつ？　それとも主人公補正？　ほら、カール王子ってもう一人の主人公みたいなもんじゃん？　ま、どっちでもいい……かっ！」

　ギィン──ッ！

　不意打ちの一撃を受け止め火花が飛び、鍔つば迫ぜり合いとなる──

「こんな滅め茶ちゃ苦く茶ちゃなことをしてどうするつもりだっ!?　この大惨劇を引き起こした目的はなんだっ!?」

「簡単だよ！　俺の手で原作を再現させる！　そのためにはアルビオンがグスタフ王国に併合されてないと動きにくいだろう!?　このまま帰国して、この混乱の最中攻め込めば一発で落ちるだろ？　そうしたら、裏から表から好きなだけロザリンドを不幸にさせることができる!!」

　閉口してしまうほどに、なんとも短絡的な思考だった。

「何故なぜだ、何故お前はそこまでしてロザリンド様を不幸にさせたいのだっ!!」

　鍔迫り合いをしつつ叫ぶ──

　これは私の魂の問いかけだった。今までロザリンド様とニシャ以外の他人へ興味を持たなかった私だが、この目の前の男、偽カールには、サク゠シャへ抱くものと同じくらいの憎しみと興味が胸中に渦巻いていた。

　本来なら同志足り得たかもしれない、同じ『薄幸のロザリンド』の狂信者でありながら、対極の思想を持つその存在へ──

「それが『薄幸のロザリンド』だからだろうが!!　ロザリンドは薄幸だからこそ価値があるんだよ!!　ロザリンドは人の汚さに染められ、虐しいたげられ、打ち捨てられ、希望を抱くことすら許されない!!　そして最後は打ち砕かれるための、最高の奈落へ落とすための希望を与えられる!!　全てに絶望し崖へ身を投げるロザリンドのなんと美しいことか!!」

　弾はじかれ、首を狙った一撃が頰を掠かすめる──

「何故だ?!　お前はその目で見、実際に触れ、言葉を交わしたはずだ！　幸せな日々を過ごされるロザリンド様を!!　鬱鬱たる原作とは打って変わった潑はつ溂らつたるそのお美しさ、愛らしい笑顔、凜り々りしい貴族たる態度、原作よりよほど魅力的になっていらっしゃるロザリンド様を見て、お前は何も感じなかったというのか!?」

「ああ感じたさ！　解釈違い過ぎて吐き気を覚えるほどの嫌けん悪お感をな!!　あんな笑顔を浮かべるロザリンドはロザリンドじゃないっ!!　よくも美しいロザリンドを穢けがしてくれたなぁっ!!」

　偽カールの前蹴りを御拳で受け止める。

「なにを言うっ!!　穢れから守り続けた!!　それが今のロザリンド様であろうが!!」

「潑剌としたロザリンドはロザリンドじゃない!!　汚お泥でいの中で踏ふみ躙にじられる花が持つ哀愁の美、それこそがロザリンドの本当の美しさなんだよ!!　薄幸のロザリンドから薄幸を奪えばただのロザリンドだ!!　そこいらに咲く十じっ把ぱ一ひと絡からげの花と何も変わらない!!　特別な一輪がただの有象無象の名も無き一輪になるっ!!　何故それが分からないっ!?」

「ぐっ!?」

　避けきれず横腹を内臓に達する寸前まで切り裂かれる──

「そもそも悲劇文庫から出版された悲劇小説にハッピーエンドを期待する馬鹿がどこにいるんだよ!!　頭おかしいんじゃねぇのっ!?」

「ここにぃ!!　いるだろうッ!!」

「チッ！」

　反撃の一撃を偽カールは躱し、その装束の飾しょく紐しょが一本だけ切れる。

「お前が言ってることはなぁ！　ホラー小説読んで怖えじゃねぇかっ！　って逆ギレしてんのとおんなじなんだよ!!　分かってるのかこのイカれ野郎が!!　お前のつまらない価値観でロザリンドの唯一性を奪うんじゃねぇ!!」

　押されつつも、何とか偽カールの斬撃を防ぐ。

「それの何が悪いっ!!　愛した者に不幸を望む者の方が余程破綻しているだろうが!?　不幸で踏みにじられ穢されることが唯一性ぃ？　だったらそんな唯一はいらないのだ!!　有象無象の一輪で構わない!!　何故なら、それでもロザリンド様は唯一無二であらせられ、かつお美しいからだ!!」

「だぁかぁらぁ！　俺は薄幸であるロザリンドを愛してるんだ!!　幸福なロザリンドはそもそもロザリンドじゃないんだよ!!　フランダースの犬でネロとパトラッシュが死ななかったらここまで語り継がれたかっ!?　幸福な王子も燕つばめが死なず王子が打ち捨てられなかったら物語にすらなってないだろうが!!　この二つが名作として後世まで語り継がれる理由はたった一つ!!　悲劇だからだ!!　救われないからこそ唯一無二の美があるんだよ!!　人の心を深く打つものがあるんだ!!　なんでもかんでもハッピーエンドが最上なんて吹いて回る奴やつはなぁ!!　頭の中がハッピーなだけのバカ共なんだよぉ!!」

　かち合ったサーベルが砕け、互いに新たなサーベルを拾い合う。

「何を偉そうにこの落らく伍ご者が!!　それはロザリンド様を愛しているんじゃない!!　お前は自分より優れた人間が自分よりも落ちぶれていくという境遇を愛しているだけだ!!　フランダースの犬も幸福な王子も大団円で終わって何故悪いっ!?　語り継がれる必要が何処どこにある?!　悲劇だからこそ人の心を打つ??　笑止千万!!　お前たちのような悲劇信奉者は人の不幸を見て自分を慰めるような、それでいて己は何事にも大団円を望むような凡俗とは違うと悦に入るような下種げすの集まりだ!!　そのような性根の腐ったお前如ごときがロザリンド様を偉そうに語るな!!」

「落伍者だ下種だとぉっ?!　図に乗って好き放題言いやがって！　お前に俺の何が分かる!?　俺は境遇を含めて『薄幸のロザリンド』全てひっくるめて愛してるんだ!!　自分のエゴで『薄幸のロザリンド』の物語を駄作に改編するようなクソ馬鹿が知ったふうな口を聞くな!!」

　剣けん戟げきの火花が飛び合う──

「知ったふうな口？　お前などプロファイリングなどしなくても手に取るように分かるわ！　借り物の体に借り物の地位！　自分を捨てて完全な他人になりたい？　作中の登場人物になりたい？　地位も名誉も顔も実力も労せず手に入れたい？　簡単な話、ようはコンプレックスの裏返しなのだっ！　つまり現実でのお前はカール王子とは正反対の人間だった！　容姿も運動神経も悪く、地位も名誉も金もなく、人から嫌われ、誰からも愛されない、必要とされない！　それが現実でのお前だ!!」

「だっ、黙りやがれぇええええ!!」

「ぐっ……！」

　袈裟斬りを躱しきれず内臓には達しないまでも、鎖骨が絶たれる。

「それでいて受動的でなにもできなかったであろうお前が、転生して初めて能動的に起こす行動が一人の少女を不幸にさせることぉ？　信じられん!!　カッコウの雛ひなですらもっと己が立場を弁わきまえているぞ!!　恥を知れこのクズ!!」

「うるせえっつってんだよ!!」

「ぐはっ!?」

　回し蹴りが直撃し、肋あばらが数本砕き折れ、床に散らばる死体を吹き飛ばす勢いで床を転げ回る。

「お前……絶対殺す……許さねえ──」

　死んだ瞳で幽鬼のようにサーベルを構える偽カール。

　私は肋ろっ骨こつの痛みを無視して死体を押し退のけ、新たなサーベルを摑つかみ、ゆらりと立ち上がる。

「……一つ、聞きたい──」

「…………なんだ？」

「私を殺して、お前は原作の再現をするといったな？」

「……ああ、そのとおりだ」

「どう再現するつもりだ？　もうこの世界は原作とは遠くかけ離れてしまっているというのに──」

「さっき言ったとおりだ。お前のせいで原作とはかけ離れた展開になってるからな。仕方ないけど俺が介入し、この手で、原作よりもロザリンドをもっともっと遥はるかに輝か（不幸にさ）せる。この俺だけの『薄幸のロザリンド』を創り上げる──」

　偽カールはいやらしい笑みに、恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「お前が幸福というものを教えてしまった分、ロザリンドは原作以上に凄惨な体験をできることになるっ!!　ああ、その美しさを考えただけで身震いする……っ!!」

「なるほど…………なるほど──」

　その瞬間、偽カールの体に【黒い靄もや】のようなものが纏まとわれ、その体に絡からみついている運命の楔くさびと鎖であろうものがハッキリと見えた。私はその瞬間何もかも理解し、偽カールの言葉を嚙かみ締しめるように、目を瞑つぶり深く頷うなずいた──











十九　運命の終点












　王城・客室──

「…………」

　ニシャからローブをもらったロザリンドは、偽にせカールから発される瘴しょう気きを感じ取ってか、なにか不安な気持ちで胸がいっぱいになり、どうしてもラプターの指示通り王城を出る気になれなかった。

　むしろその逆に、ラプターが大丈夫か、その気持ちで謁見の間に戻りたい一心だった。

「ニシャ……やっぱり不安なんだ……ラプターに会いたい──」

「ロザリー……」

　ニシャもニシャで、言いようのない不安で胸があふれており、ロザリンドと同意見であった。

　ようは二人とも不安だからラプターに会って甘えたい。安心感を得たかったのだ。

「分かった。どのみち、ロザリーをこんな晴れた日に外に出すよりは、そっちのほうがいいかも……」

　自分は強くなった。ラプターにも認めて貰もらえている。先程も武器を持った十数人の男たちを相手に無手のまま傷一つ受けず返り討ちにしたこともあり、ニシャもこの王都でラプターとザビ以外、自分の脅威となる存在はいないと思っていたため、結局自分の側にいることが一番ロザリンドの安全に繫つながるのだと自惚うぬぼれ、ラプターの言い付けを破って二人は謁見の間へと戻ることを決めたのだった──




　王城・謁見の間──

「これでよく分かった──」

「そうか、なら死ぬ準備もできたか……」

　その言葉に私は嘲笑で応える。

「ふっ……ふふふふふふふふっ……お前が……お前こそがロザリンド様とニシャと私の悪夢の元凶だということがなっ……！」

「なっ、何だお前、とうとう頭がおかしくなったのか？」

　無性におかしくなり、私はそれが抑えきれず、折れた肋の痛みなど関係なく腹の底から笑う。

「あーっはっはっはっはっはっはっはっはっ!!」

　生まれて初めて心の底から語りあえたロザリンド様とニシャ以外の人間、それも互いの愛読書、バイブルである『薄幸のロザリンド』談義が、その主張が、その相手がここまで嚙かみ合わないとは、あまりにも滑稽に過ぎる。

　腹の底からおかしくなる。

　そしてこの男を殺せば、悪夢は解消される。何故なぜなら、あの悪夢を実行しようとしている【黒い靄もやの化け物】は間違いなくこの男なのだから。確証はないが、私の第六感がそう告げていた──

「チッ！　マジで頭おかしくなりやがったか、なら早いとこ死ね!!」

　斬りかかってくるカール王子の斬撃を躱かわしつつ、その鼻目掛けてカウンターの足刀蹴りを放つ。

「ぶぎゃっ?!」

　蹴りが直撃したカールは空中で回転し衝撃を流しつつ、私の間合いから十分に距離を置き着地する。

「いてぇっいてぇっ!!　血っ……血がっ……!!　このやろおおおおおおおお!!」

　偽カールはたかだか鼻血を出しただけで無様なほど動揺し、喚わめき散らしている。

「痛いのか？　たったその程度で!?　原作のロザリンド様はその数百倍痛い思いをされるというのに!!　お前の持論に合わせるのなら、今のお前もまた美しいのではないのか？」

「ふざけるなこの野郎!!　何で俺が痛い目に遭わなきゃいけないんだよっ!!　殺すっ!!」

「諦めろっ──」

「がはっ?!」

　サーベルを振りかぶったカールの鳩尾みぞおちへ御拳を叩たたき込む。

「げへっ！　なっ……何でっ……?!」

「お前は言ったな、薄幸だからこそロザリンド様は美しいと……」

「ああ、それが真実だし『薄幸のロザリンド』読者の総意、サク゠シャの意図だろうが!!」

「知ったことかぁ!!」

　心底下らんと一蹴する。

「はぁっ?!」

「サク゠シャが作品を通して訴えたかったこと？　不幸の中にこそ輝くものがある？　解釈の違い？　読者の総意ぃ？　そんなことはどうでもいい!!」

　偽カールは確かに強い。膂りょ力りょく、身体能力、反射神経、全て人間の限界を簡単に凌りょう駕がしている。だが──

「ロザリンド様が幸福になることが全て!!」

　今まで鎖骨や肋ろっ骨こつの代償を払い、その動きや癖を見切った私にとって、もはや目の前の男は敵ではなかった──

「ロザリンド様の笑顔がこの世で最も尊く美しい!!　ロザリンド様が幸せになることがこの世界が存在する意義!!　世界はロザリンド様のためにあり、世界はロザリンド様を中心に回っているのだ!!」

　単純な身体能力フィジカルで全てが決定するのなら【技術】などというものはこの世に存在していないだろう。存在しているということは必要とされているということだ。

　私が身体能力で偽カールに劣っているというのなら【技術】と【経験】で補えばいい。そしてその【技術】と【経験】とは、目の前の男が最も持っていないものなのだ。

「クソッ!?　なんでっ、なんだっ!?　なんで当たらないっ!?」

　偽カールの攻撃を頭半分のギリギリで余裕をもって躱し、また受け流す──

「お前は自分から何かを得ようとしなかった、与えられたものしか受け取ってこなかった大きな赤子だからだ──!!」

「なにをっ?!　ぐっ?!」

　何かを言いかけたその頰へ深くサーベルの切っ先が走る──

「自分の頭でちゃんと物事を考えたことがあるかっ？　願いを叶かなえるために、より強くなるために、よりよい自分になるために！　ないだろう？　死にたくなければ死なないよう頭を使う、足りぬものを補う、技術、経験、意気、覚悟、お前にはその全てがないっ！　その程度のお前如ごときが、必死に努力されるロザリンド様を美しくない？　唯一性を失ったぁ!?　実にくだらん!!　サク゠シャ・読者如きがロザリンド様の存在意義を定義するな!!　烏お滸こがましいにもほどがある!!　読者如きがロザリンド様を勝手に解釈するな!!　分不相応にもほどがある!!　ロザリンド様は今を生きていらっしゃる!!　もはや『薄幸のロザリンド』などという駄作の舞台装置などではない!!　一人の人間、女神であらせられるのだ!!」

「それはお前の解釈だろうが!!　原作ファンとサク゠シャに謝れ!!」

　喚き散らす偽カールの攻撃を全て躱し、カールの横腹にお返しの回し蹴り見舞う。

「ごっ?!」

　肋骨が砕ける確かな感触と共にカールが死体の山の上へゴロゴロと吹き飛ぶ。

「原作?!　ファンの気持ち!?　笑止千万!!　そのようなモノ、ロザリンド様になんの関係がある!?」

　それでも偽カールは立ち上がる。

「ぐっ……ごっ……!!　いっ、てぇえええ……!!　ロッ、ロザリンドは薄幸だからこそ、汚お泥でいに塗まみれ……だからこそ尊く輝くんだ!!」

　偽カールは脳内物質が分泌され始めたのだろう、よろよろと立ち上がると、サーベルを構え、瞳孔の開いた瞳で私を見た。

「悪趣味極まりない!!　ロザリンド様の笑顔こそ至高に尊いのだ!!」

「何度だって言うぞ!!　幸福なロザリンドなどなんの価値もないっ!!　お前は何も理解できていない!!　サク゠シャが何を考え、何故このような内容にしたかを!!」

「こちらも何度でも言ってやる!!　そのようなくだらぬこと知りたくもなければ興味もない!!　ロザリンド様とニシャ、そしてこの世界を創ったこと以外、サク゠シャにはなんの価値もない!!」

「話がここまで通じないなんてな!!　異常者に付き合ってられないなっ!!」

　偽カールの言葉を嘲笑で返す。

「ふっ、お前こそ、他人の不幸を喜び、誰かが傷付き死ぬことが何よりも好き、そのくせ、自身は一ミリも傷つけられたくない。尊大な自尊心を持ちながら、そのくせなんの才能も実力もない、口から出るのは自分より優れた他者への嫉妬か、罵倒だけの臆病者。それがお前という人間だろう。どうやら生まれ変わっても、その腐った性根は変わらんと見える」

「てめぇっ!!」

　目の色を変えて偽カールが激げき昂こうする。

「お前が言う薄幸のロザリンドこそが尊いという言葉は、自分よりも優れている人間が、自分以下の境遇で苦しむことにある種の救いを覚えているからだけだ！」

「あああああああ!!」

「なんと情けない！　自覚があるなら少しでも向上しようとは思わなかったのかっ!?　どうせ全てに言い訳をして無駄に生きていたのだろう？　生きる価値などまるでないくせに、自分以下の人間を見つけ、そう断じて、なんとか必死に生きる理由でも探していたんだろう？　憐あわれだな、その結果どうした？　自殺か？　病死か？　まぁ、どちらでもいいが、ロクな人生は歩めなかっただろう。その成れの果てが今のお前だ!!」

「クソ野郎が!!　精神科医気取りかああ!?　お前等みてぇなのが一番癪しゃくに障さわるんだよ!!」

「なるほど、心療内科にかかっていたのか、いや、精神科か？　どちらにしても納得だな。お前みたいなのを野放しにしたら一般人が迷惑を被るからな。違うか！　お前はそんな勇気も行動力もないタイプだろうからな!!」

「ぐうあああああああああああ!!」

　癇かん癪しゃくを起こして頭を搔かきむしる偽カールへ、さらに言葉の追撃をする。

「せっかく生まれ変われたのにクズなまま……まだ原作のカールのほうがお前よりはマシだな!!」

「原作を否定しカールを心底憎むお前がその肩を持つか!!」

「あくまでお前と比較した場合のみだが、借り物の体に借り物の地位、お前自身が勝ち取ったものは何一つ無い。だというのに、まるで自身が努力して勝ち取ったもののように振る舞うお前は実に滑稽だ。ふふっ、あはははっ！　ありがとう！　とても笑えるよ！　素晴らしいコメディアンだ!!」

「許さねえええええええ!!　死ねええええええええ!!」

　もはや駆け引き関係なし、怒りのままにこちらへ向かってくるカールへ冷静にカウンターを叩き込むため構える──

「ははははははっ！　子供でももっとマシなことが言えるぞ？　もしや、学校も行ったことがないのか？　その割には『薄幸のロザリンド』を読めるだけの学力はあるのだな、驚きだ！」

「ああああああああああああ!!!!」

　そして──

　力任せに振るわれた上段からの一撃に、カウンターをその手首に打ち込む──

　スパァン──

「なっ……あっ……!!」

　サーベルを右手首ごと斬り飛ばされた偽カールは私の目の前で呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべ──

「ああっ、手が！　俺の手がああああああ!!」

　みっともなく喚き散らすその首へサーベルを突き付ける。

「ひぃっ──！」

「終わりだ、ペシミスト──」

「────」

　絶望の表情を浮かべる偽カールの首にサーベルの刃を当てた瞬間──

「ラプター!!」

　ありえない、ここにいるはずのないロザリンド様のお声が、謁見の間に響き渡った──

　──

　────

　──────

「はぁっ、はぁっ……！」

「ロザリー、そんなに急がなくてもっ……！」

「だって、ニシャ──ッ」

　ロザリンドとニシャは謁見の間に向かって走っていた。誰に急せかされるワケでもなく、言ってしまえば運命・不安が二人の足を急き立てていたと言えた──

　そうして二人が謁見の間に入った瞬間、目に入ったのは傷だらけのラプターの姿とカール王子らしき男の背中だった──

「ラプター!!」

　血ち塗まみれで満身創そう痍いなラプターの姿に、ロザリンドが思わず声を上げてしまった──

　──

　────

　──────

「!!」

　私の気が一瞬だけロザリンド様へ向いた瞬間、カールが左手でサーベルを拾い、ロザリンド様とニシャ目掛けて飛び掛かった──

「全部ぅっ!!　全部お前のせいだぁっ──!!」

（しまった!!）

「!!」

「ロザリー!!」

　ニシャがロザリンド様を守るように身を挺ていする。

　そこからは全てコマ送りだった──

（斬り伏せる？　ダメだ、何処どこを斬り飛ばしてもロザリンド様へ届く凶きょう刃じんを完璧に防ぎきれる確証が無い。サーベルを投とう擲てきする？　ダメだ、外れた場合全てが終わる……!!）

　瞬時に判断を下した私は、実際には考えるよりも早く、右手首を失って少しだけバランスを崩した偽カールへ先んじるように床を蹴って縮地をし、ロザリンド様とニシャへサーベルを突き立てようとする偽カールの間に割って入った──

　ズブリッ──!!

「ぐっ……はぁっ……!!」

　間一髪、ニシャごとロザリンド様を貫かんとしていた凶刃は、代わりに私の体を貫いていた。

「ら、ラプター……？」

　背中から刺されたサーベルの切っ先から腹から突き出ている。

「ごぼっ……!!　ごっ、ご無事ですか……？　ロザリンド様──」

　吐血しながらも、なんとか言葉を紡つむぐ、背後では偽カールが慢心し、勝ち誇ったような笑みを浮かべている雰囲気が感じられる。

「ひゃははははははははっ!!　これで終わりだ、死ね、異常者っ!!」

「────」

　偽カールが私の腹からサーベルを引き抜いた瞬間、私はニシャへアイコンタクトを送った──

「……!!　マスター!!」

　阿あ吽うんの呼吸で理解したニシャは瞬時に懐ふところから、私が昨年誕生日に贈ったダガーを取り出して鞘さやを持ちこちらに向け──

「それは、お前だ──!!」

　ダガーを強く握り、鞘から引き抜きつつ、偽カールがサーベルを振り下ろすよりも早く振り向き様に、その心臓へダガーを突き立てた──

　ズブリ、と、ダガーが柄まで深々とその心臓に深く突き刺さる。

「がっ!?　ばっ……ごっ──」

「そんなに悲劇が好きなら……！　ここ以外の何処かで、永えい劫ごう求め続けるがいい!!」

　心臓に刺さったダガーを抉えぐると、偽カールは口から血を吐き、よろよろとたたらを踏み──

「あっ、あり……えない！　ありえない、なんで俺が、俺が、俺があああああああああああ!!!!」

　絶叫と共に、その体から【ドス黒い瘴気のような靄】を発しつつ、偽カールはそのまま仰向けに倒れた。











エピローグ──












「…………」

　偽にせカールが滅びると同時に、楔くさびが砕け散るような音が鳴り、私を苛さいなんでいた強迫観念にも近い不安が吹き飛んだ。

「ああ……やはり……そういうことか……これでロザリンド様は……」

　私は楔と共にカールに憑ひょう依いしていた転生者が消え去るのを確認しつつ、背後にあった柱に背を預け、床へ崩れ落ちた。

「ラプター!!」

「マスター!!」

　そんな私をロザリンド様とニシャが抱きしめてくれる。

「……ロザリンド様……ニシャ……お怪け我がは……？」

「私は大丈夫だっ。お前が守ってくれたから……！」

「はいっ。マスターのおかげで無傷ですっ」

「よかった……なにより……だ……」

　体から血と共に力も抜けていく。

　私もここまでか……やはり……いるべきではない存在は消えるべきなのか──

「ラプター……！　私のせいでっ……私がお前の言うことを聞かなかったから……！」

「違うっ、違うよロザリーっ……！　私が止めなかったから……！」

　自分を責めながら涙を流す二人の頭を優しく、愛おしむように撫なでる。

「いいえ……これは……誰のせいでもありません……来るべき……結末が……来たのでしょう──」

　ロザリンド様とニシャの瞳からポロポロと涙がこぼれる。

「なんだそれはっ……！　ラプター、お前は死なないよなっ？　約束しただろう……っ！　私を孤独にさせない、一人にしないって！」

「そうですマスター！　私を野の良ら犬いぬにしないって約束してくれたじゃないですかっ……！」

　口には出せないが、私も同じ思いだと、心の中で強く思う。

「大丈夫です……もう二人は……孤独に……ならない……不幸の楔は……断ち切り……まし……た……から……」

　溢あふれ出る血をロザリンド様とニシャが血塗れになりながら、必死に止血しようとしてくれている。

「待てラプター、死ぬな！　命令だ!!」

「死なないでくださいマスター!!」

　泣きじゃくる二人には申し訳ないが、体は冷たくなっていくというのに、不思議と心は温かくなっていく。嬉うれしい、満足した気持ちになる。

（ああ……二人とも泣いている……。申し訳なくもあるが……自分の死に泣いてくれる人がいるというのは……こんなに嬉しいものなのか──）

「イヤ……だな……」

　そうだ、だからこそイヤだ。まだ死にたくない。こんなところで死ぬわけにはいかない。ロザリンド様とニシャを幸せにするために──

「ご安心を……このラプター……この程度で……死になどしません……」

　頭の中で、現実世界の今際いまわの際がフラッシュバックする。『薄幸のロザリンド』最終巻を読み終わり、崖に身投げされるロザリンド様の最期に絶望し、任務の最中だというのに疲れ果て、諦め、自爆装置を起動させたときのことを──

[image: ]

　今、私の心境はその時とは正反対だ。今はこんなにも希望に満ちあふれている。

「私は……まだ……疲れて……いませんから──」

　前にロザリンド様がおっしゃっていたとおりだ。私は自分を過小評価しすぎていたのかもしれない。二人がここまで悲しんでくれるのだから。

「ラプター！　お前は私を幸福にさせてくれるんだろう?!　だったら死ぬな！　お前が死んだら、私は不幸のドン底だぞっ……！」

「そうですマスター！　マスターが死んだら、私は後を追いますからねっ……！」

「それは困る……大丈夫……安心してください……二人には……幸福な未来が……待っています……から──」

「ラプター!!」

「マスター!!」

　もう視界もぼやけてきた。ひどく眠い──

「ニシャ……」

「はい、マスター……っ！」

「……任せた、ぞ──」

「っ……!!」

　ニシャは目に涙をいっぱい溜ためて、歯を食いしばりながらも首を縦に振った。

「……はいっ！　はいっ……マスターッ！」

「ロザリンド様……」

「なんだラプターっ!?」

　もう「何で私は生まれてきたんだろう？」などとは言わせない。絶対に。

「ロザリンド様は……幸せになるために……生まれてきたのです……」

「ラプター……」

　初めてお会いしたときにお答えできなかったその意味を、今なら断言することができる。ロザリンド様とニシャは……幸せになるために生まれてきたのだ──

「……！　ありがとうラプター……っ。きっと私は、お前と出会って、幸せになるために生まれてきたんだ……っ。断言するっ」

「────」

　その笑顔を見るために、きっと私は生まれてきたのだと理解する。

「大丈夫です……その涙は……必ず……癒えます……」

　だからこそ、私もこのような場所で死ぬわけにはいかない。生きて、この笑顔を守り、見続けるために──

「……私は……絶対に……ロザリンド様を……ニシャを……幸せ……に──」




　そうしてラプターは、穏やかな笑顔を浮かべ、瞳を、閉じた──











あとがき






　素晴らしいライトノベル作品がこの世に生まれ、花開いている時世でございます。

　その中から本書を手に取ってくださった貴方あなた様さまへ、この桜さくら生い、心より感謝申し上げます。

　ありがたくも本書である純白令嬢の諜ちょう報ほう員いん二巻の刊行ができましたことも、貴方様そして皆様のおかげでございます。

　また、皆様からいただきました数多くの励ましのお手紙、お手書きのイラスト、ＳＮＳ等でおすすめや宣伝をしてくださったこと、この桜生、感涙にむせぶ気持ちでございます。この場を借りまして、改めて、心より感謝と御お礼れいを申し上げます。

　皆様からいただきました素敵なお手紙やお手書きのイラストは、全て諳そらんじられるほど読み返し見返し、宝物として大切に文ふ机づくえの上に飾り、ＳＮＳ等などのご感想もいつも読み返し、執筆だけでなく、日々生きていくための励みとさせていただいております。

　本書の刊行が決定しました際も、この機会は皆様からいただいた二度とない貴重なものなのだと自身を叱しっ咤たし、気を引き締めて覚悟を決め、読んでくださる貴方様に少しでも面白いと思っていただけるような内容を。と、肝に銘じ、全力で精魂を込めて執筆させていただきました。

　私は元々公募のため、一巻完結で物語を作っていたもので、二巻を執筆するにあたりまして、初めてのことばかりで色々と戸惑うこともございましたが、担当編集Ｓ氏の助言や、降りてきたアイデアや閃ひらめきによって、最終的に我褒めにはなりますが、胸を張って貴方様へご提供できる内容に仕上げられたと思っております。

　そして、イラストは一巻から引き続きファルまろ先生が担当してくださいました。一巻のあとがきにも述べましたが、氏のイラストの素晴らしさ、その才は、私がここで何遍も称賛の言葉を重ねるより、本書を通して氏のイラストをご覧になられた貴方様が一番ご理解されていることと存じます。

　氏への称賛を言い出してしまうとキリがなくなってしまうので、一つだけ、あえて言わせていただければ、新規登場人であるザビのデザインについてです。

　ザビのイラスト初案を見たとき、もし目の前にファルまろ先生がいらっしゃったら、思わず抱きしめて頰に口付けしてしまうくらいの、所謂いわゆる一ひと目め惚ぼれをしてしまった神デザインだと思いました。

　それと、一巻のときに「この終わり方で続刊は出るの？」というご質問が多かったのでお答えさせていただきますと、売り文句や帯に「最終巻」と出ていない限りは、私の中で続刊を意識している次第でございます。

　それでも諸もろ々もろの理由で続刊が出ず、本書が最終巻となってしまった場合でも、最終巻としてキレイに終わっている、次巻へのいやらしいヒキのようなものがないように心がけて書き上げているつもりでございます。

　最後に、本書が貴方様の日々の生活の中での、笑顔や楽しみの一助になることができましたら、この桜生の本懐でございます。

　私に喜びを与えてくださった貴方様に、ご健康とご多幸がありますこと、そしてまた貴方様とお会いできることを、心より願っております。
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